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財団法人東大阪市文化財協会は、昭和57年にそれまで市内の各遺跡の調査を続けていた東大

阪市遺跡保護調査会、国道308号線関係遺跡調査会を統合する形で発足いたしました。この中

で国道308号線関係遺跡調査会は、国道308号線の拡幅と東大阪生駒電鉄株式会社による新鉄道

建設工事に伴う発掘調査を実施するため、大阪府教育委員会と東大阪市教育委員会の合同の形

で昭和55年 2月に組織されました。以後、本協会が発足するまでの間に国道308号線関係の遺

跡調査を続けてまいりました。

今回報告いたします神並遺跡第 1次調査も、昭和56年11月25日から昭和57年3月31日まで国

道 308号線関係遺跡調査会で実施したものであります。神並遺跡は、今回の事業計画によって

新たに発見された遺跡で、縄文時代早期から室町時代頃まで続く複合遺跡であることが明らか

となり、重要な遺構、遺物がこの調査のあとも続々発見されています。この報告書は、その契

機になった調査の報告であり、今後刊行される報告書によって遺跡の性格・範囲も解明される

ことと思います。

本調査は、大阪府教育委員会と合同の形で行い、以後の整理は本協会が引き継ぐ形で実施し

ましたが、この間大阪府教育委員会文化財保護課をはじめ、関係各位の御指導・御協力をいた

だきました。ここに厚くお礼申し上げますとともに今後とも一層の御指導・御鞭撻を切にお願

い申し上げます。

財団法人 東大阪市文化財協会

理事長木寺 宏



例 言

1.本書は、東大阪生駒電鉄株式会社が建設を進めている東大阪都市高速鉄道東大阪線計画事

業並びに大阪府八尾土木事務所が計画した国道 308号及び都市計画道路築港枚岡線建設計画

事業に伴う神並遺跡第 1次の発掘調査概要報告書である。

2.本調査は、国道 308号線関係遺跡調査会が、東大阪生駒電鉄株式会社並びに大阪府八尾土

木事務所の委託を受けて実施し、その後の整理作業は同調査会より財団法人東大阪市文化財

協会が一切を引き継いで実施した。

3.現地調査は、昭和56年11月25日より昭和57年3月31日まで実施した。

4.昭和57年4月以降の整理は、次の事務局体制により進めた。

理事長木寺宏（東大阪市教育委員会教育長）

事務局長 寺澤勝（東大阪市教育委員会社会教育部参事）

庶務部長 小川 満（東大阪市教育委員会文化財課主幹）昭和58年4月まで

吉田照博（東大阪市教育委員会文化財課課長代理）昭和58年5月よ り

調査部長 原田 修（東大阪市教育委員会文化財課主査）

庶務部安藤紀子（東大阪市教育委員会文化財課）

上野節子（財団法人東大阪市文化財協会）

調査担当 下村晴文（東大阪市教育委員会文化財課主任）

才原金弘（東大阪市教育委員会文化財課）

曽我恭子（財団法人東大阪市文化財協会）

小西優美（財団法人東大阪市文化財協会）

5.遺構の名称は略号で示している。SB……柱穴、 SD……溝、 SE……井戸、SK……土

坑とし検出した順に 1・ 2 ・ 3…の番号を付けている。現地の土色名は、農林省農林水産技術

会議事務所監修•財団法人日本色彩研究所色票監修の新版「標準土色帖」に準 じ ており、記

号の表示もぞれにしたがった。

6.本書の執筆は、 Il・Nl)-(3) をオ原、 Vを曽我、その他の項及び編集を下村がおこなつ

た。編集は下村があたった。遺構写真は各担当者が撮影した。遺物写真は新生堂フォト・落

合信生氏に委託した。

7.調査の実施にあたっては、林野全考 （東大阪市文化財専門員）、木下密運 （東大阪市文化

財保護委員）氏に御指導・御教授をいただいた他、中世遺物について橋本久和、川越俊一、

尾上実の各氏より多くの御教授をいただいた。又、鈴木秀典、宇治田和生、渡辺昌宏、三宅

俊隆の各氏には出土遺物を観察させていただいた。これらの方々に厚くお礼申し上げます。

また、東大阪生駒電鉄株式会社並びに大阪府八尾土木事務所及び大成建設株式会社の方々に、

現場作業について格別な御配慮、御協力をいただいた。お礼申し上げます。
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図版七十 A地区遺物 1.包含層． SE 05 ・ S K 30 ・ S D 52 ・ S B 225出土の

各種の遺物

2. S E02 ・ S K22 ・落ち込み状遺構2.包含層内出土砥

石

図版七十一 A地区遺物 羽釜棺1・羽釜棺2
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I.はじめに

大阪府と奈良県を結ぶ近畿日本鉄道奈良線は、近年の奈良県側の宅地開発による人口増によ

って、朝夕の通勤電車は飽和状態にあり、この混雑の緩和と東大阪市域の奈良線から以北の再

開発に伴い新鉄道の建設が熱望されていた。これら地元の要望に答える形で、昭和46年以降に

大阪市営地下鉄中央線の長田までの延伸と長田から奈良県生駒市を結ぶ新鉄道建設が計画された。

また、国道170号線（大阪外環状線）以東の国道308号線の拡幅及び阪神高速道路東大阪線の延

長など道路網整備計画と合わせて実施されることになり、東大阪市北部地域の交通網の整備が

一拠に実施に移されることになった。しかしながら、予定路線内には鬼虎川遺跡、西ノ辻遺跡

などの周知の遺跡が数多く存在するほか、新遺跡の発見も予想された。

昭和52年に新鉄道建設の事業主体となった東大阪生駒電鉄株式会社では、昭和54年には用地

確保ができている国道308号線分離帯内の試掘調査を東大阪市教育委員会に依頼した。市教育

委員会では、とりあえず東大阪市遺跡保護調査会へ調査を依頼して実施するとともに、その後

の遺跡の取り扱い・調査体制の整備について対応を迫られることになった。 昭和55年になる

と東大阪生駒電鉄では、全予定路線の中で鬼虎川遺跡の調査を先行させる形で橋脚予定地につ

いて発掘調査を市教育委員会へ依頼した。市教育委員会では今後の遺跡の取り扱い、調査方法

及び調査体制等の諸問題について大阪府教育委員会と協議を重ねる一方で、工事計画上どうし

ても急を要する地区については、大阪府教育委員会の協力を得て東大阪市遺跡保護調査会の主

体で発掘調査を実施することになった。この調査が鬼虎川遺跡第12次調査（その 1) である。

調査は、昭和55年7月21日より12月20日まで実施し、弥生時代中期の方形周溝6基、大溝など

を検出した。しかしながら、東大阪生駒電鉄より引き続いて鬼虎川遺跡内の調査が要望され、

さらに調査体制の強化の必要に迫られることになった。そこで市教育委員会では、大阪府教

育委員会と協議の上、両者合同の形であらたに国道308号線関係遺跡調査会を組織し、当面の

調査に対処していくことになった。調査会へは東大阪市と大阪府の職員が出張し、現場の発掘

調査をおこなうことが申し合わされた。当時の調査組織は以下のとおりである。

理事長

事務局長

事務部長

調査部長

調査副部長

調査部員

（職名は、調査時のものである）

秀平勇造（東大阪市教育委員会）

寺澤 勝（東大阪市教育委員会社会教育部参事・文化財課長）

小川 満（東大阪市教育委員会文化財課主幹）

井藤徹（大阪府教育委員会文化財保護課係長）

原田 修（東大阪市教育委員会文化財課主任）

下村晴文・オ原金弘（東大阪市教育委員会文化財課）

松岡良憲•田中和弘（大阪府教育委員会文化財保護課）

山本芳彦、北野 瓦、曽我恭子、小西優美

事務部員 安藤紀子（東大阪市教育委員会文化財課）
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調査補助員 浦元英俊、相田正明、綾仁正人、山口靖弘、有山淳司、長峰繁己、岩田一彦

綾仁清隆

整理補助員 成海節子、梶山絵理、岡本美恵、浅野喜美幸、中谷浩子、松本卓子、山田晴子

前田真由美、真鍋京子、見好理恵子、丸山美由起、木田裕子、大橋陽子、庄

野由利子、角野智美、藤井典子、白鹿広子、水上鈴子、高野伊登子、中西久子

事務補助員 井口雅之

上記の体制で昭和56年 1月以降に鬼虎川遺跡第13次調査（その 2)、第15次調査（その2-2)

を実施し、すでに報告書も刊行されている。その後、国道308号線関係遺跡調査会では 3件の

調査を実施している。まず1件は、石切神社参道より東側地域の試掘調査である。石切神社参

道より東側は、 トンネル工事の進入口にあたるため、工事着手が急がれていた地域である。こ

の地域に遺跡が存在するかどうかの資料を得る必要があったので、鬼虎川遺跡第13次調査と併

行して試掘調査を実施した。この結果、新遺跡として神並遺跡が発見された。この経過につい

ては第 1I章の中で詳しく記述している。この間、国道 170号線以東の用地買収が進められてい

たが、容易には進まず調査の日程、工事計画も大幅に遅れることになった。昭和56年11月にな

ってようやく石切神社参道東側地区のトンネル進入口の買収が完了し、 11月25日を以って調査

に着手した。これが神並遺跡第 1 次調査である。調査の結果、鎌倉時代後半の建物跡•井戸・

土坑や古墳時代～奈良時代の土坑、溝、羽釜棺を検出したのは後述のとおりであるが、さらに

下層に縄文時代早期の包含層が広がることを確認した。包含層は、 A地区の約 530面の範囲に

広がるとともに、深いところでは地表下約 1.5m以上の深さに達することがわかった。この予

想外の遺構の検出によって調査は、到底昭和56年度内に終了することはできないと判断された。

このため、下層の縄文時代早期の調査は、神並遺跡第 2次調査として昭和57年度の調査に組み

込まれることになった。なお、鎌倉時代後半の遺構については、昭和57年2月11日に現地説明

会を実施し、一般市民の方々に公開をおこなっている。

第 1図現地説明会風景
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3件目の調査は、西石切地

区の試掘調査である。国道170

号線（大阪外環状線）以東の

西石切地区には、周知の鬼虎

川・植附•西ノ辻遺跡などが

存在するほか、あらたに神並

遺跡が発見されるなど相当な

規模の調査が必要になった。

そこで全線について、買収が

完了している土地を対象とし

て、遺跡の範囲、調査の必要

面積などの基礎資料を得る目



的で試掘調査を実施した。試掘調査の結果、工事予定地全線にわたって弥生～室町時代まで各

時期の遺物・遺構が検出された。特に西ノ辻遺跡内では弥生時代落ち込み遺構などが検出され、

良好な遺構の存在が予想された。この結果、国道170号線以東の西石切地区については、全工

事予定地が調査対象となった。

神並遺跡第 1次調査は4052面を対象として昭和56年11月25日より昭和57年3月31日まで実施

し、西石切地区の試掘調査は、昭和57年3月1日より 3月30日まで1500m汀こついて実施した。

この事業終了とともに国道308号線関係遺跡調査は発展的解散をし、財団法人東大阪市文化財

協会がすべての事業を引き継ぐ形で発足した。以後の新鉄道建設等に伴う調査は、財団法人東

大阪市文化財協会と大阪府教育委員会が各々調査区域を分担して進めることとなった。

II.調査の経過と方法

1)試掘調査と神並遺跡の発見

神並遺跡発見の契機となった試掘調査は、用地買収の関係で二次に分けて実施した。1次試

掘は、 No.2・ 3 ・ 5 ・ 6トレンチの計4地点 (1地点 3mX 3 m)で昭和56年3月18日より20

日まで実施した。 2 次試掘は、 No.1·4·7~11 トレンチの計 7 地点 ( 1 地点 3m X 3m)で

昭和56年4月22日より 5月2日まで実施した。調査地の周辺には若宮古墳群や法通寺跡などの

遺跡が知られており、これらの遺跡に関係する遺構の追求とともに、あらたな遺跡の有無を確

認する目的で調査をすすめた。

調査の結果、 No.1・ 6 ・ 7 ・ 8トレンチより中世期の遺構・遺物が確認された他、 No.9 ・ 10 

. 11トレンチで中世期の遺物が出土した。特にNo.7トレンチでは中世期の遺構の下で奈良時代

及び縄文時代の遺物も少量出土しており、複合遺跡の性格を有することが判明した。これらの

トレンチ設定地点は、比較的

平坦で遺構の存在が予想され

るところである。 No.2・ 3は、

既存の建物があったところで、

すでに削平を受けていた。 No.

4トレンチも公園となってい

たところで整地がおこなわれ

ており、遺構・遺物とも確認

できなかったc

No. 6トレンチは、後述のよ

うに調査範囲外になったので、

ここで少し詳しく記述してお 第2図 No. 2トレンチ調査風景
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きたい。調査地点は、既存の住宅があったところで住宅徹去後の廃棄物処理のため、中央に大

きな攪乱坑が認められた。．この攪乱坑を避けて敷地北西にトレンチを設定した。調査は、まず

機械掘削によって建物の基礎・整地層を除去することから開始した。地表下約70cmで南北に走

る石列を検出した。石列は30---40cm大の自然礫を一段並列したもので、中世期の包含層上面か

ら切り込まれている。試掘調査の性格上、遺構の性格についての追求はできなかった。この石

列を残して、 トレンチ内をさらに掘り下げると厚さ30---40cmで中世期の包含層を確認した。包

含層内から鎌倉時代後半の時期の瓦器・土師器・須恵器が多量に出土している。包含層下面は、

地表下約 1.5mまで掘り下げたが湧水が激しく詳細は不明である。ただ、礫の混入が多くなり、

中世期の遺構面を形成すると思われる。以上から中世期の遺構が存在する可能性が高いと考え

られる。また石列付近より宋銭（紹聖元宝、 1094年鋳造）が1点出土しており、石列の上限を

うかがうことができる。

以上の試掘調査の結果、鎌倉時代から室町時代を中心とする遺跡の存在が明らかになるとと

もに、下層には奈良時代から古墳・縄文時代の遺跡が存在する可能性も考えられた。これは、

従来の周辺の遺跡とば性格を異にするものであり、新遺跡として把えられる内容であるため、

あらたに神並遺跡と名付けられた。

2)調査範囲と地区割

試掘調査結果にもと-j:いて調査範囲が決定された。 No.1・No.7---9トレンチの設定地域及び

No.10 ・ 11トレンチ設定地区については全面調査を実施することになった。ここでは前者をA地

区、後者をB地区と仮称した。その後、水路（鬼虎川）の付替工事に伴う調査が追加され、こ

れをC地区と呼ぶことになった。 No.6トレンチの地域は、中世期の遺構・遺物が検出されたが、

トンネルエ法によるため、現状を破壊する恐れがないことより調査範囲からは除外された。

今回の調査範囲であるA~C地区全体を 5m方眼による地区割を実施した。地区割は、昭和

55年度に実施した鬼虎川遺跡の調査時に、新鉄道建設予定地全線の地区割をおこなっており、

今回の調査においてもその地区割を踏襲した。地区割は、国土座標系に基づいて、100m方眼の

大区画とさらにその中を 5mメッシュの方眼の小区画とした。地区割の基点(0点）を東大阪市

川中 (X=-146.3、Y=-29.9)に置いて100m毎の大区画のX軸を西から東へ I・II・IIIとロ

ーマ数字で表わし、 Y軸を北から南へA・B・Cのアルファベットの大文字で表記し、それぞ

れの南東の交点をその地区名とした。小区画は、100m方眼の大区画を 5mメッシュで区画し、

x軸を 1 • 2 ・ 3の数字で表わし、 Y軸を a・ b ・ cのアルファベットの小文字で表わすよう

にした。この地区割を今回の調査地点にあらわすとA地区の中央と B地区の東側で xxyライ

ン(Y=-32.J)とmIライン(Y=-32.0)がのり、A地区北端をEライン (X=-146. 7)が

のることになる。この大区画をさらに 5mの小区画で地区割をしたのが第 3図の地区割図である。

つまり、 A地区の西北隅は :x::x3Z"E10t区、B地区の西北隅は IllI FlOa区、C地区の西北

隅は、 XX][F2a区にあたる。遺構図面に出てくる区画はすべてこの国土座標系に基づく地区名

を付した他、出土遺物は、すべて地区毎に取り上げをおこない、それぞれに整理番号を付している。
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rn．遺跡の立地と歴史的環境
神並遺跡は東石切町 1丁目に所在する縄文～室町時代までの複合遺跡である。現在の市道若

宮線より北側に位置し、石切神社参道をはさんで東西に遺跡は広がる。生駒西麓の中位段丘上

に立地し：標高が20----40mである。遺跡の南側には旧鬼虎川が流れる。神並遺跡は第7次まで

調査を実施しており、縄文時代、弥生時代、古墳時代、奈良時代、鎌倉～室町時代の各時期の

遺構、遺物が確認されている。

神並遺跡は縄文時代早期に開始される。早期の遺跡は大阪府下でも数少なく、交野市神宮寺

遺跡、枚方市穂谷遺跡などが知られている。当遺跡では縄文時代の遺構、遺物は早期の時期だ

けであり、継続しない。東大阪市域では中期以降に遺跡数は増加し、集落の立地も扇状地へと

移る。北より日下遺跡（後～晩期）、鬼塚遺跡（中～晩期）、縄手遺跡（中～後期）などがあげ

られる。日下遺跡は森ノ宮遺跡とならんで府下でも数少ない貝塚として著名である。近年の調

査で晩期の土坂墓14基、甕棺墓3基が検出されている。鬼塚遺跡でも昭和57年に調査を実施し

ており、晩期の洗骨再葬墓が2基検出されている。両遺跡の発見例は縄文時代の葬制を考える

上で貴重な資料となっている。

弥生時代の遺構は中～後期の自然河川が第4次調査で検出されている。東大阪市域では弥生

時代の遺跡は縄文時代以降と同様に扇状地上に立地するものや、新たに平野部にも広がる。ま

た、中～後期には標高80~100mの高所にも存在する。前～中期にかけこの集落は大集落を形

成するものが多いが、後期になると集落の規模も縮少し、分散する。神並遺跡のすぐ西には西

ノ辻遺跡、鬼虎川遺跡と続き、北には植附遺跡がある。これらの遺跡は神並遺跡と隣接して集

落を形成していた。一方、西方の旧大和川の自然堤防上にも山賀遺跡や瓜生堂遺跡が存在する。

生駒西麓の扇状地や平野部には農耕を基盤とした集落が形成された。

古墳時代には神並遺跡の東側に神並古墳群が築造される。神並古墳群は後期の群集墳であり、

現在、すでに消滅したものを含めると 7基が確認されている。今回の調査では、古墳内に副葬

されることの多い耳環、双孔円板、紡錘車などが出土しており、周辺部にすでに消滅した古墳

があった可能性も考えられる。生駒西麓の尾根上には神並古墳群と同様な後期の群集墳が点在

する。数基から数十基単位のものがあり、前者は墓尾古墳群、出雲井古墳群、花草山古墳群、

五里山古墳群などがある。後者は客坊山古墳群、山畑古墳群がある。

奈良時代～中世の遺構、遺物は今回の調査では多く確認した。奈良時代には調査地北側に法

通寺跡があり、同時に関連した遺構と考えられる。また、中世の遺構は集落跡と考えられる建

物跡や井戸などが検出されている。近年の調査では隣接する西ノ辻遺跡や鬼虎川遺跡でも確認

されており、点々と集落があったことが窺える。

神並遺跡は縄文時代～中世に至るまでの各時代の遺構、遺物が検出されており、各時代の集

落の変遷を考える上で重要な遺跡である。
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N．調査の概要

1) A地区の調査

(1)層位

A地区は、調査以前には段々状につくられた田圃であり、上段と下段では約 3mの高低差が

ある。水田化される以前の地形は、北から南へ向う緩傾斜面にな っており、遺構の南側では、

生駒山から流れ出る谷川に面していたと考えられる。遺跡内の層位は、上段と下段では大き く

違っている。上段では、縄文時代早期、古墳～奈良時代及び鎌倉時代の三時期の遺構面が確認

されている。下段では、鎌倉時代以降の整地による削平のため、古墳時代～奈良時代の遺構面

は検出できなかった。また、縄文時代早期の包含層も認められなかった。今回の第 1次調査は、

縄文時代早期上面までを調査対象としたため、下層の調査は、第 2次調査で実施している。以

下上段の層位を中心にして基本層位を記していくことにする。

第1層 オリーブ黒色粘土質シルト、耕土、層厚10-20cm。

第2層 褐色砂混シルト層、床土、層厚15cm。

第3層 暗オリーブ褐色砂混シルト、砂礫を多く含む。中世期の遺物包含層。層厚10-30cm。

第4層 黒褐色砂混粘質シルト、砂礫を多く含む。中世期の遺物包含層。層厚15-20cm。

第5層 黒褐色砂混粘質シルト、炭化物を多く含む。中世期の遺構面、古墳時代～奈良時代

の遺物を含む。層厚 5-25cm。

第6層 黒褐色粘質シルト、細砂・細礫を多く含む。古墳～奈良時代の遺物を少量含む。

層厚10-15cm。

第7層 暗オリーブ褐色砂混シルト、細～中礫を多量に含む。古墳～奈良時代の遺構面、遺

物は含まない。層厚30-50cm。

以上A地区上段の層位を記述したが、中段から下段にかけては第 1 層•第 2 層直下で第 7 層

が認められる。このため、古墳～奈良時代、中世期の包含層はすべて削平されており、第 7層

直上で中世期の遺構が確認される状況にあった。また、下段の南端では、斜面に流入する二次

堆積層が厚く認められ、内部には弥生～近世までの各時期の遺物が認められた。

(2)中世の遺構

建物1

A地区の最高所 (X応狂：13t-16t・X巫[Fl3a -16 a区）で柱穴群を確認し、主軸の方向

の違いによって 2棟の掘立柱建物を想定した。建物1の規模は、東西3間(6.75m)、南北2間

(4.0m)で主軸の方向は、 N-73£...._Eである。柱穴は径42-55cm、深さ40cmを測る。東西の

柱間は2.25m、南北は 2.0mを測る。建物 1の3m北側で同方向に並ぶ柱穴列がある 。柱

穴は径35cm、深さ18-35cmで柱間は、 2.05mを測る。建物1に付属するものか、柵のような施

設か現状では判断できない。
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第 5図 A地区断面図

1.耕土
2.床土(lOYR3/3粘土～シ ルト、細礫含む）
3.灰黄褐色(lOYR4/2)シルト質粘土、細～粗砂、細～中礫混じる
3'．暗褐色(lOYR3·½ . s ) 砂混シルト、細～中礫やや多く含む
4. 暗オリープ褐 (2.5Y 3 ·½ . s ) 砂混 シ ルト、細礫多く含む
5.黒褐色(lOYR2/2粘質シルト、細～粗砂、炭化物少量含む
6.地山、細～中礫層
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第7図柱穴群1実測図

建物2

建物 1と重複して存在しているが、主軸の方向が若干西へふる。建物 1との先後関係は不明

であるが、規模を大きくしているところから後出のものと考えられる。規模は、東西4間(9.2

m)、南北2間 (4.2m)である。柱穴は径50cm、深さ30cmを測る。東端の柱穴は、 SD63に切

られている。東西の柱間2.3m、南北2.15mを測る。建物2の北側で同方向の柱穴群がある。大

部分がトレンチ外へ広がっていると思われるが、現状で東西4間以上、南北 1間以上を検出で

きる。柱穴は径35~50cm、深さ 30~40cmを測る。柱間は、東西で2.1~2.2m を測る。
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柱穴群 1

A地区南端 (X氾Z:F12£ -15 £区）で柱穴

を密集して検出した。おそらく数回にわたる

―-f 建替えがおこなわれたものと考えられ、柱穴
の重複が激しく、明確な建物の規模を復原す

ることができなかった。この中でSD52に囲

まれた範囲内に 3間X4間程度の建物を想定。することも可能であるが、現状ではなし得な
I 
3m かった。柱穴は径35-50cm、深さ25-45cmの

ものが多い。

柱穴群2

A地区南西隅（四四-F11 g ・ 10 g区）で検

出した。大部分がトレンチ外へ広がると考え

られるが、現状で東西3間、南北1間以上の

建物が想定される。柱穴は径25-30cm、深さ

15~25cmと小規模である。

S EOl (Il[E 10 t区）

検出面での規模は、東西1.2m、南北1.4m、深さ2.8m以上を測る。楕円形を呈する素掘りの

井戸である。井戸内には井筒は全く認められず、真直ぐに掘り下げている。内部は、断面観察

の所見で6層に分層できたが、現場では1~4層を上層として、5・ 6層を下層として遺物の取り上

げをおこなっている。 1~4層までは井戸廃絶後の埋土で、遺物は少量出土している。 5~6 

層は井戸が機能していた時期の堆積土で、大半の遺物は下層から出土している。地表下約2.5

mまで掘り下げたが、壁面崩壊の恐れがあるため、以下の調査は断念した。出土遺物には瓦器

椀・皿、土師器中皿・小皿が大半を占め、他に土師器土釜、須恵器捏鉢、瓦質土器、陶磁器、

瓦などが出土した。

S E02 (Il立Flle区）

検出面での規模は、東西2.6m、南北2.3m、深さ2.3m以上を測る。平面で楕円形を呈し、ほ

ぼ直線的に掘られた素掘りの井戸である。井戸内の堆積土は、断面観察の所見では13層に分層

できるが、大きく 1~11層までを上層、 12層以下を下層に分けることができる。上層は地山の

土混りの層が互層になっており、 5層までは井戸廃絶後の埋土である。 6~11層は、井戸内部

の壁面崩落時の土を含み、廃絶時期の堆積土であり、 12層以下が井戸が機能していた時期の堆

積土と判断でぎる。地表下約 2.3mまで掘り下げをおこなったが、湧水が激しく底まで達して

いない。遺物は、大半が6層以下より出土している。出土遺物には、瓦器椀・皿、土師器皿が

大半を占め、土師器土釜、須恵器捏鉢、陶磁器、砥石が少量出土している。
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第 9図 井戸実測図
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S E03 (XXYF 12 e区）

検出面での規模は、東西1.lm、南北1.0m、深さ3.3mを測る。ほぼ円形を呈する素掘りの井

戸である。断面観察用の畦が崩落したため土層図は作成できなかったが、地表下約 1.5mまで

は埋土が認められ、以下は井戸機能時の堆積土と考えられる。内部より瓦器椀．皿、土師器皿

土釜、瓦質土器、陶磁器、瓦などが少量出土している。

S E04 (X立 Fllf区）

検出面での規模は、東西0.9m、南北0.9m、深さ0.95mを測る。円形を呈する索掘りの井戸

である。深さ0.95mと他の井戸と比較して浅く、湧水点まで達していない可能性がある。井戸

以外の用途も考えられる。瓦器椀、土師器皿、須恵器が少量出土している。

S E05 (X四 F17 e f ・ 18 e f区）

検出面での規模は、東西3.3m、南北3.8m、深さ2.0mを測る。楕円形を呈する素掘りの井戸

である。底は平坦でなく、西に高くゆるやかに東へ傾斜している。井戸内の堆積土は、 5層に

分層できる。 1~2層は、井戸廃絶後の埋土である。2層内より人頭大～こぶし大の礫が多く

認められた。 4層内には炭、焼土が多量に認められ、土師器土釜、常滑焼の甕などが出土した。

特に土師器土釜の器表面には、焼土や二次焼成の痕跡が認められた。SE05は、壁面は焼けて

いないが、内部より焼土、炭などが多量に出土していることと、径 3m以上の規模をもちなが

ら深さ 2mと他の井戸と比較して浅いことなどから、井戸以外の用途も考えた方がよいかもし

れない。遺物は、瓦器椀・皿、土師器皿が多量に出土している他、土師器甕•練鉢・土釜、須

恵器捏鉢・甕、瓦質土器、陶磁器、鉄片などが出土している。

S E06 (XXYF16 a区）

検出面での規模は、東西1.7m、南北1.6m、深さ1.8mを測る。ほぼ円形を呈する素掘りの井

戸である。建物 1のすぐ南東に位置し、建物 1また建物2に付属するものと考えられる。土層

観察用の畦が崩壊したために、内部の堆積土は不明である。出土遺物には、瓦器椀．皿、土師

器皿・甕、須恵器捏鉢・甕、瓦質土器・土釜・甕、陶磁器が少量出土している。

S E07 (XXYF14d区）

検出面での規模は、東西2.0m、南北2.lm、深さ2.3m以上を測る。検出面では隅丸方形を呈

する素掘りの井戸で、内部は円形に掘り下げている。地表下約 1.6mで二段掘りの状況を示し、

下部では径0.8mほどにすぼまっている。土層 3~5層が示すように上部に何らかの井筒があ

った可能性が高い。地表下約 2.3m付近で0.6----0. 8m大の礫が遺棄されており、以下の掘り下

げはできなかった。遺物は、瓦器椀、土師器皿、須恵器、陶器などが少量出土している。

S K22 (X::XヱF15c区）
A地区のほぼ中央で検出した。規模は、東西2.3m、南北2.5m、底面はすり鉢状に凹み、中

央での深さ0.6mを測る。内部には20----30cm前後の礫が多量に投葉されていた。礫の間に瓦器椀、

土師器皿•土釜などが出土している他、炭・焼土が多量に含まれていた。しかし壁面や礫には

焼成を受けた痕跡は認められなかった。出土した瓦器椀には、炭素をま った＜吸着せず、素焼
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第11図 S K22実測図

きの完形のものが2点含まれていた。遺物は、瓦器椀、土師器皿・土釜、瓦質土器、須恵器、

陶磁器、砥石が出土している。

SD52 (mF13e----15e ・ 15£ 区）

13 e区から始まり、東へ約13mの地点で南へ直角に折れまがり、最後は斜面に向かって大き

く広がってい る。 溝の規模は、幅1.0~1.4m、深さ0.15----0.3 mで南に行くにしたがって深さ

を増している。柱穴群 1を囲む形で掘削されており、建物の雨落ち溝的な用途も考えられる。

S D58 (X立 F14 e ・ 14 f区）

S D52に隣接して検出した。検出当初は、溝状の遺構と考えていたが土坑の性格をもってい

ると思われる。規模は、幅1.2m、深さ0.16m、全長で7.5mを検出した。内部からは、土師器

小皿が多量に投棄された状況で出土した。
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S D63 

建物1・ 2の東端を切って北から南へ

続いている。規模は、幅 0.7 ~0.85m 、

深さ0.lmでV字状に凹んでいる。 SE06 

付近で広がって終っているが、 SE06と

の先後関係は不明である。建物1・ 2の

廃絶後に掘削されたものと考えられる。

落ち込み状遺構 1 (SD16) 

A地区中央の12d区～16d区にかけて、エ巳翌．3m←-

深さ 20~30cmの落ち込み状遺構を検出し

た。検出当初は、溝状遺構の可能性も考

えられたが、遺構内の掘り下げによって

溝．柱穴が多数確認された。この結果、

落ち込み状遺構は、中世期の遺構を切っ

ていることから、建物廃絶後に耕地拡大

のための整地作業によって生じたものと

思われる。

落ち込み状遺構 2 (S K30) 

A地区の dラインより南側で深さ30~

50cmの落ち込み状遺構を検出した。中段

の場合と同様に、遺構内の掘り下げによ

って、溝・柱穴•井戸などが検出された。

この落ち込み状遺構の場合、上面を削平

するのではなく盛土による整地をおこな

っているため落ち込み内より、弥生時代

～近世に至るまでの多量の遺物が出土し

ている。落ち込み状遺構は、建物廃絶後

に耕地拡大による整地作業によって生じ

たものであろう 。

(3) 古墳～奈良時代の遺構

羽釜棺1

a 

ー：`
T.P.30.3m 

~' 

第12図羽釜棺 1実測図

9,....__ 

こコ，
aI 

第13図羽釜棺2実測図

A地区東南端で、谷川に面した端部で検出した。後世の削平によって上部は欠損している。

墓壊の輪郭線も不明瞭である。検出時の状況では南北約44cm、東西約32cmを測る。棺は、羽釜

の口縁部と土鍋の口縁部を合口にして、主軸N-42~Wに向けて、ほぼ水平に埋置している。

羽釜は、下半部を欠損しており全長は不明であるが、復原口径25.1cmを測る。土鍋は、復原口
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径31.2cm、器高12.0cmを測る。

羽釜棺2

羽釜棺1の北4mの地点で検出した。後世の削平によって一部欠損するが、ほぼ全形を復原

することができた。南北77.5cm、東西60cmの墓壊中央に、口縁部をやや上に向け横方向に埋置

する。主軸は、ほぼ南北方向にとり、口縁部側を南に向けている。棺は、羽釜の口縁部に土師

器皿の底面を合わせて蓋としている。蓋に接した地点と東側の中央付近に10cm前後の石が認め

られた。おそ らく棺を固定するために使用したものと考えられる。また、羽釜の鍔も墓壊床面

を若干掘りくぼめて入れており、安定を保っているものと考えられる。

羽釜は、口径25.2cm、器高36.8cmを測る。土師器皿は、口径22.3cm、器高21.8cmを測る。復

原すれば、土師器皿は羽釜口縁内にすっぽりとおさまるところからこの棺の全長は、土釜全長

と同じく約37cmということになる。

溝 (SD70 ・ 71) 

溝はSD70とSD71の2本を検出した。SD70はほぼ東西方向に伸び、長さ 3mで終る。溝

幅は40cm、深さ15cmを測る。SD71は南東から北西方向に伸びる溝である。北西にいくにした

がい幅が狭くなる。溝幅は南東で70cm、北西で40cmであり、深さが20cmを測る。溝肩の一部は

S K59によって切られている。溝内からは古墳時代の製塩土器が多量に出土した。製塩土器は

溝内のニヶ所で土器溜りとなって検出した。製塩土器溜りは製塩土器と炭とが混じった状態で

出土した。他に共伴遺物は出土しなかった。

、さ—=-=二-:

二

10 20cm 

ト→一→

第14図 羽釜棺1• 2土器実測図
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第15図 A地区遺構配置図
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第16図 古墳時代遺構平面図

土坑 (SK51 ~55 ・ S K57~61) 

土坑はSK51 ~55 、 S K57~61 を検出した。 S K51は平面形が長方形、 SK60・ 61は隅丸長

方形、他のものは楕円形を呈する。 SK51は長辺110cm、短辺82cm、深さ10cmを測り、四隅の一

角がすでに崩れており、不整形を呈する。 SK60は長径60cm以上、短径56cm、深さ10cm、SK

61は長径80cm以上、短径66cm、深さ15cmを測る。 SK52は長径98cm、短径86cm、深さ17cm、S

K53は長径94cm、短径52cm、深さ35cmを測る。 SK54は長径110cm、短径75cm、深さ26cm、SK

55は長径70cm、短径60cm、深さ38cm、SK57は長径86cm、短径56cm、深さ27cm、SK58は長径

76cm、短径50cm、深さ21cm、SK59は長径5~cm、短径52cm、深さ 25cm を測る。 S K53、57、58、

59は二段で落ちる。

2) B地区の調査

B地区は、 A地区の東側で鬼虎川を挟んで対面に位置している。地区割ではXXfilF10b ~ lOi、

11 b ~11 i、12b ~ 12 e 、 13e~17e 、 14d~17d 区にあたる。

(1) 層位

調査地は、調査以前には民家、市営住宅が建っていたところで、すでにかなりの造成がおこ

なわれているものと思われた。事実、機械掘削で盛土を除去すると B地区の東側及び市営住宅

が建っていた付近は、すでに削平されており、何らの遺構・遺物も検出できなかった。B地区

の西側では、鬼虎川に面した西と北ではかなりの盛土が認められ、もとは斜面であったことが

うかがわれる。比較的安定してのこっているのは、 B地区南端の付近であった。こ こでは、 9
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h~11hラインの土層を記述し、層位を説明しておきたい。

調査地には、厚さ 1.5mで盛土がおこなわれていた。

以下を人力掘削で掘り下げをおこなった。以下の土層は、第 2層耕土、第 3層床土と続き、第

4層暗オリーブ褐色シルト、第 5層砂礫層に至る。第 4層は、厚さ約20cmで中世期の遺物を少

量含む包含層であり、第 5層上面が中世期のベース面を形成している。第 5層上面で柱穴を検

出した。

(2)遺

これらの遺構は、

構

この盛土を機械掘削によって除去し、

さらに南へ広がる可能性が考えられる。

B地区の南端で12 ヵ所の柱穴を検出した。柱穴は径20~25cm、深さ 5 ~15cmの小規摸なもの

と径40~50cm、深さ 10~2ocmの比較的大きなものに分けられる。調査地がかなり削平をうけて

いることと西側及び北側がかなりの急斜面となって落ち込むところから、柱穴群の性格を把握

できなかった。調査地外の南へさらに広がる可能性が考えられる。

3) C地区の調査

C地区は、当初の調査計画になかったが、 トンネルロ工事に伴って水路（鬼虎川） の付替工

事が必要になったために急拠実施したものである。位置は、 B地区の東側約30cmの地点にあた

る。遺跡の南側を流れる鬼虎川が大きく蛇行し西流しているが、その最も南へのびる先端部に

位置している。 このような現状から、旧地形はかなり急斜面であったことが予想された。

(1) 層

調査地の層位は、基本的には 4層に分層することができた。

位

1層

2層

3層

4層

5層

オリー•ブ黒色 (10Y3.5/1.5)

暗緑灰色 (7.5GY3.7/l)

オリーブ灰色 (lOY5 /1.2) 

シルト。表土。

シルト質粘土。

シルト。

緑灰色 (10GY5.5/1)粘質シルト。

礫層

1 ・ 2層は、耕土及び表土層である。第 3層は中世期の遺物包含層であり、 16bラインの 2

m西より認められ、徐々に西へ厚さを増しながら、鬼虎川に面している。 14hライン付近で最

も厚く約30cmの厚さで認められた。 4層は、遺構内の堆積土と考えられる。 5層は、中世期の

遺物包含層のベース面となる。上部でこぶし大から人頭大の礫が認められ、下部にいくにした

がって礫が大きくなる。

Lid X XVl F 10d 

I 

ーロ□／□］-I~------,--~------------; -----1――― 
， d 

盛土
耕土 (7.5Y3/lシルト）
床土 (2.SY%.；シルト）

4m 

オリープ褐色(2.SY4/3)粘質シル
暗オリープ褐色(2.5Y3/3)‘

ト、細～中礫を少址含む。

青黒色(SBG.，- ンルト 、1mm前後の細礫をやや多
ー刃シルト、細礫をやや多 く含む。

く含む。

第17図 B地区断面図
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(2) 遺構

S K47 

当初、第 3層が最も厚くなる14bライン付近を中心とした土坑と思われた。しかしながら、

精査したにもかかわらず範囲が明確でなく、性格・規模とも明らかにすることはできなかった。

一応約 lm以上の範囲に広がり、深さ 0.3mの規模と考えておきたい。内部からは、瓦器椀、

土師器皿、羽釜、須恵器甕などが一括出土したほか、獣骨等も出土しており、特殊な用途をも

った遺構と考えられる。出土した瓦器椀は、後述のようにA地区で検出した瓦器椀よりも古く

位蹴づけられるものである。 C地区には、 A地区とでは約60m離れており、時期的にも先行す

るところから、別の遺構と考えられる。

XXWF 

1|a a
 

2
ー

ーーー

-----------------
□三三□万ロロニニ8m

。し 4m

1.耕土 (2.5 Y 3/1) 
2.床土 (7.5YR4/4、砂混シルト）
3.黒褐色(lOYR3/2)砂混シルト、細～中礫多量に含む、炭化物多く含む。
4.黒褐色(lOYRゾs)砂混シルト、細～中礫多量に含む。
5.細～粗砂、細～中礫層、5YR2/1の酸化物有 り
6.黒褐色(lOYR3%）砂混シルト、細～中礫やや不規則に層を成す。
7.黒褐色(2.5Y3・1/i）細～粗砂、細～中礫層

第18図 C地区断面図
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v.出土遺物

1)土器の概要

(1) 瓦器

椀 本遺跡の瓦器椀は各遺構からそれぞれ形態、調整手法などにまとまりをもった良好な資

料が出土している。瓦器椀を大きく分類すると口縁部内面に沈線をもつ大和型と、沈線をもた
R2 

ない和泉型の 2つの生産地の異なる型がみられ、それぞれの遺構の中で共伴している。そこで

遺構の時期差、また比較的判別しやすい瓦器椀における大和型と和泉型の併行関係を知る手が

かりをつかむため、次に各遺構毎に分類を試み検討を加えていきたい。

瓦器椀の中で大和型の特徴をもつものをA型式、和泉型の特徴をもつものをB型式と呼ぶ。

更に A型式を A1·A2•A3 ……、 B型式を B1·B2•B3 ……と分類をすすめていく。なお
R3 

大和型の椀の中には楠葉型、和泉型の椀の中には「河内型」と楠葉型をも含んでいることが考

えられるが、今回は明確に分類しきれなかった。しかし、可能な限り判別しえたものは個々に

楠葉型をA型式、「河内型」をB 型式と呼ぶ。後に私見になるがこれらの差を述べる。なお、

次下本文中ではA型式、 B型式をそれぞれA・Bと略して使う。その他の器種についても同様

に略する。

本遺跡で黒色土器の椀の形態・手法に一番よく似る瓦器椀を検出した遺構はC地区のSK47 

である。大和型Aと和泉型Bがみられるが、それぞれに黒色土器に似るものと、そうでないも

のもあり、 2型式に分類できる。黒色土器に近い型式の椀は、もうひとつの型式のものより先

行すると考えられる。前者を大和型A1、和泉型B1、後者を大和型A2、和泉型B2とする。

A 1 • B 1の特徴をまとめると次のようになる。

A1 丸味をもった深い椀形の体部にしっかりした高台（断面は逆台形のものが多い）

をもつ。器壁は厚く特に底部の厚みは 7％に達するものもある。口縁部佐面の沈線

は浅い。 SK47出土の瓦器は全体に風化が著しく調整は不鮮明である。かろうじて

判別できるものをみると外面は体部下位までミガキ調整を、見込みは連結輪状の暗

文を、内面体部は密な圏線状のミガキ調整を施す。胎土は精良である。

口径は14.75~15.lcm、器高は5.3~5.9cm、径高指数は35.1 ----:40. 0である。

B1 Jいに比べると出土量は少な く完形に近いものは 1例である。 A1と同 じく椀形

の体部に断面が逆台形の高台をもつ。器壁は厚い。口縁部は外方に向き端部を丸く

納め沈線をつけない。外面は指押えの凹凸がみられ、かろうじてミガキ調整が窺え

る。見込みの暗文は良好な出土例がなく不明。内面の体部は密にミガキ調整を施す。

口径は14.9cm、器高は4.6cm、径高指数は30.8である。

S K47の椀の中ではA1 • B 1より新しくなると考えられるA2 • B 2と同じ特徴をもつもの

がSE02からまとまって出土している。 SE02の瓦器椀は全体に遺存状態がよく、またまとま
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｀ 

りをもつが、その中で少し異なった様相をもつものを若干含む。大和型Aの中では内面のミガ

キ調整が密なものに対してやや粗くなるものがあり 、和泉型Bでは見込みの暗文に斜格子文を

施すものと平行線文をもつものがある。大和型Aの内面のミガキ調整がやや粗くなるもの、ま

た和泉型Bの見込みの暗文は平行線文の方が新しくなると考えられる。一方、この大和型Aに

よく似た椀が多量にみられる SK22からは、和泉型Bの見込みの暗文に平行線文をもつものが

まとまって出土しているものの、 SE02の和泉型Bより口径が大き く調整にも違いがある。従

って SE02出土の大和型A及び和泉型Bの中で大勢を占めるものと、少し様相の異なるものと

の間にはあまり時期差がないと考え、前者をそれぞれA 2-1 • B 2-1、後者を A 2-2 • B 2-2 

と分類する。

A2-1 丸味をもった椀形の体部に口縁部が少し外弯して立つ。体部は A1よりやや浅い。

高台は断面が三角形を呈す。器壁は全体に A1より薄く、口縁部内面の沈線文はし

っかりと施す。 外面は上半分を粗くミガキ調整する。 一部、外面全面を粗くミガ

キ調整するものや分割法によるものもある。見込みの暗文は連結輪状のものは少な

く、概ね 3~4連の同心円文状である。体部内面はほぼ密に30条以上の圏線状のミ

ガキ調整を施こす。胎土は精良のものが多いが、一部に粗い砂粒を含むものがある。

口径は14.0-15.0cm、器高は4.7-5.2cm、径高指数は32.0-36.6である。

B 2-1 底部から口縁部までなだらかにひろがる鉢形の体部。高台はしっかりした断面三

角形を呈す。器壁は大和型と異なり底部が薄く口縁部が厚い。外面体部は指押えの

ままのものとミガキ調整を痕跡程度に施すもの がある。見込みの暗文は斜格子状、

体部内面は幅の太いミガキ調整を施す。胎土は精良なものが多い。

口径は14.7-15. 6cm、器高は4.9-5.2cm、径高指数は33.0である。

A2-2 出土量は SE02の中ではA2-1に比べると少ない。全体的に A2-1とあまり変わ

りないが、器高が少し低くなり、体部内面のミガキ調整も少し粗くなる。

口径は14.2-15. 0cm、器高は4.2-4.8cm、径高指数は28.0-32.0である。

B2-2 B2-1より口縁部は少し外方にひろがり気味で器高も低い。高台は低く雑につ

くり、断面が三角形のものや台形のものがある。外面はミガキ調整がない。見込み

の平行線の暗文は細い線で施し、体部内面は太い線で粗いミガキ調整を施す。胎土

は精良である。炭素吸着の不良のものが多い。

口径は14.4-15. 2cm、器高は4.45-4.6cm、径高指数は29.2-29.7である。

先にも記したが、 SK22から A 2-2 • B 2-2のタイプに近いものがまとまって出土している。

更によくみると、大和型Aに関してはSE02のA2-2に比べると口径が小さくなり、和泉型B

に関しては B2-2に比べると口径が大きいなどの違いが認められる。そこでSK22の大和型A

をA3、和泉型B をB3とする。

A3  形態は A2-2とあまり変わりないが口径がやや小さく器壁も少し薄い。高台は低

＜底部の先端面より上部につけるものがある。外面のミガキ調整、見込みの暗文は
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あまり変わらない。体部内面のミガキ調整は粗く 30条以下の圏線状のものが多い。

圏線状にならないものもある。炭素吸着の皆無のものがみられる。胎土に精良であ

るc

口径は13.8-14.7cm、器高は4.35~4.8cm、径高指数は30.4-33.1である。

B3 形態はB2-2とあまり変わらないが口径が大きい。高台は幅が太く、術面が逆台

形を呈する。外面は指押えのままで、見込みの暗文は平行線文を施すが、線の幅の

太いものが多い。体部内面は幅の太いミガキ調整を施す。炭素吸着の不充分なもの

もある。胎土は粗い砂粒を含むものが多い。

口径は14.8-15.8cm、器高は4.3-4.7cm、径高指数は28.0-31.4である。

今までみてぎた大和型A1~A3と和泉型B1~B3と共に、更に小型の椀がSE05から出土

している。 SE05の瓦器椀は全体に色調が薄く退色しており、また数型式に分類できることか

ら、時間的な幅があるものと考えられる。A1-A3・ B1-B3よりも小型化した椀をみると、

大和型Aでは、外面のミガキ調整を口縁部に施すものと、ほとんど痕跡程度のもの、和泉型B

では、見込みの暗文が平行線文をもつものと、見込みから体部にかけて、一連のミガキ調整を

施すものがみ られる。調整や施文が粗略化する過程に時期差が考えられ、それぞれをA4 ・A 5、

B 4 • B 5とする。

A4 形態はA3と同じであるが、全体に小ぶりになる。外面は口縁部のみをミガキ調

整し、内面のミガキ調整は更に粗く 20条以下になる。胎土は粗い砂粒を含むものが

少しある。

口径は11.8-12.2cm、器高は3.6-3.9cm、径高指数は29.5-33.1である。

B 4 形態はB3と同じであるが、全体にひとまわり小さい。高台は低く体部の形状に

埋ま ってしまうものがある。見込みの暗文は平行線文を施し、体部内面は粗くミガ

キ調整を施し、いずれも B3と比べるとミガキ調整の線の幅が太い。

口径は13.2-13.8cm、器高は3.6-4.0cm、径高指数は26.8-29.9である。

A5 量的には出土量は少なく全形を窺えるものはない。形態はAバこ似たものでます

ます小さくなる。一部、丈高になるものがみられる。外面のミガキ調整はほとんど

なくなる。内面のミガキ調整もますます粗く 15条以下になる。見込みの暗文は完全

にわかるものがないが、体部にかけて一連のミガキ調整になると考えられる。胎土

は精良である。

B5 大和型のA豆こ比べると完形品をはじめ出土量が多い。器高が低く偏平な形であ

る。高台は低く痕跡程度のものになる。内面は見込みから体部にかけて渦巻状にあ

るいは切れ切れのミガキ調整を施す。胎土は粗い砂粒を含む。

口径は12.6-13.5cm、器高2.9-3.35cm、径高指数は22.8-25.4である っ

大和型Aは同じような形態のまま A1から A5にかけて徐々に口径、器高共に小型化していく

ようだが、 SE05の椀A5の一部に口径の割に器高が高くなるものがある。この丈高の大和型
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Aで、外面にミガキ調整が全くみられないものと、和泉型Bで全 く高台のつかないものがSD

58で共伴している。それぞれA6 • B 6と分類する。

A6 小型で体部に少し丸味をもつやや深手の椀形を呈す。高台は断面が低い三角形の

ものを底部の先端部より高い位置にナデつけている。 口縁部には浅い沈線をもつ。

第 1表 瓦器椀分類表

型 式 大 和 型 A
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□ジ ＼一413 S D58 415 S D58 

外面のミガキ調整は全くない。内面は見込みから体部にかけて一連の渦巻状の ミガ

キ調整を施す。胎土は少し粗い砂粒を含む。本遺跡全体でも出土例は少な <SD58 

の2例ぐらいである。

口径は9.35cm、器高は3.6cm、径高指数は38.5である。

B6 85より更に小型化し、高台は全くなくなってしまう 。 内面は見込みからイ本部に

かけて一連の渦巻状のミガキ調整を施す。切れ切れに施すものもある。胎土は粗い

砂粒を含む。出土例は大和型A6に比べるとやや多く、他の遺構か らも少 しづつ出

土している。

口径は10.5~ 11.0cm、器高は2.65~ 2.75cm。

以上、大和型A、和泉型Bの共伴関係をみながら、それぞれ 6型式ずつ分類したが、編年的

な位置づけに関しては後のまとめの項にゆずる。

小皿 各遺構から出土した椀に対して皿の出土数は約％～％位である（底部の数）。 皿は瓦器

椀のように遺構毎にはまとまりがみられない。椀の型式分類を試みた遺構で共伴した皿の状況

をみていく。

椀A1 • B 1及びA2 • B 2が出土した SK47の小皿は体部内外面をミガキ調整し、見込みにジ

グザグ状の平行線文を施す。椀A2 • B 2が出土した SE02の小皿には体部の外面にミガキ調整

を施すものはない。 SE02の小皿の出土量は比較的多く、形態的にも見込みの暗文にも幾種類
かのタイプに分けられる。椀A3 • B 3が出土した SK22の皿はそれぞれ異なった特徴をもつ。椀

A 4 • A 5とB,4 •B5 が出土した S E05からはSE02の皿と同じ形態のものと、本遺跡の中で

はやや小型になるものがある。椀A6 • B 6が出土した SD58からも小型の口縁部の小片が1例

みられる。

以上、小皿を概観したが、 SE02から出土した小皿を中心に形態別に分類をすすめていく。
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I 

a.平底から屈曲して口縁部が外上方に立つ。口縁端部は丸く納める。見込みの暗文はジグ

ザグ状の平行線文が多いが、斜格子文を施すものもある。胎土は精良である。

b. aとほぼ同じであるがやや薄手で口縁端部は更に外方を向き、尖り気味に納める。胎土

は精良である。

C. やや丸味をもつ底部から口縁部までなだらかにつづく。口縁端部は丸く納める。見込み

の暗文はジグザグ状の平行線文、胎土は精良である。

d.丸底、口縁部は底部との境に稜を残して外上方に立つやや深手の皿である。口縁端部は

丸く納める。見込みの暗文は斜格子文、線の太い平行線文と見込みから体部にかけて渦巻

状のミガキ調整を施すものがある。胎土は粗い砂粒を含む。

以上、 4形態に分類できる。地域性はもうひとつ定かではないが、 a • b形態は大和型の椀
R4 

の丁寧なつくりの技法に似ており、また、天理市布留遺跡出土の小皿と極似する。又、 C.d 

形態は a • bに比べるとやや雑で、特に d形態は和泉型の椀の調整に似ている。

S K47で出土した小皿のように体部内・外面にミガキ調整を施し、口径が10cm前後のものは

本遺跡では a・ b ・ d形態にみられる。それぞれ 1段階として a1・b1・d1とする。また S

E02には口径が10cm前後の a・ b ・ c ・ d形態と 9cm前後の a・ b形態がみられる。口径の大

きい方が先行すると考えられるので、 10cm前後のものを 2段階として a2・b2・c2・d2、9

cm前後のものを 3段階として a3 • b 3とする。 SE05出土の一番小型の皿は暗文がほとんどな

く、口径は7.8cmで、やや時期が新しいものと思われる（仮にa4とする）。 a・b・c形態のジグザグ状

の平行線文の暗文は 1・2段階では密に施すものが多く、 3段階では粗いものが多いが、その逆の

ものもあり必ずしも口径の大きさに伴わない。 d形態の皿は形態と暗文の施し方にバラつきがあり、

第2表瓦器小皿分類表

い a b C d 

1 庸罰＼ 闘＼＼＼ 一錮
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a • b ・ c形態に比べると口径が小さい。

その他の瓦質土器

羽釜、練鉢、盤などがみられる。いずれも量的には少なく完形になるものもない。羽釜はロ

縁部が段状になるもの (SE02)とならないもの (SE05) がある。口縁端部は平坦面にする

ものが多い。ミニチュアで炭素吸着が皆無のものがある。練鉢は SE05、攪乱層出土の和泉産

のものがみられる。盤は口縁部が内方に肥厚し内傾する上端面をもつものが小片である。
R5 

羽釜は小型のものが多く、足釜などもみられるが、菅原氏の分類、編年によると12世紀未～

13世紀前半の「山城E・F型」に似る。

(2) 土師器

皿 瓦器と共に各遺構から多量に出土しているものは皿である。皿は大形のものと小形のも

のがある。目やすとして口径が8cm前後から10cm未満のものを小皿、 10cm以上のものを中皿と

呼ぶ。更に16cm前後の大皿があるが出土量は少ない。遺構から出土してしふる皿をみていくと、

大きく 3型式に分かれる。先の瓦器の項でみた古い瓦器椀を検出したSK47の土師器皿には口縁

部が外上方に伸びたあと更に水平近く屈曲し、端部を上方に肥厚して丸く納めるものが何点かみ

られる。また、瓦器椀の一番新しいものを検出した SD58の皿には底部が小さく口縁部がやや

外弯気味にひらき、他の土師器皿に比べると丈高になるものがある。前者の皿はいわゆる平安時

代にみられるもので、後者は鎌倉後期～室町時代に出てくるヘソ皿に近い形態のものである。

このどちらに も入らない皿

が各遺構から多量に出土し

ており、これらは形態的に

もいろいろ分類できるが混

在している。従って皿をみ

ていくのに一番古い平安時

代の皿を a型式、新しい皿

をc型式、そのどちらにも

入らない皿を b型式とし、

b型式の中で更に形態的に

b 1 • b 2 • b3・・・・・・と分類

していく。

a 平底か ら屈曲して外

反しながら外上方に

伸びる口縁部。口縁

端部は更に水平近く

屈曲し丸く納める。

口径は 9.8cm、器高

型式

a 

b I 

b2 

b 3 

b4 

b 5 

C 

第 3表土師器皿分類表

小皿 中皿

雫戸 7 
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は1.4cm。

b 1 丸底気味の底部から口縁部が屈曲して外上方へ伸びる。小皿の口径の平均は8.6cm、器高

の平均は1.6cm、同じく中皿は12.8cm、2.3cmである。 （以下同じように平均値）

b 2 平底（やや丸底気味のものもある）から口縁部までなだらかに内弯しながらつづく。小

皿の口径は8.5cm、器高は1.4cm、同じく中皿は13.0cm、2.1cmである。

b 3 中央部が上げ底気味の底部から口縁部までなだらかに内弯しながらつづく。小皿の口径

は8.3cm、器高は1.3cm、同じく中皿は13.9cm、2.3cmである。

b 4 平底から口縁部が屈曲して外上方へ伸びる。小皿の口径は8.3cm、器高は1.4cm、同じく

中皿は12.2cm、1.9cmである。

b 5 平底。底部と口縁部の境は厚くなり外方に出張り気味で口縁部が外上方へ伸びる。小皿

の口径は7.95cm、器高は1.3cm、同じく中皿は11.8cm、2.3cmである。

c やや小さい底部から口縁部が屈曲後、外弯しながらひらく。先端部は尖り気味になる。

小皿の口径は8.2cm、器高は1.6cm、同じく中皿は11.6cm、2.1cmである。

調整は口縁部内外面から見込みにかけて右廻りに横ナデをするものが通常で、 b型式の各タ

イプの中には二段ナデを施し、口縁端部をつまみあげたものがみられる。 b2とb3には底部が

いびつなため、同一個体でありながら器高は反対側になるとかなり違うものがある。 SE02と

S E05から出土した小皿は b型式のものであるが、全破片数を可能な限り分類すると第 4表に

なる（但し、 b2かb3か判別不能のものは b2に数えている）。 b 1から b5までの各タイプの

皿はSE02より SE05のものが小型になり、瓦器椀、皿と同じ傾向を示す。ちなみに a型式を

伴う SK47のb型式の皿の口径の平均は小皿が9.2cm、中皿が15.4cmであるのに対し、 c型式を

伴う SD58のb型式のそれは小皿が7.8cm、中皿は11cmである。また小皿の完形品の重量をみる

と上は50gから下は30gで粘土の使用量もかなりちがってくる。小皿と中皿の割合は小皿13か14

個に対して 1個の割合でみられる。なおSK40からは脚付の土師器皿が1点出土している。

色調は a型式は灰白色、 b型式は概ね7.5YRの灰白色封～浅黄橙色％のものが多い。遺構に

よってはそれらの埋土状態の影響のためか、色調がほぼ同じ傾向を示すことがある。 c型式は

2.5Yの浅黄色のものと橙色がかった

ものがみられる。

胎土は大体において精良であるが、

石英などの粗い砂粒を少量含むもの

も、％位みられる。色調・胎土とも

に肉眼でも判別できる生駒西麓産の

皿が1点ある。

時期については、共伴の瓦器椀や
R6 

平安京の分類・編年から aは12世紀

後半、 bは13世紀を中心、 cは14世

第4表 S E02 • 05出土土師器小皿形態別一覧表

遺構
形 態

計
b 1 b 2 b 3 b 4 b 5 

個 数 5妬 46¼ 5% 10% 15¾ 83¼ 

総対個す数る割に合 6.1 ％ 55.6 ％ 6.8 ％ 13.0 ％ 18.5 ％ 100 ％ 
S E02 

墨-法i器口（（匹匹径高） ） 8.8 8.6 8.6 8.3 8.1 8.48 
1.6 1.3 1.3 1.2 1.3 1.34 

個数 l¼ 31¾ 5 ， 5¼ 52渇

総対個す数る割に合 3.0 ％ 59.7 ％ 9.6 ％ 17.2 ％ 10.5 ％ 100 ％ 

S E05 

璽-法五 器口（（四=径高） ) 
8.2 8.3 8.2 8.1 8.0 8.16 

1.4 1.3 1.3 1.2 1.2 1.28 

（注） 個数は各個体の破片を口径の合う円周にあてはめ、それらを合計し、算出したもの。
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紀前半のものといえる。口径の大きさを瓦器椀の編年と共に遺構毎に比較した結果をまとめの

項で述べる。

羽釜 羽釜は各遺構から出土しているが完形になるものは少ない。包含層からは 7~8世紀

のものが出土している。羽釜は大きく 4型式に分かれる。

A 砲弾形の体部から直立する肩部に鍔をつけ、内面に鈍い稜を残して口縁部が少し外反す

る。鍔の基部は厚く水平につき、先端部は薄くなる。胎土は粗い砂粒を含む。

B 忙頃する肩部に鍔をもち、口縁部が「く」の字形に外反する。口縁端部を内側上方に玉

縁状に丸く納めるもの (B1) と内側に肥厚するが矩形のままのもの(B2) がある。胎

土は砂粒を含む。

C 球形に近い体部から内傾する肩部に鍔をもち、口縁部が「く」の字形に外反し、端部を

丸く納めるもの (Cけと、口縁部が退化し肥厚気味につくるもの (C2) がある。 C2 

には器壁が厚手のものと薄手のものがある。胎土は粗い砂粒を含む。

D 内弯する肩部に断面が三角形の短かい鍔をもち、口縁部が「く」の字形に外反し、上端

部を内側に肥厚させる。胎土は微砂粒•砂粒を含む。
R7 

このA~D型式は菅原氏の分類によると Aは「河内A型」、 Bは「大和B型」、 Cは「河内B

型」、 Dは「大和 I型」にあたると考えられる。

また同氏の編年によると 8世紀前後のAは墓墟内及び包含層から、 21世紀後半～のBはSK

47、CはSK22から、 13世紀後半～のB1• C2はSE05からそれぞれ出土している。

(3) 須恵器

甕．捏鉢などがみられる。いずれも完形になるものはなく、概ね東播系のものである。

甕 S E05から比較的多量に出土している。口縁部の形態から 2型式に分かれる。

A 口縁端部が下方に外折するもの。

B 口縁端部の上面に凹線及び凹みをもつもの。

甕A は SEO:~· 05、甕BはSE05から出土している。体部外面は平行、綾杉状、格子状叩き

目調整などがみられる。焼成が悪く、黒色を呈した瓦質に近いものもある。 SK22からは体底

部が砲弾形の甕が出土している。

捏鉢 口縁部と底部がそれぞれみられるが、 1個体に復元できるものがなく、各遺構の出土

量も少ない。底部内面には摩滅痕がみられる。口縁部の形態から 4型式に分かれる。

A 口縁端部の断面はほぼ矩形を呈す。

B 口縁部の下端部を下方に拡張し丸く納める。上端部はそのままで鋭角をなす。

C 口縁部の上端部は内上方につまみあげる。下端部はそのままにする。

D 口縁部の上・下端部を拡張する。

口縁端部が重ね焼きのため黒色で、自然釉がつくものは各型式にみられる。
R8 

甕はB型式が多く、魚住窯の大村、水口氏の分類・編年によると、 12世紀中頃～末位の「甕

A類」に相当し、 13世紀以降のものは少ない。
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： 

捏鉢は同上の分類・編年によると、 13世紀以降に多くなる「鉢c類」や「海あがり」にみら

れる古い形態のもの (14世紀前半位）が出土している。

(4) 陶磁器

出土量は瓦器・土師器に比べると少ない。以下出土した遺構などと共に、挿図に掲載した遺

物番号も記しておく。

緑釉陶器 遺構からの出土は少ない。包含層から貼り付け高台で、先端部を段状につくるも

のが出土している (486・ 483)。色調は暗緑色を呈す。その他、体部・高台部の小片がみられる。

近江系のものが多い。

中世陶磁器 常滑・備前・瀬戸・信楽・丹波焼がみられる。包含層からの出土が多く、遺構

からは常滑焼の壺・甕が出土している。
R9 

常滑焼の壺・甕は、赤羽氏の分類・編年によると、 12世紀中葉～13世紀中葉の第II段階の時

期のものからみられ、 SE05の壺 (268)、SK47の甕 (57) が相当する。 13世紀中葉～14世紀

中葉の第Ill段階の時期のものには、 SE05の甕 (270)、底部 (269)がある。 (270)の甕は器高

78cmを測りほぼ完形に近いものである。
⑮10 

備前焼の播鉢は、間壁氏の分類・編年の15~16世紀の NB~V期に相当するもの(493・494) 

がある。他に瀬戸焼は15世紀以降の天目茶碗、信楽焼は壺底部などが出土している。

輸入磁器 白磁・青磁・褐釉磁がみられる。いずれも完形によるものはなく、細片～小片の

ものである。白磁・青磁はともに碗が多い。
Rll 

白磁は碗・小碗・皿•四耳壺などが出土している。太宰府の横田•森田氏の分類・編年によ

ると、 11世紀中葉～12世紀初頭の碗Il・V・VIII類、小碗、皿N類、四耳壺などと、 13世紀中葉

の碗収類、 15~16世紀の小碗がある。碗N類はSE02 ・ 05、落ち込み状遺構、包含層から多く

出土している。碗II類はSE05 (266)、VIII類はSB11 (346)、IX類はSE05 (265)と落ち込み

状遺構に、皿N類は包含層 (488・ 490) と落ち込み状遺構にみられる。四耳壺はSE05(264)、

S D16 (401) がある。

青磁は龍泉窯系と同安窯系の碗．皿が出土している。森田・横田氏編年によると12世紀中葉

~13世紀中葉の龍泉窯系の碗I類、皿I類、同安窯系の碗I類、皿I類と上田氏編年による15

世紀の「口縁部の外反する D-II類」、「ヘラ先による細線の線描蓮弁文をもつBN類」、「見込

みに印花文をもつE類」等輸出用雑器がみられる。外面に蓮弁文をもつ碗I-5類はSE06の

(275)、SD58 (419) がある。他に小片ではSE05、SD52から鏑蓮弁文をもつもの、落ち込

み状遺構、包含層からは鏑をもたないものも出土している。外面が無文で内面に刻花文をもつ

碗 I-2類は落ち込み状遺構、包含層から少量出土している。同安窯系の碗I類はSE05の(267)、

落ち込み状遺構、包含層から小片が出土している。皿I類は落ち込み状遺構から (397)と、包

含層から (489・ 492) が出土しており、他にSEOlにも少片がみられる。

褐磁 出土量は少ない。 12世紀のものでSE02から四耳壺 (77) が出土している。
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〈補足〉

瓦器椀の地域差

先に各遺構から出土した瓦器椀の中で、比較的地域差のはっきりした（沈線の有無による）

大和型、和泉型の分類を試みた。更に細かくみていくと、出土量の多い大和型A2~A4の中に

は楠葉型、和泉型B2~B4の中にはいわゆる「河内型」の椀を含んでいるようだ。楠葉型の椀
⑮12 

については、高槻市上枚遺跡、枚方市藤田山遺跡等の資料を、「河内型」の椀については大阪市長
⑮13 

原・大園遺跡の資料を実見し、大和型や和泉型の中で少しづつ異なった特徴をつかむここがでぎ

た。次に大和型と和泉型の違いを明らかにしてから、大和型の中で、和泉型の中でそれぞれ特

徴になると思われる点を述べる。（但し、 2段階から 4段階のA2~A 4恥～B4の時期のもの

が中心になる。）

大和型Aと和泉型Bの違いについて

1) Aは椀形をなし丈高で、 Bは口縁部が大きく広がる鉢形を呈す。高台はAの方が断面三角

形を呈すものが多い。 Bは断面が三角形～台形になり雑につける。

2) Aは器壁の厚みが口縁部より体部、体部より底部が厚くなるものが多く （口縁部く体部＜

底部）、 Bはその逆で底部より体部、更に口縁部が厚くなるものが多い（口縁部こ体部＞底部）。

大体においてAは薄手でBは厚手である。

3) Aの体部外面の指頭圧痕は浅いが、 Bのそれは椀の形態をかえてしまうほど凹凸が大きい。

またAは体部外面にもミガキ調整を施すのが普通であるがBはB3からほとんど施さない。

4) Aは内面のミガキ調整は圏線状に施し、条線の幅が細い。 Bは条線の数が少なく 、切れ切

れになるものもあり、幅は概ね太い。

5) Aは見込みの暗文に連結輪状や同心円文状のように輪状のものを施すが、 Bは斜洛子状や

平行線状のように線状のものを施すものが多い。

6) Aの胎土は大体において精良であるが、 Bは精良なものと粗いものの両方がみられる。

以上、みてきた大和型の中でも更に 2型式に分かれる。それぞれAとA1としてみていく。

1) Aは椀形の体部から口縁部が少し屈曲後、わずかに外弯しながら立ち上がる。沈線は段状

にかなり明確に施す。A1は椀形のまま体部から口縁部までつづき、口縁端部は内方を向く 。

沈線は段状に施さないで、溝状につける。なかには 1本の線状に施したもの、ある し刈よ粗略

化したものがある。A勺まAに比べると形がいびつで口縁部周縁が楕円形を呈するものが多い。

Aの高台は断面三角形が多いが、 A1の高台は先端を押えて断面が台形になる。

2) Aは器壁の厚みが口縁部ニ体部（体部下半部はやや薄くなる）＜底部となり全体に薄手で

ある。 A1は口縁部こ体部こ底部となり全体に厚くボテッとしている。

3) Aの口縁部内外面のナデ調整に比べると A1は強いナデ調整を施すため、平行な線が明瞭に

残る（一部、細い線によるミガキ調整がみられる）。Aのミガキ調整はその幅が狭くなりつつ

もA5の時期までつづくが、 A1はも っと早い時期になくなる。

4) A・A'とも内面のミガキ調整は圏線状であるが、見込みの暗文はAは連結輪状、司心円文
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状であるのに対し、 A'は螺線状で直線的なものが多く、一部に連結輪状がみられる。

5) Aの胎土は精良なものが多いが、 A'の胎土は精良なものと粗いものがある。

Aの特徴をもつものが大和型、 A'の特徴をもつものが楠葉型になるのではないだろうか。

和泉型も同じく 2つの型に分けられる。 BとB'としてみていく 。

1) Bは鉢型であるが口縁部が屈曲して外反する。 B'は屈曲せずにそのまま口縁部までつづき、

端部がやや外方を向く。高台は断面が三角形～台形とやや粗略なつくりに対し、B'は断面三

角形のものが多い。 ・

2) Bは器壁の厚みが口縁部こ体部＞底部で、 B'は口縁部く体部＜底部である。

3) Bは外面に指頭圧痕の凹凸を残すが、 B'はそれほどでもない。またBは外面のミガキ調整

がB'よりやや早い時期になくなる。

4) Bは内面のミガキ調整、暗文の条線の幅が太い。B'は条線の幅が細い。両方とも暗文は直

線的なものを施すが、 Bの形態のものに連結輪状が混じる。

5) Bの胎土は粗い砂粒を含むものが多いが、 B'は精良なものが多い。

6) Bは新しくなるにつれ炭素吸着が悪くなるが、 B'は良好である。

これらのうちBの特徴をもつものが和泉型、 B'の特徴をもつものが「河内型」になるのだろ

うか。以上、それぞれの違いをみてきたが、例えば楠葉型は大和型以外に和泉型、「河内型」と

も共通点をもっているようで破片では判別できない。また、これらの違いは肉眼観察という限

界もあり、今後更に検討を要する。いずれ明らかにされるのを期したい。

2) A地区遺構内出土土器

1) S EOl 

出土量は少ない。上層・下層から瓦器（椀・小皿）、土師器（羽釜．皿）、須恵器（捏鉢）、輸入

磁器の白磁（碗）と青磁（皿）などを検出した。

瓦器椀には A 2-2 (5 ~ 9) とA 3 (11 ・ 12)、A'2(10)、B2-2 (13) がみられる。いずれ

も完形になるものはない。高台は断面が低い三角形を呈するものが多い。椀AI 2 (10)の口縁

部の沈線は 1本の線によるほとんど痕跡程度のものである。また、口縁部の小片に内面に沈線

をもたない B型式と考えられるものがある。小皿 C 3 (15) は炭素の吸着が悪い。

土師器 羽釜には大和型B (16)、河内型C (17)と小片で口縁部の薄手のものもある。小皿

はb1 (19)、b2 (20~24) 、 b 4 (25~30) 、中皿は b 2 (31)、b3 (32) がみられる。

須恵器 捏鉢A (18) は下層から出土しており、東播系で13世紀後半のものである。

白磁•青磁 いずれも小片で白磁碗は太宰府の横田・森田氏の分類・編年（以下同じ文献）に

よると碗N類 (11世紀末～12世紀）、青冴皿は見込みに猫描文を施す同安窯系(12世紀後半～13

世紀）にあたる。
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口 ／
 第19図 5 EOl出土遺物実測図

瓦器（椀・小皿・羽釜）、土師器（皿）、須恵器（甕．捏鉢）、陶器・輸入磁器の白磁（碗）

褐磁（壺）、（他に砥石）などを検出した。

全体に炭素吸着が良好で、完形に近いものが多いなど遺存状態が良い。体部内外面の

と

ミガキ調整、見込みの暗文は他の遺構から出土した瓦器に比べても鮮明で、全体の色調は黒色

に近い灰色を呈している。椀にはA 2-1 (33-45)とA 2-2 (46-48)、A'2(49---:--51)、B2-1(56 

・ 57)とB 2-2 (58-60) がある。椀A2-1のミガキ調整は外面を分割気味に施すものが若干残

るが、大部分は口縁部から体部中位にかけて不規則に施す。体部内面にはほぼ密に施す。見込

みの暗文は連結輪状のものと、同心同状のものがあるが後者の方が多い。高台はしっかりして
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おり、断面が三角形～台形を呈すものが多い。椀 (33)のように、丸底の底部より高い位置に

高台をつけるものもある。椀A2-2は量的に少なく、体部内面のミガキ調整がやや粗くなる。

底裏面に焼成後に細い線の「＋」印をヘラ先でつけたものが2例ある （底部の総数136{固のうち）。

椀 (51)は体部内面のミガキ調整の上に綾杉状の文様を 1対ずつ 6~7ヵ所に描いている。ロ

縁部がやや厚っぽい。椀A包になると考えられる。胎土は精良で黒色に近い色調を呈す。体部
⑮14 

内面に文様を描く手法は少ないが14世紀の資料には見られるようである。椀AI z (50)は体部内

面のミガキ調整が細い線で交差している。出土例はあまりなく楠葉産になるのかどうか断定で

きない。 B型式の椀は見込みの暗文が斜格子のB2-1と平行線のB2-2がほぼ同数出土してい

る。椀B2-1の外面体部には少しミガキ調整がみられる。椀B2-l • B 2-2は共に体部内面の

ミガキ調整の条線は太いが、見込みの暗文には太い線と細い線の両方がみられる。

小皿は他の遺構に比べると量的に多く、また形態的にもいろいろあり、 a1(63)、a2(64 ・65)、

a 3 (66 ・67)、b2、b3(68-69)、 C2 (71)、d1・d2(72) などがある。小皿a1 (63)は見込みに斜

格子文を施すが、斜格子文をもつ例は少ない。 a2. b2型式のものが多い。椀の出土数に対し

て小皿は約4: 1位の数である。 d型式は和泉型と考えられるが、 B型式の椀の％位の出土量

である。

羽釜 完形になるものはなく、口縁部に段をもつもの (73) と脚部 (74) がある。

土師器 皿は全体に灰白色7.5YR％を呈するものが多い。小皿の出土量が多く、中皿の他に

口径16cmの大皿もある。b型式の皿がほとんどで、その中でも形態的に b1~b 5まで分類で

きた遺構でもある。 b1-b4/ま底部から口縁部まで多少、差があるにしてもほぼ同じ厚みで

ある。それに対して b5は底部と口縁部の境界が非常に厚く、また最後に口縁部を横ナデして

境目の粘土がはさみ出てもそのままにしている。この b5の小皿は他の遺構に比べると出土量

が多くまとまりをもつ。小皿はb1 (79-81)、b2(82~101)、b3 (102-112)、b4 (113-132)、

b 5 (133~143）、中皿と大皿はb1 (144-147)、b3 (148-152)、b4 (153-157)、b5 (158~160) 

にそれぞれ分けられる。口縁部のある小皿を円周にあてはめて個数を数えると b1は5%、b2 

は46%、b3は5%、b4は10%、b5は15％個体分になる。但し、加と b3の小片で区別のつ

かないものは b2に入れている。また同様の数え方で小皿と中皿（大皿を含む）の数の比をみ

ると約14: 1になる。

須恵器 甕B (75) は焼成が悪く瓦質化したもので黒色を呈す。魚住窯系である。捏鉢C(76) 

は東播系 (13世紀中頃以降）のもので、他に口縁部の断面を矩形に納める鉢の小片がある。

陶器 小片で渥美窯 (12世紀中頃）、備前焼 (13世紀中頃）のものがみられる。

白磁•青磁・褐磁 白磁は森田・横田氏分類・編年の碗N類の体部、底部の小片がある。青

磁は見込みに片彫りをもつ碗底部 (78)、褐磁は四耳壺の口縁部が出土している (12世紀）。
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3) S E03 

出土量は少ない。瓦器（椀・小皿）、土師器（皿）、輸入磁器の白磁（碗）を検出した。

瓦器椀にはA2-1(162)、A2-2 (163)、A12 (161)、B12-1(166)とB12-2(167)がある。高台

だけ残存するものに断面が台形でしっかりしたA1になると考えられる小片もある。椀B2-1、

B2-2は共に外面にミガキ調整を施す。小皿は a1 (168)、 d1 (169)、 d2 (170) がある。 d2 
⑮ 15 

(170)は内面全体に一連のミガキ調整を施す。小皿a1 (168)は楠葉産の例と極似する。

土師器小皿と中皿がある。小皿は b2 (171 ・ 172)、b4 (173)、bs (17 4) がある。中皿はb2 

(175-178)、 b3 (179)、b4 (180)がある。

4) S E04 

出土量は極小量である。瓦器（椀）のA3 (181)と土師器、須恵器の小片を検出した。
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5) S E05 

瓦器（椀・小皿・羽釜・鉢）、土師器（羽釜・皿・盤）、須恵器（甕．鉢）、陶器（壷・甕）、

輸入磁器の白磁（壺．碗）と青磁（碗）、（他に砥石、銭貨）などを検出した。

瓦器 S E02の遺物に比べると器表面が風化のため退色し、 ミガキ調整や暗文が不鮮明で

ある。椀にはA1 (182 ・ 183)、A2-2 (184~ 189)、A3 (190~ 192)、A4 (193 ・ 194)とA5(195 

~197)、B1・ l3 2 ・ B 3 (198)、B4 (199~203) と B5 (204~210)とかなり時期的にも幅のある

ものが出土している。更に椀A5の中では (197) のように丈高になるものも出てくる。椀A1

(183) は見込みに放射状の強いナデの線を残し、その上に螺旋状の暗文を施す。椀A1 ~A3 の

量をみると椀B1~B 3に比べて非常に多い（特にA砂。ところが椀B4•B5 は完形に近いも

のや、大きな破片が多くみられるのに対して、椀 A4•A5 は量的に非常に少ない。この状況をみ

ると A3とB3の段階ではA型式の椀の方が多く、A4とB4以降の段階では、 A型式の椀に代わ

ってB型式が多くな、るようだ。椀A2 -2 (189) は炭素吸着が皆無で高台は二重高台になる。椀

A 2 (184)はSE02の例と同じく底裏面に「＋」印をもつ。 SE05では「＋」印以外に「一」印のもの

8例ある（底部242個のうち）。椀B5(209)は完形で出土し、色調も退色していない。他に椀B2--2

の破片で口縁部の外端面に 2ヵ所の籾痕をつけるものがある。

小皿には a1 ・ a 2 (211 ・ 212) ・ a 3 ・ a 4 (215)、b2 (213) ・ b 3 (214)、 C 2、d1がある。

椀の底部の総数に対して小皿は約％弱の数である。但し、時期差のある椀に対して小皿の変化

は少なくそれぞれの共伴関係が確実でないため参考程度の比にしかならない。

羽釜は口縁部 (211・ 217) と脚部 (218) があり、他に小片で盤と鉢の口縁部がある。

土師器 羽釜は大和型B (219 ・ 220)、河内型C (221) と口縁部の小片B・Cが同量ずつ出

土している。小皿には b1 ・ b 2 (222~231) 、 b 3 (232~239) 、 b 4 (240~245) 、 b s (246)、中

皿には b1 (247 ・ 248)、b2 (249 ・ 250)、b3 (251)、b4 (252 ・ 253)、bs (254) がある。全体

的に色調は橙褐色を呈すものが多い。口縁部を円周にあてはめると小皿b1は約 1%、 b2は31

%、 b叶ま 5、b4は9、b5 は 5½個体になる。小皿と中皿の個数の比は約13 : 1になる。 S

E02の皿に比べると各型式とも若干小型になる。

須恵器甕は口縁端部を台形につくる A(255) と、B型式の中で口縁部内面に強いナデによ

り凹線状を呈すもの (256~259) 、口縁部が内傾し、段状を呈するもの (260) があるっ A (255) 

は土師質で、 B(256) は焼成が悪く瓦質化している。捏鉢はA(261 ~263) と土師質の小片があ

る。東播系で13世紀後半のものである。他にB型式の口縁部がある。

陶器 常滑窯の壺・甕がある。壺 (268) は赤羽氏編年によると第 2段階 (12世紀中～後期）

のもの、大型の甕 (270) は赤羽編年の第 3段階 (13世紀中頃）のものである。ほぼ完形に近い。

体部には押印文をもつ。底部 (269) は同じく 3段階 (14世紀初頭まで）のものである。

白磁・青磁 白磁の碗 (266) は横田・森田氏の分類、編年によると11世紀末～12世紀の碗II

類、小片のN類、 V類 (265)、四耳壺の口頸部 (264)がある。青磁は12世紀後半～13世紀の同

安窯系の碗 (267)、龍泉窯系の鍋蓮弁文をもつ碗がある。
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： 

6) S EOG 

出土量は少ない。瓦器（椀・小皿）、土師器（皿）、須恵器（捏鉢）、輸入磁器の白磁（碗）と

青磁（碗）を検出した。

瓦器椀には完形に近いA4 (271 ・ 272) がある。小皿は a3 (273)、 C 3 (27 4) が伴う。

土師器小皿は b1 (276 ・ 277)、b3 (278 ・ 279)、b4 (280)、中皿は b1 (281) がある。

須恵器捏鉢A (282)の小片がみられる。

白磁・青磁 白磁碗の体部少片と龍泉窯系の碗I-5-b類 (275) がある (13世紀中頃）。

7) S E07 

出土量は少ない。瓦器（椀・皿・羽釜・盤）、土師器（皿b、羽釜C)、須恵器（捏鉢A)、輸

入磁器の白磁（四耳壺）を検出した。

． 

瓦器 椀のA2 (284)、口径4.8cmの小型の羽釜 (285) があるがほとんど小片である。羽釜は

炭索吸着が皆無である。他に土師器では羽釜C (286)、須恵器の捏鉢A (283) がある。

こ--;;;;;/276 ~一279 

り
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言 4

尋ーヤ
285 
二ノ

． 第28図 5 EOG・ 07出土遺物実測図

8) 5 K22 

瓦器（椀・小皿・羽釜）、土師器（羽釜・皿）、須恵器（甕）、白磁（碗）、 （他に砥石）を検

出した。

瓦器椀にはA 2-2 (287~290) とA 3 (291 ~301) 、 A12 (302 ・ 303)、B3 (306~310) がみら

れる。椀A2-2、A包には完形になるものはない。椀A 3 • B 3は完形及び完形に近い椀でそれ

ぞれまとまって出土している。椀A3の高台は低くく、丸底のものは底面より高い位置につく。
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336 

S K22出土遺物実測図

⑮16 

二重高台のものもある。椀A3 (291 ・ 293 ・ 295 ・ 296 ・ 299 ・ 301) は炭素吸着が悪い。椀B3の

高台部は先端部を押えつけ、断面を逆台形につくる。椀B3 (307)の見込みの暗文は他の椀の線

より細い。

小皿は a1 (311)、a 2かa3の口縁部小片、 b 2の小片、 b 3 (312）、小椀 (313、314)がある。

椀のようなまとまりはない。小椀 (313)は内面の見込みから体部にかけて一連のミガキ調整を

施す。炭素吸着は底部のみにつく。 a 1 (311)は炭素吸着は皆無である。羽釜の口縁部が1例ある。

I 土師器 羽釜はやや薄手の河内型C (355) と他に厚手のものもある。大和型Bの小片が多量

にみられる。小皿は aの口縁部小片、 b 2 (315~318) 、 b 3 (319~325) 、 b、4(326 ・ 327)、b 5 

の小片、

須恵器

c
 

(328) 、中皿は (329~331) 、 b 2 (332)、b3 (333)、

甕 (336) はラグビーの球形をした体部で二次焼成をうけている。

b 4 (334) がある。

白磁 碗N類の小片、その他体部の破片がみられる。

9) その他の土坑

各土坑の出土物は土師器、須恵器の小片が多い。

- 49 -

S K40からは台付皿 (343)が出土している。
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10)柱穴

各柱穴の出土物は土師器、須恵器、瓦器の細片が多い。 SBllから白磁碗VIII類 (346)、SB

189から B6 (347)、SB387から和泉型の小椀 (352) などの良好な資料が出土している。
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第31図 柱穴・土坑内出土遺物実測図

11)落ち込み状遺構 2 (S K30) 

古墳時代から中世に至る土器が混在して出土している。（他に砥石、瓦製円板がある）

瓦器が出現する前の遺物として、古墳時代の須恵器の杯蓋 (391) 、奈良•平安時代の土師器

の杯 (368)、盤 (367)、甑 (369)、黒色土器 (355・ 356) などを検出した。黒色土器 (355)は、

ほぼ完形に近く、外にふんばる高台に椀形の体部をもち、見込みは縦方向のミガキ調整を施す。

瓦器の出現以降の遺物は、瓦器（椀・小皿・羽釜・盤）、土師器（羽釜・皿）、須恵器（捏鉢）、

輸入磁器の白磁（碗）と青磁（碗・皿）などがある。以下、主な遺物についてのみ記す。

瓦器椀にはA2-1 (357) とA2-2 (358 ・ 359)とB6 (360) がある。小皿は a2 (361・362)、

b 2 (363 ・ 364)があり、 (362 ・ 364) は風化のため調整が残らない。

土師器 羽釜の口縁部で大和型B (370 ・ 371) がある。他に (371)と同形態の口縁部や厚手

の河内型Cの小片が多くみられる。皿は a2 (361 ・ 362)、b2 (363 ・ 364) などがある。

須恵器捏鉢B (372 ・ 393) がある。東播系のものである。

白磁・青磁 小片ではあるがかなり多くみられる。白磁碗は11世紀末～12世紀初頭のN類(394

-396) ・ V ・ lX類と皿•四耳壺、 15~16世紀の体部を面とりした小碗などがある。青磁は12世

紀中葉～13世紀初頭の龍泉窯系の鍋蓮弁文をもつ碗、内面にヘラの片彫りの刻花文と櫛描文を
⑮17 

もつ碗 (399)、同安窯系の皿 (397)と碗、 14世紀の青磁碗 (398)、15世紀の雑器碗などがある。
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第32図 落ち込み状遺構2(S K30)出土遺物実測図
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12)溝出土

溝からの出土物は少ない。 SD52 ・ 56 ・ 58からはやや多く出土している。主なものを記すと

S D03から大和型の羽釜B (400)、SD06から11世紀中葉～12世紀初頭の白磁の四耳壺(401)、

S D40から瓦器椀のA包(403) を検出した。

S D52からは瓦器（椀・皿・羽釜）、土師器（羽釜・皿）、須恵器（捏鉢）を検出した。

瓦器 椀A4の小片、 B6 (404) がある。脚付羽釜 (405) は内傾する口縁部に外上方を向

＜鍔をつける。他に鍔を水平につけるものや、口径が9cmの小型の羽釜がある。後者は炭素吸

着は皆無で口縁部直下に沈線をもつ。

土師器 口縁端部を内側に肥厚させ体部に短かい鍔をもつ大和型の羽釜がある。小皿には b

型式の小片と C (407)、中皿には bs (408) がみられる。

須恵器 捏鉢の口縁部が何点か出土している。(406)は14世紀以降の東播系のもので、他のも

のも口縁端部が上方あるいは下方に肥厚する。

S D56からは瓦器（椀・皿）、土師器（羽釜．皿）、その他須恵器、陶器などの小片を検出した••C

瓦器椀にはA2-2 (409)、B6 (410) がある。皿には b型式の小片がみられる。

二三＼ロン。4

400 

□二三こノ/-
408 

文 407

I゚ ll l l | 

ー`、. )==一ー＝

10 

（ハ瓢l

＼ 

, "~ 

403 ロ
4('̂ 

戸ー10

亨ン／’

□_＿口／220cm 

第33図 溝内出土遺物実測図
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土師器 羽釜は鍔部のみがみられる。皿は b2 • b 5などの小片である。

S D58からは瓦器（椀・羽釜の脚部）、土師器（羽釜・皿）、須恵器（捏鉢）、輸入磁器の青磁を

検出した。

瓦器 椀の中では一番新しくなるものが出土している。椀Aバ413)は丈高で高台はほとん
ど痕跡程度につける。それに伴って高台を全くもたない椀B6 (414 ・ 415) が出土している。

小皿は口縁部の小片でSE05出土の a4 (215)と同じ小型のものがみられる。

土師器 羽釜は口縁部が外側に肥厚する小片がある。小皿には b1の小片、 b2 (417-420)、

b 4 (421 -424)、 C(425-429)、中皿には b4 (430)、 C(431) がみられる。 c型式のものが比

較的まとまって出土しており、瓦器椀A6 • B 6の段階に伴うものと考えられる。小皿の口径の

平均はb型式が7.8cm、 C型式が8cm、中皿の c型式は11.1cmで他の遺構から出土した皿よりも

小皿・中皿共に小型化している。

須恵器 捏鉢B・ C ・ D (416) がみられる。 (416)は東播系のものである。

青磁 12世紀中葉～13世紀初頭の龍泉窯系の鏑蓮弁文をもつ碗の小片がみられる。

S D63からは土師器の小皿b1 (433)、b5 (434) が出土している。
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第34図 S 058 • 63出土遺物実測図

13) A地区包含層出土土器
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文 ，
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文
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＼ 
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文
429 

ヽ

416 

包含層の出土遺物は古墳時代から近世に至る。土師器、須恵器、緑釉、瓦器、輸入磁器の他

に日本製陶磁器などを検出した。各遺物の出土地区と層位は観察表に記す。概ね、小片の遺物

が多い中で、第 6層のXXV F15 a地区からは 7・ 8 世紀の土師器 (435~442) がかたま っ て

出土してお り、第 6・ 5層からは土師器・須恵器などで良好な資料がみられる。XXV F20b 

地区の斜面からはふいご口 (450)を検出した。緑釉は小片で第 5層にやや多 く、白磁は第 6層

から、青磁は第 5層から混じる。石溜攪乱層からは中世～近世の陶磁器を検出した。
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第35図 包含層内出土遺物実測図
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第37図 包含層内出土遺物実測図

3) B地区出土土器

B地区の遺物は包含層から土師器、須恵器、陶磁器などが出土している。小片のためほとん

ど図化できないが、第 3層から青磁 (497) が出土している (15世紀）。

4) C地区出土土器

1) S K47 

瓦器（椀・小皿）、土師器（羽釜．皿）、陶器（甕）、輸入磁器の白磁（碗）、青磁 （碗）を検

出した。遺物は全般に器表面の摩滅がひどく、瓦器の暗文や調整が不鮮明である。

瓦器 椀には本遺跡では一番古い形態のA1 (498~500) 、 B 1 (510) がみられる。椀A1 • B 1 
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共に高台は断面が台形でしっかりしている。椀A1 (514)の底部中央には焼成後の穿孔をもつ。

小皿には a1の小片、 b1 (515 ・ 516)、b2の小片がみられる。小皿b1 (515) は内外面にもミ

ガキ調整を施す。小皿 (516)は内面が風化しているが（515)の調整と同じであろうゥ椀との

出土数の比は約％位である。

土師器 羽釜は大和型B (517 ・ 518) があるが、 (517)は口縁端部が内方を向く古い様相を

もつ。皿には aの小片が数点あり、小皿b1 (519 ・ 520)、 b 2 (521 -----524)、 b 3 (525----527)、

b 4 (528-----530)、bs (531)、 C(532) と中皿の b2 (533)、b3 (534 ・ 535)、b4 (536)がある。

小皿b型式の口径の平均は9.2cm、中皿は15.4cmで各遺構出土の土師皿に比べると一番大型で

ある。

陶器 甕 (537) は常滑窯の赤羽氏編年の第II段階 (12世紀中葉）のものである。

白磁•青磁 小片であるが、白磁碗W類、龍泉窯の青磁碗がみられる。

5) その他の遺物

銭貨が3点ある。 SE05から紀聖元宝 (1094年鋳造） （101)、落ち込みから判読不明の00通

0 (103)、包含層の第 3層から皇宋通宝 (1039年鋳造） （102) が出土している。

砥石はSE02(3)、SK22(4)、落ち込み (5)、包含層の第 2層 (6)、第 5層(1・ 2)、斜

面 (7)からそれぞれ出土している。包含層出土の砥石は古墳時代までさか上るだろう。また、

古墳時代の遺物としてSD52から耳環 (3)、SB225から滑石製の双孔円板（ 1）、包含層の第

3層から滑石製の紡錘車 (2)、土製円板（6)、丸玉 (4)がみられる。瓦製円板 (5)は落ち

込みから出土している。

その他、包含層からサヌカイト片、鉄製品、獣骨・歯、木片などが出土している。

ヽ
102 103 

第39図銭貨(1/1)
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第 5表 砥石観察表（第40図、図版七十）

番号
法 量(cm)

材 質 形態・使用痕 出土地
長さ 幅 厚さ

4.95 0四面共研砥面 XXVF5a 
1 6.4 3.7 

（最大） 0擦過痕がみられる 第 5層

安山岩
0四面共研砥面 XXVIFl t 

2 7.2 2.7 1.4 
0擦過痕がみられる 第 5層

5.2 3.85 0四面共研砥面
S E02 3 7.7 

（最大） （最大）

7.4 0三面が研砥面
S K22 4 14.0 

（最大）
6.0 

0二面に削り痕が残る

2.2 泥岩
0三面が研砥面

S K30 5 7.5 3.7 
0裏面は割れ

3.9 6.4 1.0 
泥岩

0二面が研砥面
第 2層6 

（現存値） 0あとの二面は割れ

砂岩
0上面をのぞく五面が研砥面 XXVF9a 

7 4.7 5.95 2.5X 
0擦過痕がみられる 斜面
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第6表 その他遺物観察表（第41図、図版七十）

種類 番号
法 量(cm)

材 質 形態・使用痕 出土地
長さ I 幅 厚さ

双孔
1 

2. 7X2. 7 
0.35 0滑石

0周縁を面とり
S B225 

円板 孔径1.5 0表裏面に研磨痕

上径 2.0
高さ

0裁頭円錐形 XX  VI FlO 
紡錘車 2 1.6 

0滑石
下径 3.4 子Lf至 0鋸歯状、波状文の線刻 第 3層

0.6 

0.65 
耳環 3 2. 95X2.5 X 0銅製 0表面は錆 S D52 

0.6 

丸玉 4 l.OX0.9 0土製 0ほぼ球形をなす 第 3層

0周縁を研磨

円板 5 4.6X4. 7 0.8 0瓦製 0表面に横方向のハケ目 S K30 
0微砂粒を含む

0周縁を研磨し面とり
XX  VF14a 

円板 6 5.8X4.5 0.5 0土製 0表裏面に多数の擦過痕
第 6層

0砂粒を含む

>
ロ Ar/／,IYワ 1

| 

~2 
〇R I 0 5 10cm 

4 

第41図 その他の遺物実測図
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I 

I 

VI．まとめ

今回調査をおこなった神並遺跡は、新鉄道建設事業に伴う試掘調査によってはじめて発見さ

れた遺跡である。試掘調査の結果では、中世期に属する遺構・遺物が発見されており、それ以

前の奈良、古墳、弥生、縄文時代の各遺物も少量発見されてはいたが、明確なものではなかっ

た。そのため、発掘当初は中世期の遺構の調査を計画し実施したが、下層に縄文時代早期の遺

構・遺物がかなりの範囲で認められることがわかり、とりあえず今年度は上層遺構の調査を実

施し、下層の調査は次年度以降に実施することになった。今回の報告も、この上層遺構につい

てのみおこない、下層の遺構は第 2次調査報告として刊行することにしている。

今回の調査で検出した遺構は、中世期の掘立柱建物、井戸及び土坑と古墳～奈良時代の土坑

・溝・羽釜棺である。以下各時期の遺構・遺物について要点を列記してまとめにかえておきた

し)

゜
1)中世期の遺構について

今回の調査で柱穴と思われるピットは、総数で 542ヵ所検出している。柱穴は、重複が著し

く、内部から少量の土器片が出土しているのみで、時期を明確に決定することはできない。ま

た柱穴内の埋土から 3~4時期に区別できるが、遺構ごとのまとまりとして分けることはでき

なかった。ここでは、井戸・土坑内出土土器の時期にしたがって遺構ごとの時期決定をお

こなった。柱穴は、調査地の北と南で多数検出できたが、これは中央部が整地のためかなり削

平されているためと思われる。

掘立柱建物跡で規模を復原できたのは、北側の 2棟であり、いずれも 2間X3間、 2間X4

間程度の小規模なものである。また、調査地南側では柱穴が密集して検出されるところから、

ここに少なくとも 2~ 3棟の小規模な掘立柱建物を想定することができる。このことより、本

調査区域では、少なくとも 5~6棟の建物跡が考えられるが、井戸及び土坑の時期から 1時期

に存在した建物跡と断定することはできず、ここでは12世紀後半から14世紀初め頃までの集落

跡と考えておきたい。

さて、掘立柱建物の配置を見ると、谷川（鬼虎川）に向かった地点、つまり谷川に近接した

場所に小規模な柱穴で構成する建物が認められ、これらは建て替えによって柱穴も密集してい

るが、北側のより高い地点では、比較的規模の大きな柱穴で構成する掘立柱建物がある。主屋

というべき建物群は、調査地の北側のより高い地点に広がっていたと思われる。

東大阪市域において掘立柱建物の検出例は多くない。また調査範囲の制約もあって集落全体
⑪18 ⑪19 

を把握できた例もない。しかしながら、古墳時代以降の建物跡として瓜生堂遺跡や西岩田遺跡

など平野部の遺跡で検出され、数棟単位の小規模な建物跡が検出されている。生駒山西麓部で

も調査例は増加しつつある。最近では古墳時代、特に 5世紀末から 6世紀にかけての掘立柱建
⑮20 

物が見つかり、この地域の開発がかなり古くからおこなわれていたことが知られている。しか

しながら、これらの建物跡は西ノ辻・芝ヶ丘遺跡の例のように、倉庫と考えられる建物を含み、
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2~3棟前後で構成されでいる。中世期の掘立柱建物は、最近西ノ辻・鬼虎川遺跡の上層で確

認されているが、いずれも本遺跡の場合と同じく小規模な柱穴が多数検出されており、重複等
⑮21 

ヵ噌しく 1 時期の集落単位を限定するところまではいたっていない。しかしながら、神並•西

ノ辻・鬼虎川遺跡で多数の柱穴群が認められることから、本遺跡周辺の扇状地上にはかなりの

数の建物が存在していたことが予想され、中世村落の様相がわずかながらも想定できつつある。

2)羽釜棺について

今回の調査で2基の羽釜棺を検出 した。上部を中世以降の整地によって削平されており、良

好な遺存状況ではなかったものの、 2基とも羽釜と他の土器をセットにし、小規模な墓壊内に

横位に据えられていた。羽釜棺の時期は、羽釜等の時期から 8世紀前後と考えられる。羽釜棺
⑮22 ⑮23 ⑮24 

としては、東大阪市皿池遺跡・鬼虎川遺跡上層などがあり、周辺では柏原市太平寺古墳群など

に類例がある。いずれの場合も傾斜面につくられており、一般的に用いられた墓制であったこ

とがわかる。ただ皿池遺跡例では石組内に、太平寺古墳群では 2個体の羽釜を合口にしており、

構成はそれぞれ違っている。しかしながら使用された羽釜は、容器として日常使用していたも

のを棺に転用しており、器表面には煤などが付着している。羽釜棺の時期は、 8世紀前後と考

えられ、近接する法通寺の創建年代と一致する。このことから、法通寺に関連する墓制とも考

えられ、今後周辺の調査例の増加によって解明しなければならない。

3)出土遺物について

今回の調査で出土した遺物には、中世期の瓦器・土師器皿が大半を占め、その他陰磁器類な

どの他、奈良 ，• 古墳・弥生・縄文時代の土器類が出土している。点数別では、瓦器9,249点、土

師器57,288点、須恵器1,150点、輸入陶磁器301点、日本製陶磁器681点になる。このヰで資料的

にまとまって出土しているのは、井戸及び土坑内より出土している遺物である。特に瓦器椀は、

遺構ごとに若干の時期差はあるものの、一括性の高い資料である。ここでは瓦器椀を取り上げ、

各遺構の時期決定をおこない瓦器椀の特色を考えてみたい。

まず瓦器椀の型式は、出土遺物の項で記述しているように 1~6に分類をおこない、それを

A型（大和型）と B型（和泉型）に分類をおこなっている。基本的には井戸・土坑から出土し

た瓦器椀を基準にし、それに他の遺構内出土瓦器椀を補う形で作成している。

この中でSK22出土の瓦器椀は、比較的まとまって出土しており遺構の性格上からも一時期

に一括投棄されたものと想像される。SK22内からはA2-2 • A 3型が出土しているが、A3型が圧

倒的に多い。 A3型瓦器椀の特徴は、器高が低く外面にわずかにミガキ調整が認められるものの、

体部内面のミガキ調整は粗く断面三角形の低い高台がつくというものである。これを大和地方
⑮25 

の編年と対比すれば、川越編年第III段階B型式とした瓦器椀と非常に類似する。同じ <SK22 

内出土の B型瓦器椀は、 B 旦 •B3型が出土しているが、 B3型が圧倒的に多く出土している。 B3

型瓦器椀の特徴は、器高が低く、外面のミガキ調整がなくなり、体部内面のミガキに太く粗く

なる。見込みの暗文は、平行線になっている。これを和泉地方の編年と対比すれば、尾上編年
⑮26 

のIIIー 1期と した瓦器椀と類似している。
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さて、 SK22出土の瓦器椀を基準として他の井戸内出土の瓦器椀との対比をおこなってみる

ことにする。SE02内からAか1• A 2-2型と B2-1 • B 2-2型瓦器椀が出土しているが、A2-1• Bぃ型が

圧倒的に多く、 A2-2 • B 2-2型は少量である。このことから、 SE02はSK22と一部重複する時

期はあるものの、SK22に先行すると考えられる。SE05内からは、 A1 • A 2-2 • A 3 • A 4 • As型と

恥 •B2•B3•B4•Bs型が出土している 。 瓦器椀の型式から見るとかなりの時間幅が考えられる

が、出土土器の大半はB3• B4型が占めている。 A型はA3• A4型が多く出土しているものの、比

率的にはB型が多い。このことから、 SE05は時間幅を考慮しなければならないが、 SK22と

重複しながら、 SK22よりも遅くまで続くことがわかり、後出の予想がうかがわれる。

以上のように考えるならば、 SE02出土の瓦器椀A2-1型は、川越編年第11I段階A型式にB2-1 

型は尾上編年Il-3期に比定することができる。また SE05出土のB4型は、尾上編年11Iー 3期

に該当し、 A4型は機械的に並べるならば川越編年の第11I段階C型式に比定できる。以上土坑・

井戸内出土瓦器椀のおおまかな年代観を大和・和泉地方との比較によって考えられたので、こ

れを基本として瓦器椀から見た各遺構ごとの年代や性格を考えてみよう 。

さて第 7表は、各遺構ごとに出土している瓦器椀を型式ごとに並べ大和・和泉地方との対応

第7表 遺構内出土瓦器椀型式分類表

12C中 13C 13C中 14C 14C| 中
| | I | 

瓦器椀分類 1 2-1 2-2 3 
4 一• 5 

川越編年 II-A l Ill-A m-B .‘·‘、‘、•. III―C III-D 
： ‘’、 ‘、

尾上編年 IIー1 IIー3 皿ー 1 m-2 m-3 
‘、’、

‘、‘,

S K47 
＿ 

S EOl 

S E02 

S E03 

S E04 

S E05 

S E06 

S E07 ... ----．．―● ● --• ------• --• -

S K22 
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関係からおおよその時期を決定したものである。井戸・土坑という遺構の性格上、出土遺物が

即遺構の年代とはなり得ないけれども、おおよその目安にはなる。

この表から、 SK47は今回の調査の中心地からもはずれており、他の遺構の性格とも違って

いるので直接は結びつかない。しかしながら今回の瓦器椀の 1時期古い段階の様相をよくあら

わしている。 SE02 ・ 03は、 A2-1・B2-1の瓦器椀が多く、 A2-2 • B 2-2の時期まで続き、 A3• B3 

の時期に廃絶したことがわかる。 SEOlは、 A2-2 • B 2-2の瓦器椀を含みA3• B3の時期まで続く

ことがわかる。 SE05 ・ S K22は、 A2-2 • B 2-2の瓦器椀も認められるが、出土量は圧倒的にA3

・ B 3の時期のものが多い。 SE06 ・ S E05は、 A4の時期まで続いて終る。これらの遺構内出土

の瓦器を他地域編年と対応させて考えると三時期の画期が認められる。 I期はSE02 ・ 03の開

始の12世紀後半、 II期はSE 01 ・ 05 ・ S K 22の開始の13世紀前半、皿期は SE05 ・ S K22で瓦

器椀の量が多くなり、 SE06が開始される13世紀中頃～後半の時期であり、 14世紀の初め頃に

は大半の遺構が埋没していることになる。

第8表 遺構内出土瓦器椀個体数

遺構
番瓦号器椀型式 A 型（大和型） B 型（和泉型） 計

S EOl 150，点（8.04個体） 54点(1.83個体） 204、点(9.87イ固1本）

S E02 433 (35.88) 106 539 (43.51) 

S E03 72 (3.98) 32 104 (4. 75) 

S E05 540 (40.13) 243 783 (63.81) 

S E06 5 2 7 

S K22 107 (12. 99) 34 141 (18. 62) 

合計 1,307、点(101.02個体） 471 (39. 54{固1本） 1,778点、(140.56｛固1本）

次に第 8 表を見ていただきたい。これは、遺構内で比較的に瓦器椀の出土量の多い土坑•井

戸をぬき出し、その中でA型 (A'型も含む）、 B型 (B'型も含む）の口縁部破片の点数を数え

たものである。各遺構ごとでA型の瓦器椀口縁部径の平均値． B型瓦器椀口縁部径の平均値を

それぞれ求め、完形椀 1個の口縁円周を 1として、それぞれの破片を加えておおよその個体数

を求めたものがカ ッコ内の数字である。これをもとにして、遺構ごとにB型の全個体数 1とし

た場合のA型の比率を求めると SEOlでA型： B型＝4.4:1、SE02は4.7: 1、SE03は5.2: 1 

S E05は1.7: l、SK22は2.3: 1の数字が得られた。これを先の遺構の年代観と照合すると、

I期のSE02 ・ 03ではB型1に対し、4.7から5.2の比率で約5倍近い数値を示し、 II期のSEOl 

でも約4倍の比率を示している。III期のSK22 ・ S E05では2.3と1.7倍と B型の比率が高くなっ

ていることがわかる。特に SE05の瓦器椀の年代幅が比較的長いためにこのような数字になっ

ているが、遺構内でさらに細分できればB 3 • B4の時期では、明らかにB型の方が多くなってい

ると思われる。

このように神並遺跡においては、瓦器椀B3の時期、 13世紀中頃～後半にかけて B型の比率が
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増加し、 B4•B5の時期、 14世紀頃には逆転する傾向が認められる。 A型の瓦器椀を広義の大和

型、 B型は和泉型と考え、それがそのまま生産地を示すものと考えるならば、 13世紀中頃を境

にして大和地方からの瓦器椀の搬入が和泉地方からの搬入に入れ替ると考えられる。このこと

は、今後他の遺跡、特に平野部における状況なども考慮して考えていかなければならない課題

であろう。

当時の飲食具として瓦器椀と共に、土師器の皿が多量に出土している。小皿は燈明皿として

の用途もあるが、その痕跡として黒色を呈すものは少ない。瓦器椀と土師器の皿の出土点数を

みると、 13世紀中頃までは瓦器椀に比べると土師器皿の方が多く、SE02では約2倍位であるが

13世紀後半には瓦器椀の方がやや多くなる。次に、瓦器椀で編年を試みた主な遺構から出土し

た土師器皿についてその口径の平均値をみていくと表 9 —①になる。また、京都市白河北殿北辺
⑮27 ⑮28 

遺跡と高槻市上牧遺跡の土師器皿の大きさを時期別に表すと表 9 —⑫)•®になる 。 この表から、

それぞれ同時期の皿の大きさはほぼ同じ様相を示すことがわかる。土師器皿の供給地が定かで

ないが、神並遺跡でも各遺構内で大きさにバラつきがあるものの、 13世紀後半には小型のもの

が増えているといえよう 。

一般に、 14世紀以降になると土師器皿はヘソ皿の形態のものがつくられ、 15世紀には瓦器椀

にかわって木製の椀が使われるなど、飲食具における形態・器種及びそのセット関係などの変

化がみられる。神並遺跡でもそのきざしが13世紀後半から14世紀前半にかけてみられるようだ。

しかし、今まで述べてきたように、遺構からは13世紀代を中心にした遺物が多く出土しており、

14世紀以降の資料は少ない。土師器皿においては、 SD58に次のヘソ皿に先行するものが若干み

第9表 各時期別土師器皿の口径表

① 神 並 遺 跡 ② 白河北殿北辺遺跡 ③ 上 枚 遺 跡

遺構 中・大皿 小皿 大皿 小皿 大皿 小皿
11世紀代

15~16 9.5~10 
cm cm 

12世紀— 12世紀— 12世紀代

S K47 14. 7cm 9.0cm 
中頃 14.5~15 9 ~9.5 

cm cm 

13世紀— 13世紀— 14cm前後 9 cm前後 13世紀代
S E02 13.6cm 8.6cm 

~2 
中頃 13.5~14 8 ~8.5 

13.4cm 8.3cm 
末 12cm前後 8 cm前後 cm cm 

14世紀—~ S E05 12.0cm 8.15cm 14世紀 14世紀代

S D58 10.7cm 7.9cm 11 ~ 12cm 7 ~ 8cm 12cm以下 8cm以下

釦それぞれの報告書の表現方法をそのまま使用して 1つの表にまとめている。

く必要がある。

られるが、瓦

器椀の終末期

ははっきりさ

せることがで

きない。今後、

近接の遺跡で、

神並遺跡と同

時期及びそれ

に続く新しい

時期の資料を

検討し、飲食

具の変遷を明

らかにしてい

また、 SE05から宋銭の紀聖元宝 (1094年鋳造）が出土している。13世紀に入って輸入銭に

より、神並遺跡でも貨幣経済の発展を促したことは、大和や和泉などの瓦器をはじめ、東播系
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の須恵器、常滑焼の大型の壺・甕の搬入、また輸入陶磁器などの流通があったことから窺うこ

とができる。飲食具と共に、調理具や貯蔵具などについても、 14世紀以降の流通・変遷を明ら

かにしていきたい。

4)神並遺跡の性格と範囲

さて、遺構 ・遺物の検討から今回検出した掘立柱建物や井戸などは、 12世紀後半頃から14:世

紀前半頃まで続いた集落跡であることが明らかとなった。しかしながら、今回調査できなかっ

たけれども、下層で縄文時代の遺構が認められることから、縄文時代から室町時代頃まで続く

複合遺跡であることが明らかとなった。中世以前の遺構には、調査地の北側で古墳時代の遺構

が検出されており、台地の北側にさらに広がっていると思われる。また、隣接している法通寺

の基壇下層から 5世紀末頃の井戸が検出されでいる他、最近の調査で遺跡の西方で建物跡・溝
⑪29 

などの遺構が検出されている。このように各時期を総合的にとらえるならば、遺跡の範囲は、

西は西ノ辻遺跡と重複し、東は正興寺山の付近まで、北では法通寺跡まで認められることにな

り、広範囲にまたがることになる。ただ中世村落に限定すれば、今回の調査地付近が中心で、

南北にもう少し広がる程度と考えられ、これが一単位の村落規模ではなかったかと思われる。

今回の集落は、中世村落と考えられるが、文献資料の上から 1ヵ所だけ神並の名が見える資
⑮30 

料がある。それは、石清水八幡宮が領有していた庭園の中に「神並庄」の名を見るものである。

保元三年 (1158年） 12月3日の官宣旨で、石清水八幡宮（宮寺）の庄園の領家・預所、下司、

公文などが神領を掠めとるのを停止する記載がある。この中で宮寺領として河内国では今富庄

古市庄若江庄掃部別宮神並庄本御座園………など15所があげられている。神並庄の

名は以後の文献には全くあらわれないので、庄園の規模や存続期間などは全く不明であるが、

字名や時期がほぼ一致するなどの共通点から、遺跡を含めた周辺が庄園としてこの時期に開発

されていたことがうかがわれる。今回の建物跡が、その集落であった可能性も考えられる。

〈備考〉

※昭和57年2月11日に実施した現地説明会で配布した資料には、仮の遺構番号を付しているが、今回報告書

作成にあたって正式な遺構番号に変更している。現説資料の土拡1はSK22、土拡2はSEOG、土拡3は

S E05、土拡4はSD54、井戸 1はSEOl、井戸 2はSE03、井戸 3はSE07にそれぞれ変更した。

※A地区の古墳時代～奈良時代の遺構面で検出した SD71内からは、多量の製塩土器が出土しているが、こ

の資料については別に発表済であるため、今回の報告書からは除外をしている。詳しくはそれを参照され

たい。

才原金弘「東大阪市内出土の製塩土器」『財団法人東大阪市文化財協会紀要』I

財団法人東大阪市文化財協会 1985年
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文献

注 1 下村晴文、オ原金弘、松岡良憲、山本芳彦『鬼虎川遺跡』一東大阪都市高速鉄道東大阪線計画事業に

伴う発掘調査概要（その 2)一国道308号線関係遺跡調査会 1981年

下村晴文、オ原金弘、松岡良憲、山本芳彦『鬼虎川遺跡』ー東大阪都市高速鉄道東大阪線計画事業に

伴う第15次発掘調査概要（その 2-2)一財団法人東大阪市文化財協会 1983年

注 2 橋本久和「中世土器の地域色と流通一淀川流域を中心として一」（『考古学研究』第26巻 4号 1980年）

橋本久和『上牧遺跡発掘調査報告書』

（『高槻市文化財調査報告書』第13冊 高槻市教育委員会 1980年

注 3 同上

注4 毛利光用子、金原正明他『布留遺跡、布留（西小路）地区 中世の遺構と出土瓦器』

1976 ・ 9 ~1977 ・ 3調査

（『考古学調査研究中間報告』 6 埋蔵文化財天理教調査団 1982年）

注 5 菅原正明「畿内における土釜の製作と流通」

（『文化財論叢』奈良国立文化財研究所創立30周年記念論文集 1982 ・ 12 

注 6 宇野隆夫『京都大学埋蔵文化財調査報告IIー白河北殿北辺の調査ー』京都大学埋蔵文化財研究センタ

- 1981年

注 7 注 5と同文献

注 8 大村敬通、水口富夫『魚住古窯跡群』（兵庫県文化財調査報告書第19冊）

財団法人兵庫県文化協会 1983 ・ 3 

注 9 赤羽一郎「常滑」一知多半島古窯址群ー（『世界陶磁全集』 3 日本中世 小学館 1977年）

注10 間壁忠彦「備前」 注 9同書

注11 横田覧次郎•森田 勉「太宰府出土の輸入陶磁器について一型式分類と編年を中心として」

（『九州歴史資料館研究論集 4』) 1978年

注12 宇治田和生『楠葉型瓦器に関する二、三の問題』一枚方市内出土の瓦器を中心に一

（『研究紀要第 1集』財団法人枚方市文化財研究調査会1984年）

注13 鈴木秀典他『大阪平野区長原遺跡発掘調査報告書』 II（大阪市高速電気軌道等 2号線延長工事に伴う

発掘調査報告書』 1982 ・ 3 財団法人大阪市文化財協会 1982年

注14 橋本久和氏の御教示による

注15 注12と同文献

注16 瓦器椀・小皿には炭素吸着の皆無のものがあるが、このSK22では割合多く見られた。これは二度焼

成するという説を裏づける資料になるかもしれないが、はっきりした確証はない。

注17 上田秀夫「14~16世紀の青磁碗の分類」（『貿易陶磁研究』 No.2 日本陶磁研究会 1982 ・ 8 

注18 芋本隆裕『瓜生堂上層遺跡・四池遺跡』東大阪市教育委員会 1979年

注19 中西靖人 ・村上年生『西岩田』 （近畿自動車道天理～吹田線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査概要報告

書）財団法人大阪文化財センター1983年

注20 財団法人東大阪市文化財協会『甦る河内の歴史』一国道308号線関係遺跡発掘調査中間報告展ー1984

年

下村晴文 『芝ヶ丘遺跡発掘調査概報』―市立石切中学校舎増築工事に伴う第 4次調査一財団法人東大

阪市文化財協会 1985年

注21 注20と同文献

注22 注18と同文献

注23 下村晴文「鬼虎川遺跡出土の羽釜新資料」ー第17次調査ー『東大阪市文化財協会ニュース』

Vol. l、No.l 1985年

注24 竹下 賢、北野重『大平寺古墳群』柏原市教育委員会 1983年

注25 川越俊一「大和地方出土の瓦器をめぐる二、三の問題」（『文化財論叢』奈良国立文化財研究所創立30周

年記念集） 1983年
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注26 尾上 実「南河内の瓦器椀」 （『古文化論叢』藤澤一夫先生古稀記念論集）1983年

注27 注 6と同文献

注28 注 2と同文献

注29 下村晴文『法通寺』一石切剣箭神社穂積殿建設工事に伴う調査一財団法人東大阪市文化財協会

1985年

注30 枚岡市史『中世の枚岡』第一巻1967年
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観 叙
ぇr、 表

凡 例

器
種
器
形
番
号

法 量 (cm) 備 考

瓦

器

ー

椀

↑

|

|

↓

型

式

番

号

A
 
〇

：
土
器
番
号

014.2ー→口径

0 5.2ー→器高

O 5.6ー→底径

036.6（器高指数）⑱

070％残ー→残存部の割合

（復）ー→復元値

（現）ー→現存値

（平）ー→平均値

0精緻、黒色砂粒ー→胎土

------------

〇暗灰色N/3ー→色調⑱

O-----------ー一その他

＼
 
⑯径高指数＝器高十口径XlOO

（挿図・図版は共通の番号）

⑱色調は『新版標準土色帖』農林省

農林水産技術会議事務局監修 財

団法人日本色彩研究所色標監修

による。

A
 
地区

墓 壊（第14図， 図版七十一）

器
種
器
形
番
号
法量(cm) 形態の特徴 技法の特徴 備 考

ー

片

口

鉢

031.2 

012.0（推）

〇イ本部は丸底から上部で屈曲して、

ほぼまっすぐに立つ。

0口縁部は斜上方に開き、端部は面

をもつ。

0幅6.3cmの片口をもつ。

0口縁部内面をハケ目調整の後、体

部上位にかけて内外面を横ナデ。

0体部外面は風化が著し いがハケ目

調整が残る。

0体部外面はナデ。

0精緻、角閃石、長

石を多量に含む。

石英、くさり礫、

雲母を少量含む。

0赤褐色 5YR%。

0羽釜棺 1の蓋。

土

師

器

土

釜

皿 I3 

土

025.1 

014.5（現）

022.3 

021.8 

025.2 

036.8 

0底部を欠く。

0体部はわずかに内傾しながら立ち

上がり、口縁部はゆるやかに外反

する。

0鍔は水平につき、端部はわずかに

面をなす。

0丸底気味の体部が、口縁部までつ

づく。

〇口縁部は内方に肥厚し、上端部は

面をもつ。

0丸底から長胴のま っすぐ立ち上が

る体部に口縁部は外反する。

0鍔は水平につき、端部は丸く納め

る。

釜

0口縁部から鍔部にかけて内外面共

に横ナデ。

0体部内外面は風化のため調整は不

明。

0口縁部内外面を横ナデ。

0体部外面はヘラ削り調整の後、ヘ

ラ磨きで仕上げる。

0内面は横ナデの後、暗文を施す。

0底部外面はヘラ磨き。

0口縁部はハケ目調整の後にナデ仕

上げ。

0鍔部はハケ目で調整の後に貼り付

け横ナデ。

0体部外面は底部から口縁部に向っ

てハケ目調整。

0体部内面は指頭圧痕を残すが、そ

の上を底部までナデ。

0粗、2~3％の角

閃石、長石を多く

含む。石英、くさ

り礫を少し含む。

0褐色2.5YR%。

0羽釜棺 1。
0精緻、石英、雲母

の微砂粒を少し含

む。

0明赤褐色2.5YR%。
0羽釜棺2の蓋。

0やや粗、角閃石、

雲母を多量に含む。

0長石、石英の微砂

粒を含む。

0明赤褐色 5YR%。

0羽釜棺2。
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S EOl（第19図，図版三十一）

番
号

器
形

器
種

法量(cm)

015.0（復）

0 3.3 

5 I O不明

010%（残）

形態の特徴 技法の特徴 備 考

椀

瓦

A2-2 

015.0（復）

0 3.8（現）

0不明
6 I 
025%（残）

015.2（復）

0 3.8（現）

7 Io不明

020%（残）

0底部を欠く。 0口縁部内端、外面を横ナデ。 0精緻。

0ほぼまっすぐ外上方に伸びるイ本部 〇イ本部外面を指押え、口縁部から1本 0灰色Nグ。

から少し内弯して口縁部につづく 。 部外位まで粗いミガキ。 0上層出土。

〇口縁端部は内傾して沈線（幅は1.5I o体部内面はほぼ密なミガキ。

ロ喜呈：~I：/：:：/:：：:;:：: I三五玉苔至；；：／二戸：全i:：：:1二言互；亡戸：こ：：
0底部を欠く。 0口縁部内外面を横ナデ。

0内弯しながら伸びる1本部から 、口 of本部外面を指押え、口縁部か ら体

縁部が屈曲して外上方に開く。 部上位まで粗いミ ガキ。

0下層出土。

0精緻、黒色微砂粒

を含む。

0暗灰色NY。

0口縁端部は少し内傾して沈線(1.5I o内面をナデの上にやや粗いミガキ lo下層出土。
咄） 。（1%）。

015.0（復） LO底部を欠く。 0口縁部内外面を横ナデ (?)。 | 0精緻、黒色微砂粒、

0 2.9（現） LOほんのわずかに内弯 しながらイ本部 lo体部外面を乱方向のミガキ。
8 Io不明

0小片

くさり礫を含む。

から口縁部へ伸びる。 〇イ本部内面を細い幅のミガキ (0.5I o暗灰色NY。
0口縁端部は内傾して沈線（幅は 2 %）。 0上層出土。

咄）

015.0（復） 0底部を欠く。 0口縁部内外面を横ナデ。外面に粗 0精緻。

0 3.7（現） 0ほぼまっす ぐ外上方へ伸びるイ本部 いミガキ。 0灰色NY～灰白色。

9 Io不明 から少し内弯して口緑部につぐく 。〇体部外面の調整は不明。 0上層出土。

0小片 0口縁端部は丸く沈線をもつ（幅は 0体部円面はナデの後に粗いミガキ。

l咄）。

椀

A; 

014.0（復）

0 5.0（現）

0不明
10 I 
045%（残）

0底部を欠く。 0口縁部内タト面を横ナデ。

0ほぼまっすぐ外上方に伸びるイ本部 〇イ本部外面に掌紋。口縁部下位～体

から少し内弯して口縁部につづく 。 部下位まで粗いミガキ(0.5%）。

0口縁端部は浅い沈線。

（幅は 1%) 

0体部内面ナデの上にやや細かいミ

ガキ (0.5咄）。

0精緻、白・黒色微

砂粒を含む。

0灰色NY。

椀 Ill I三予：：三：I □冥三／竺竺／戸：：戸／：I□竺竺宣門[三三/：□1二旦ぴロニ
器 ，
A, I 12 

0不明

040%（残）

014.4 

椀 I Io 4.3 
0不明

13 
040%（残）

B2-2 

部から強く屈曲して、口縁部が立 Of本部外面を指押え。 0灰色Ny。

ち上がる。口縁部はやや肉厚にな 0内面をナデの上に粗いミガキ (1Io下層出土。

る 。陥）。

0口縁端部はゆる＜内傾して沈線

（幅は1.5%）。

戸空互三こ岳::；；[［:;:：：〖。I：迂等芸写：；；：：：：；且いカキ I／互言［：デ／．（：：：
0体部下位に見込みの平行線（2%)

の暗文がかかる。

0不明 0口縁～｛本部を欠く。 0体部下位にミガキがみられる。 0精緻、白・黒色微

椀 I I o 16.5（現） 0丸底。底部は高台よりとび出る。 0見込みの乱方向のナデの上に同心 砂粒とくさり礫を

14 I o 5.5 I o高台は断面三角形～台形。 円文 (1.5%)の暗文。 少量含む。

A, I I 0底部のみ 0高台はナデつけ。 0淡黄色2.5Y%。

0底部外面をナデ。
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S EOl 

番
号

器
形

器
種

法量(cm) 形態の特徴 技法の特徴 備 考

瓦 I小
皿 I15 

器 IC3

0 8.4（復）

0 1.5 

040%（残）

0丸底からゆる＜内弯して口緑部が 0口縁部内外面を横ナデ。

外上方に伸びる。 0見込みはナデの上に粗いジグザグ

0口縁端部は少し尖り気味。 状の平行線 (2咄）の暗文。

0底部外面を指押え。

0精緻、黒色微砂粒

を極少量含む。

0灰白色Nダ。

0炭素の吸着不揃い。＇

羽

釜 I16 
土 IB 

師

器 1 羽

釜 I17 
C 

020.4（復）

0 7.8（現）

0不明

0口縁部小片

鍔部30%（残）

0底部を欠く。 0口縁部内外面と鍔と周辺部を横ナ

0内傾する体部から口縁部がゆるや デ。

かに外反する。 0体部内外面をナデ。

0口縁端部は内方に巻き込み、貼り

付け状。

0鍔はやや下方を向き、断面方形。

0精緻、黒色微砂粒

と極少砒の白色微

砂粒、くさり礫を

含む。

0にぶい橙色7.5YR

％。
0外面に煤付若。

0下層出土。

030.4（復）

012.8（現）

0不明

0口縁部のみ

（残）

0内傾するイ本部からそのまま口縁部 0口縁部内外面と鍔と周辺部を横ナ 0精緻、白・黒色微

まで徐々に肉厚になりながらつづ デ。 砂粒を含む。

0体部内面はハケ目の上をナデ。 0浅黄色2.5Y%。

0口縁端部は内外に少し肥厚し、上 o鍔部の下に煤が多
端にやや丸い面をつくる。 く残る。

須捏

恵鉢 I18 
器 A

034.4（復）

0 5.4（現）

0不明

0口縁部10%

（残）

0直線的に外上方に開く体部からそ 0口縁部内外面、体部外面を横ナデ。 0粗、白色の微砂粒

のまま口縁部までつづく。 Oイ本部内面を横ナデの上に乱方向の を多量に、粗い砂

0口縁部は下端部が少し拡張し、外 ナデ。 粒を少嚢含む。

端面をつくる。断面は三角形。 0青灰色 5PB%。

0下層出土。

小

皿 I19 
bI 

0 7.9（復）

0 1.65 
0※ 

土 1 小 20
皿 I

b2 24 

0 8.45（平）

0 1.3（平）

0丸底気味の底部から屈曲して口縁 0口縁部内外面から見込みにかけて、 0精緻、角閃石を中

部が外上方へ伸びる。 （なかば以上入るものもある）横 心に、臼色砂粒、

0口縁端部は丸く納める。 ナデ。（右廻りでナデを抜くものが くさり礫など微砂

多い。） 粒を含む。

0見込みの中央部はナデ。 0なかには、白色の

0底部外面はナデ、指押えなど、 粗い砂粒を少量含

0平底から口縁部までなだらかに内 1 (28) はヘラ削り状の痕跡を残す。 むものもある。

弯しながらつづく 。

0口縁端部は丸く納める。 1 |※ 
023 ・ 24 ・ 27はほぼ

完形。

小 25 
師 I皿 I

b, 30 

0 8.25（平）

0 1.3（平）

0平底から屈曲して口縁部が外上方

へ伸びる。

0口縁端部は丸く納めるもの、やや

尖り気味のもの、つまみ上げるも

のがある。

022 ・ 31は半分以上。

0その他は20~40%

残。

0小皿の (b2)形態と同じ。

中

013.0 

0 2.2 

器 l 皿 I31 
b2 

中

皿 I32 
b, 

010.8（復）

0 2.0 

0中央部が上げ底気味の底部から、

なだらかに内弯しながら口縁部に

つづく。

0口縁端部は丸く納める。
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S E02（第20~22図，図版三十二～四十）

番
号

器
形

器
種

法量(cm) 形態の特徴 技法 の 特徴 備 考

014.2 

0 5.2 

33 ' 
0 5.6 

036.6 

（径高指数）

070%（残）

014.6 

0 5.2 

34 I 
0 4.4 

035.6 

（径高指数）

060%（残）

014.4 

0 5.0 

35' 
0 5.0 

瓦

0丸底か らイ本部は内弯 して外上方に 0口縁部内端、外面を横ナデ。 0精緻．黒色微砂粒
立上がり、口縁部は少し胴曲して Of本部外面に掌紋。 口縁部からf本部
外弯気味に開 く。（庫みは1本部＜底 中位 まで粗いミガキ（幅1~1.5%）。 を極少量含む。
部） 0内面はほぼ密なミガキ（幅 1~1.5 
0 口縁端部はゆ る＜ 内傾し て沈線を ％、圏線40粂前後）。

0暗灰色NY。
もつ （幅は 2%）。 O底部外面にひぴ割れを残す。 0外面の80％位は炭
0高台は断面三角形で、底部の周縁 0見込みに同心円文（幅 1~1.5％三
に余分の粘土が ドーナツ状を呈す。 重）の暗文。 素の吸着がない。

また、高台は底部よりとび出る。 0高台はナデつけ

0少し丸底。形態は(33)と同じ。口縁 0 口縁部内端、外面を横ナデ。 0精緻．黒色微砂粒

端部は厚い。内傾して太目の沈線 ゜｛本部外面に指押え。口縁部から体
部中位ま で粗い ミガキ (1%）。

を含む。

(2咄）。 O内面はナデの上に ミガキ(0.5~1.5 0外面本部に接合痕。

（厚みはイ本部＝底部） ％28条）。 0外面こ重ね焼き痕。1

0高台は断面三角形。
0見込みに同心円文 (0.5-1.5'%,1 
重）。
0高台はナデつけ。

器

034.7 

（径高指数）

070%（残）

0平底。形態は(33)と同 じ。

（厚みは体部＜底部）

（沈線の幅は1.5%)

0高台は断面三角形。

椀

A2-1 

0 口縁部内端、外面を横ナデ。 0精緻．黒色の微砂
〇口縁部外面に粗いミガキ(1%）。
〇イ本部外面に指押え。

粒を含む。

0内面は密な ミガキ(0.5~2%40条）0暗灰色NY～灰白
0見込みに同心円文(0.5-1'%,2重 色N.V。
以上）の暗文。
0高台は底部に幅広 くナデつけ。

014.2 

0 4.8 

36 I 
0 5.5 

033.8 

（径高指数）

090%（残）

014.6（復）

0 5.0 

37 I 
0 5.0 

032.0 

（径高指数）

035%（残）

015.8（復）

38 I o 3.9（現）
015%（残）

014.8（復）

39 I o 3.8（現）
035%（残）

014.0（復）

0 4.3 

40 I 
0不明

020%（残）

14.2（復）

0 5.1 

41' 
0 4.6 

035.9 

（径高指数）

025%（残）

014.4（後）

0 4.75 

42 I 
0 4.7 

033.0 

（径高指数）

030%（残）

013.8（復）

0 5.0 

0平底。形態は(33)と同じ。

（厚みは体部ニ底）

（沈線の幅は1.5咄）

0高台は断面三角形だがやや薄い。

0平底。形態は(33)と同 じ。沈線は浅い

（厚みは体部こ底部）

（沈線の幅は 2%) 

0高台は断面三角形～台形で、大き

くて厚く、底部周緑に余分の粘土

がドーナツ状を呈す。

0底部を欠 く。 形態は(33)と同じ。ロ

縁端部はやや厚 くつくる。

（沈線の幅は 2咄 (38)

l.5咄 (39))

0底部を欠 く。 形態は(33)と同じ。

（沈線の幅は1.5咄

43' 
0 4.7 

036.2 

（径高指数）

045%（残）

0少し丸底。形態は(33)と同じ。

（厚みは体部＜底部）

（沈線の幅は1.5%)

0高台は断面三角形で、 (81)と同じく

底部周縁にドーナツ状の ものを残

す。

0平底。形態は(33)と同 じ。

（厚みは体部三底部）

（沈線の幅は 2%)

0高台は断面逆台形～三角形。

0 口縁部内端、外面を横ナデ。 0精緻．黒色の微砂
〇イ本部外面に指押え。口縁部から体
部中位まで粗い ミガキ (0.5%）。

粒を少晨含む。

0内面はナデの上にほぼ密なミガキ 0灰色Ny。
(1%30条）。 O内面コ縁部、 外面

0見込みに連結転状文(0.5%、輪の
数は 3~ 4個）の暗文。 底部こ重ね焼き痕。

0高台は底部に幅広 くナデつけ。

0口縁部内端、外面を横ナデ。 0精緻．． 白 ・黒色微
0体部外面に指押えと掌紋痕。口縁
部からイ本部中位まで ミガキ（0.5~ 砂粒．． くさり礫少
1.5呪n)。
0内面はほぼ密にミガキ(0.5- 2%、

量含む。

30条） 〇暗灰色Nツ。
0見込みに同心円文 (2%、 3重以
上）の暗文。 0外面コ縁部に重ね

0高台はナデつけ。 焼き痕。

0口縁部内端、外面を横ナデ。 0精緻．黒色微砂粒

0体部外面はナデの上に、口縁部か を少量含む。

ら下位ま でミ ガキ （O．5~1%）。 0黒色Ny。

0内面はほぼ密な ミガキ(0.5-1%）。 灰色Ny。

〇少し丸底気味。形態は(33)と同じ。

（厚みはイ本部＜底部）

（沈線の幅は 2咄）

0高台は断面三角形～逆台形。

0 口縁部内端、外面を横ナデ。 0精緻．．黒色微砂粒
0体部外面はナデの上に口縁部から
1本部中位まで粗い ミガキ (0.5~1.5 を少量含む。
％）。
0内面はほぼ密なミガキ (0.5-2%、

0暗灰色～灰オ リー

40粂）。 プ色7.5Y%。
0見込みは板状工具による一定方向
のナデの上を同心円文 (2%）の 0高台は焼成時に剥

暗文。 離か。

0 口縁部内端、外面を横ナデ。 0精緻、 黒色微砂粒
〇イ本部外面に指押え。口縁部から体
部中位まで粗いミガキ (0.5%）。

を少旦含む。

0内面はほぼ密に ミガキ(1~ 2呪、 0灰色NY。
30条）。 O内面の一部 （一破
0見込みに同心円文(1.5%、 3重以
上）の暗文。 片に油膜か）が銀

0高台はナデつけ。 色。

0口縁部内端、外面を横ナデ。 0粗、 黒色微砂粒の

0体部外面はナデの上に、口縁部力、 他に白色砂粒を含
む。

ら体部中位まで粗い ミガキ(0.5%）。 O灰色NY ～暗灰色

0内面はほぼ密に ミガキ(1%、30条）。 Nジ。

0見込みに同心円文(1.5%、2重）。
0内外面の一部は銀
色 （油膜？）。

0高台の畳付はヘラ切り状。

0口縁部内端、外面を横ナデ。 0精緻、黒色の微砂
〇イ本部外面はナデの上に粗いミ ガキ
(1 ~ 2咄）。分割か。

粒含む。

0内面にほぼ密な ミガキ(1.5- 2%、0灰色Ny~Ny。
30条）。
0見込みに同心円文(1.5%、3重以

0外面に重ね焼き痕。1

上）の暗文。
0高台はナデつけ。
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S EOZ 

番
号

器
形

器
種

法量(cm)

014.4（復）

椀

0 4.8 
44' 
O 6.0 

033.0 

（径高指数）

045%（残）

014.5（復）

0 4.5（現）

A2-l | | 0不明
45 

形態の特徴 技法の特徴 備 考

014.2（復）

0 4.6 

46' 
0 5.0 

瓦
＇椀

033.1 

（径高指数）

030%（残）

0やや径の大きい丸底。形態は(33)と

同じ。

（厚みは1本部＞底部）
（沈線の幅は1.5咄）

0高台は断面三角形で、底部よりと

び出る。

0底部を欠く。形態は(33)と同じ。

（沈線の幅は1.5"½n) 

0口縁部内端、外面を横ナデ。 0精緻、黒色徽砂粒

〇イ本部外面は口縁部から下位まで間 の他に白色砂粒を
隔の粗いミガキ (1%）。 分割。
0内面は密にミガキ (l%、40条）。

含む。

.0見込みは板状工具のナデの上に同 °灰色Ny～暗灰色
心円文 (1%、 3重以上）の暗文。 NY。
0高台はナデつけ。 0外面に重ね焼き痕。

0口縁部内端、外面を横ナデ。 0精緻、黒色微砂粒

Of本部外面は指押え。口縁部から体 とくさり礫を少獄

部中位まで粗いミガキ(0.5~15%）。 含む。

0内面はほぼ密なミガキ(0.5~2咄、 0灰色Ny。

27条）。

00]玉；：；；王玉／／／／二／。曳1言呈長穏旦直訂ミ藉亡言::[:：::： I ；否室:[f:：:
015.0 

0 4.8 

47' 
0 4.0 

A2-2 

032.0 

（径高指数）

040%（残）

015.0（復）

0 4.2 

48' 
0 5.4 

028.0 

（径高指数）

025%（残）

014.2（復）

0 4.5 

49' 
0 5.2 

0平底。形態は(46)と同じ。内面に口 o口緑部内端、外面を横ナデ。 0やや粗、黒色微砂

緑部の屈曲がみられる。沈線は浅 0口縁部外面に粗いミガキ(1%）。 粒の他に、白色の

い。 〇イ本部外面に指押え。
0内面はやや粗いミガキ(1%、30粂）。

砂粒とくさり礫を

0見込みに同心円文(?)（1%）。 極少量含む。

の暗文がわずかにみられる。 0灰色NY～暗灰色
0高台はナデつけ。 NY。

0口緑部内端、外面を横ナデ。 0精緻、黒色微砂粒

0体部外面は口縁部から中位まで粗 の他にくさり礫を
いミガキ (1%）。
0内面はやや粗いミガキ (1%、30

含む。

条）。 0灰色NY。
0見込みの暗文は欠損のため不明。
0高台はナデつけ。

（厚みはイ本部＜底部）

（沈線の幅は1.5咄）

0高台は断面三角形。

0平底。形態はやや浅くなる。

（厚みは体部＝底部）

（沈線の幅は1.5%) 

椀

器＇
A; 

031. 7 

（径高指数）

015%（残）

014.4（復）

0 5.6（現）

50 | 
0不明

010%（残）

0高台は断面三角形。

0丸底。形態は(46)と同じだが口縁端 。口繰部内端、外面を横ナデ。 0精緻、黒色微砂粒

部は内傾しないで沈線のみをもつ。Of本部外面は粗ナデの上に、口縁部 を極少鼠含む。

器壁は口縁部以外全体に厚い。 からイ本部中位までミガキ(0.25%）。
0内面は密な ミガキ(0.25%、30条）。

0灰白色NY~Ny。9

（厚みは体部＜底部） 〇見込みは同心円文(0.5%、2重以
（沈線の幅は1.5咄） 上）の暗文。

0高台は断面三角形でやや外方を向く 。0高台はナデつけ。

〇｛本部から口縁部まで内弯しながら 〇口縁部内端、外面を横ナデ。

立上がるやや深手の椀。口緑外端 0体部外面を粗いミガキ(0.25%）。

部は面をもち、内端は内傾した段 0内面は粗いケズリ状のミガキ(0.25

をつくらず、沈線のみもつ。 ％）が交差する。

（沈線の幅は1.5%) 

0祖、黒色微砂粒の

他にくさり礫が極
少拭と、白色砂粒
(0.5%） を含む。
0灰色Nジ～NY。
0内面の ミガキは金
色。
0外面に接合痕。

015.4（復）

0 5.0（現）

51 I 
0不明

040%（残）

0底部を欠く。 イ本部から口縁部まで o口縁部内端、外面を横ナデ。 0精緻、黒色微砂粒

内弯しながら立ち上がる。 0イ本部外面は口縁部から体部上位ま を含む。

0口縁端部はわずかの幅が内傾する。 でミガキ (1%）。イ本部中～下位に

（沈線の幅は 1"½n) 
火ぶく れ状のものが残る。

0外面灰色Ny。

0内面はほぼ密なミガキ(0.5%、40 内面暗灰色NY。
条）の上に、やや細い綾杉状の文 0外面に重ね焼き痕。

様 1対を 6~7ヵ所施す。

0見込みはナデの上に連結輪状(o.sIo精緻、黒色微砂粒、
~1%)の暗文。 くさり礫少量含む。

0高台は幅広くナデつけ。 0灰色Ny~y。

0底部外面は粗ナデ。

0不明 〇少し丸底気味。

0 1.0（現） （厚みは体部＝底部）

52 
o s.1 Io高台は断面三角形。

椀 I 52 I ~底部のみ（残）

0不明 〇丸底。 〇イ本部内面の ミガキ (0.5%）が少し 0精緻、黒色微砂粒

0 1.5（現） （厚みは1本部＜底部） 残る。 を少量含む。

A2 | 53 | o 5.1 0高台は断面三角形で、底部周縁に 0見込みは一定方向のナデの上に、 0灰色NY。

0底部のみ 余分の粘土がドーナツ状を呈す。 同心円文 (1.5咄、 4重）の暗文。

0高台はナデつけ。

0底部外面は粗ナデ。

- 73 -
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番
号

器
形

器
種

法量(cm) 形態の特徴
ヽ

技法の特徴 備 考

0不明

0 2.2（現）

54 
0 5.0 

椀 1 | o底部のみ

0丸底。 0体部外面を指押え。

（厚みは体部＜底部） 0内面はほぼ密にミガキ(1%）。

0高台は断面三角形、幅は均ーでな 0見込みはナデの上に同心円文 (1

い。 ％、 2重）の暗文。

0高台は幅広くナデつけ。

0精緻、黒色微砂粒

の他に白色微砂粒、

くさり礫を少量含

む。

0灰色NY。

0不明

O 3.5（現）

A2 | 55| o 5.0（後）
0底部のみ

0丸底。体部が大きく開く。

（厚みはイ本部＞底部）

0高台は(53)と同じ。

〇イ本部外面、底部外面まで粗ナデ。 0精緻、黒色微砂粒

体部中位までミガキ(0.5%）。 を少量含む。

〇イ本部内面はやや密にミガキ(1咄）。〇灰色Ny~Nク。

0見込みはナデの上に同心円文 (1Io外面に重ね焼き痕。l
咄）の暗文。

015.6（復）

0 5.2 

椀

瓦

器

B2-I 

56' 
0 4.0 

椀

B2-2 

033.3 

（径高指数）

045%（残）

014. 7 

0 4.9 

57 
, O 3.6 

033.0 

（径高指数）

025%（残）

015.0（復）

0 4.45 

58' 
0 4.9 

029. 7 

（径高指数）

030%（残）

015.2（復）

O 3.9（現）

59 I 
0不明

030%（残）

0高台はナデつけ。

0丸底から体部は内弯しな がら、口 0口縁部内端、外面を横ナデ。

縁端部までなだらかに開く 。器壁 0体部外面を指押え。

は薄い。 0体部内面はやや密にミガキ(0.5~

（厚みは口縁部<1本部＞底部） 2%、14条）

0高台は断面三角形。 0見込みは斜格子(0.75%）の暗文。

0丸底から体部は内弯しながらその
まま口縁部まで開く 。
（厚みは体部＞底部）

0 口縁端部は少し外を開き 、丸く納
める。

0高台は断面三角形で、ベタッとし
て、やや小ぶりだがし っかりして
いる 。

0高台はナデつけ。

0口縁部内外面を横ナデ。
0体部外面を指押え。
0体部内面はナデの上に、中位に粗
＜幅の広いミガキ (2咄）。

0体部中位～見込みは斜格子(0.5-
1%)の暗文。
0高台はナデつけ。

0(57)と同じ形態で、口縁部がやや外 0口縁部内外面を横ナデ。

反し、端部を丸く納める。 0体部外面を粗ナデ。

（厚みは体部＝底部） 0体部内面は口縁部からミガキ (2

0高台は断面三角形。 ％、 5条）

0見込みは平行線 (1.5%)の暗文。

0高台はナデつけ。

0(56)と同じ形態だが、浅くなる。口 I゚口縁部内外面を横ナデ。
縁端部は丸く納める。 0体部外面を指押えとナデ。

0体部内面は粗ナデの上を粗く幅の

広いミガキ (2%、11条）。

0見込みは平行線（ 1％)の暗文。

0やや粗、黒色微砂

粒を少量と白色砂

粒を含む。

0灰色Ny~Nシ'。
0内外面に大きく重

ね焼き痕。

0精緻、黒色微砂粒

を含む。他に極少
鼠の白色微砂粒を

含む。
0暗灰色 Nジ。
0内外面、重ね焼き
痕。

0内外面、油膜。

0精緻、白・黒色微

砂粒、くさり礫を

少量含む。

0灰色NY。

0精緻、黒色微砂粒

の他に、くさり礫、

白色微砂粒を極少

量含む。

0灰色Ny。

0 4.2 

60' 
0 4.6 

椀 I 61 

014.4（復）

029.2 

（径高指数）

025%（残）

0不明

0 1.8（現）

0 5.4 

0底部のみ

0(59)と同じ形態。

（厚みは口縁部＞体部＞底部）

0高台の形は大きさが不均ー。

0丸底。

（厚みは体部＞底部）

0高台は断面三角形。

0口縁部内端、外面を横ナデ。 0精緻、白 ・黒色微

0体部外面を指押え。 砂粒を含む。
0内面をナデの上に幅の広い不規則
なミガキ (2~ 3咄）。

0灰色Ny。

0体部上位～見込みは平行線(0.5~ 0外面に重ね焼き痕。
1咄）の暗文。 〇しっ かりした焼成。1
0高台は雑にナデつけ。

0体部から底部外面を粗ナデ。

0見込みは斜格子(1.75咄）の暗文。

0高台はナデつけ。

0やや粗、黒色微砂

粒の他に、くさり

礫、粗い白色砂粒

を含む。

0灰色NY。

0不明

B2-1 I M I 
0 2.0（現）

62 
0底部のみ

0少し丸底気味。

（厚みは体部＞底部）

0高台は断面三角形でやや外方を向

く。

0体部から底部外面を粗ナデ。 0精緻、黒色微砂粒

0見込みはナデの上に斜格子(1.5%) を含む。

の暗文。 0灰色NY。

小

皿 I 63 

a1 

0 9.8（復）

0 1.6 

010%（残）

0平底から屈曲して外上方へ開く口 10口緑部内外面を横ナデ。 0精緻、白・黒色の

縁部。口縁端部は丸く納める。 0口縁部内面は更に粗いミガキ (2 微砂粒を含む。

咄）。 〇灰色NY。
0見込みはナデの上に斜格子文 (1Io底部外面に重ね焼
％）の暗文。 き痕。

- 74 -



S E02 

番
号

器
形

器
種

法量(cm)

0、10.4（復）

小

皿

0 1.65 

64 
I 050%（残）

形態の特徴 技法の特徴 備 考

0上げ底気味の底部から屈曲して外 0口縁部内外面と、見込みの半ばま 0(64) やや粗。

上方へ開く口縁部。 で横ナデ。見込みの中央部はナデ。 黒色微砂粒の他に

〇口緑端部は更に外方へ向き、丸く 0底部外面は指押え。 白色砂粒含む。

納める。 0見込みはジグザグ状の密な平行線 0灰白色NY。

(0.5-1%）の暗文。

0 9.5 

0 1.8 
a2 | 
65 
10完形

0(65) 精緻。

0暗灰色NY。

暗文は銀色。

小

瓦

器

皿

0 8.5（復）

0 1.5 

66 I 
035%（残）

0形態は(65)と似るが、口縁部は少し 1゜口縁部内外面を横ナデ。

外弯気味で、上端部に面をもつ。 0底部外面に指押えとナデ。

0精緻、黒色微砂粒

を含む。

0見込みはやや粗いジグザグ状の平 |0灰白色Nダ～NY。
行線 (1~1.5咄）の暗文。

0 8.6（復）

0 1.2 
a3 | 
67 
I 030%（残）

0底部から口縁部までなだらかに開 〇口縁部内外面を横ナデ。 0精緻、黒色微砂粒

0底部外面に指頭圧痕。 を少量含む。

0口縁端部は少し尖り気味。 0見込みはジグザグ状の平行線 (1I o灰色NY～灰白色
％）の暗文。 Nダ。

0風化気味。

小

O 8.8（復）

0 1.6 

68 I 020%（残）

0丸底からゆる＜内弯しながら口縁 0口縁部内外面を横ナデ。 0精緻、黒色微砂粒

部へつづき、口縁部が外反する。 0底部外面は粗ナデ。縦ジワが残る。 の他に少量の白色

0口縁端部は更に外方へ向き、少し 0見込みはナデの上を粗いジグザグ 微砂粒含む。

尖り気味。 状の平行線(0.25-0.5%）の暗文。 0灰色NY～灰色N

y。

皿 I69 

O 8.6（復）

0 1.65 

040%（残）

0(68)と同じ。 0口縁部内外面を横ナデ。

0底部外面をナデ （ヒビが残る）。

0見込みは一定方向のナデの上に、

粗いジグザグ状の平行線 (2%)

の暗文。

0精緻、白・黒色微

砂粒を含む。

0灰白色NY。

b, 1 1 0 8.4（復）

0 1.4 

70 
I 030%（残）

0平底で他の形態は(69)と同じ。 〇口縁部外面を横ナデ。 0精緻、黒色微砂粒

0見込みはナデの上に平行線 （1~ を少量含む。
1. 5%）の暗文。 0灰色Ny~Ny。

小

皿 I71 

C2 

010.0（復）

0 2.0 

060%（残）

0丸底から口縁部まで内弯しながら 0口縁部内外面を横ナデ。 0精緻、黒色微砂粒

開く 。 0底部外面を粗ナデ。 を含む。

0口縁端部は少し外方を向き、丸く 0見込みはナデの上にかなり密な ジ 0灰色NY、暗文は

納める。 グザグ状の平行線 (0.5~1%）の 銀色。

暗文。 0外面一部に油膜。

小

皿 I72 

d2 

羽

0 9.0（復）

0 2.0 

025%（残）

0やや丸底気味の底部から、なだら 0口縁部内外面を横ナデ。 0精、白・黒色微砂

かに内弯して口縁部へつづく 。端 0口縁部内面は更にミガキ。 粒、くさり礫を含

部は厚くなり丸く納める。 0見込みは斜格子 (1~l.5%）の暗 む。

0外面の口縁部下位に、強いナデに 文。一方向の線が強く他方の線は 0灰白色lOYR%~

よる凹線をつくる。 みえにくい。 浅黄橙色 5YR%。

0炭素の吸着がない。
| 

0粗、白・黒色の粗

ぃ砂粒を含む。

0灰色NY。
0内面は摩滅。

0鍔の下に煤付着。

016.8（復） 0内傾するイ本部から口縁部につづき、 0口縁部外面と鍔部周辺は横ナデ。

0 4.0（現） 口縁部外面にはナデにより、二つ 0内面は横方向の細かいハケ目が少

73 I 0口縁部10％ の段をもつ。 し残る。

釜 I
（残） 0口縁端部は内方に拡張後、丸く納

め、上端部に面をもつ。

0鍔は短かく、断面方形。
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且 晨 胃 法量(cm) 形態の特徴 技法の特徴 備 考

010 5 0脚柱状部のみ残存。体部との接合 0全体にナデ調整。 0やや粗、黒色微砂

瓦 （現存高） 面で剥離。 Of本部との接合部には中央に浅い凹 粒の他に日色の砂

O 2 5 〇イ本部との接合面には中央に浅い凹 みをもつ。 粒を含む。
74 

（脚柱の直径） みがあり、イ本部との間にわずかな 0黒色NY～銀黒色c
器 足 すき間があ ったようである。

028.0（後） 0丸い体部か ら外反して斜上方へ伸 0口縁部内外面と頸部内面は横ナデ。 0粗、黒色微砂粒と

甕 012.9（現） びる頸部。 0頸部外面は右上がりのハケ目 (5粂 白色砂粒を含む。

75 
0不明 0口縁部は更に外下方へ伸び、外端 /cm)の後、横ナデ。 0暗灰色NY～灰色

須 0口縁部45% 部に面をつくる。 01本部外面は平行IIllき。 NY。
B （残） 〇イ本部内面はナデ、指頭圧痕が少 し 0瓦質。

恵
029.4（復） 0直線的に外方に開くイ本部。

残る。

0内外面はロクロナデ。 0粗、白黒色微砂

捏 012.2（現） 0口縁部は上方へ拡張し、内傾する。0内面は更に乱方向にナデ。
粒と粗い白色砂粒
を多く含む。

器 鉢 76 
0不明 端部は丸味をもつ。 0灰白色Nジ。口縁

010%（残） 0口縁部すぐ下の器壁は薄くなる。
端面は灰色NY。
0体部内面下半部摩

C 0体部内外面はロクロナデにより凹 滅。

凸が残る。 0東播系の練鉢。

09.5（復） 0内傾するイ本部から外折する短かい 0内外面はロクロナデ。 0精緻、黒色微砂粒

『
03.0（現） 口縁部。外折部は薄くなる。 を含む。

0不明 0口縁端部は外傾する。
0素地ー灰色75Y%。

輸
77 
0口縁部25% 0頸部の下位に段をもつ。

0釉ーオリー プ灰2.5
GY%～オリープ

（残） 黒色5Y%。
入 褐釉四耳壺。

磁
0不明 0肉厚の底部から内弯しながらイ本部 0残存する体部外面から高台はヘラ 0精緻。

青 02.0（現） へつづく。 削り 。 0素地ー灰白色NJ/。

器 磁
04 4 0高台は断面方形で、 厚みは不均等。 0見込みは片彫りの刻文。 釉ーオリープ灰10

78 
0底部のみ 0内外面を施釉し、外面は高台の表 Y%。

碗 面までかかる。 刻文は暗オリ ープ

7.5Y%。

08.6（平） 0丸底気味の底部から屈曲 して口縁 0口縁部内外面から、見込みの半ば 0精緻、角内石を中

小 01.6（平） 部が外上方へ伸びる。 まで横ナデし、右廻りでナデを抜 心に白色砂粒、く

79 0※ 0口縁端部は丸く納めるものが多い。 くものが多い。 さり礫など微砂粒
皿 I つまみあげるものもある。 0見込みの中央部はナデ。 を含む。

b, 81 0底部外面はナデ、指押えなど。 0なかには白色の粗

い砂粒を少量含む

08.7（平） 0平底から口縁部までなだらかに内 ものもある。

小 01.5（平） 弯しながらつづく 。 0概ね、灰白色 '7.5

82 0口縁端部はbl~b，まで同 じ。 YR½ （通常乳灰
皿 I 

0底部の中央が肉薄になるものもあ 色と呼ぶ） ～にぶ
101 

土 b2 る。 い橙色 7.5YR¼ 

を中心にした色が

08.54（平） 0中央部が上げ底気味の底部から、 多い。

小 01.41（平） なだらかに内弯しながら口縁部に
O (143 ・ 160)は深手

102 つづく。
※ 

師 皿 ＼ 

0底部についてはb2~bsまで同じ。
0 (86 ・ 90 ・ 95 ・ 98 ・ 

112 99 ・ 108 ・ llO ・ 123 
b3 

137 ・ 140) (;J:.は計ま

08.4（平） 0平底から屈曲して口縁部が外上方
完形。

0 (92 ・ 96 ・ 97 ・ 100 

器 小 01.1（平） へ伸びる。
103 ・ 104 ・ 107 ・ 

113 
皿 I 119 ・ 124 ・ 143)は

132 半分以上。
b, 

0その他は10-45%

残。

08.1（平） 0平底。底部と口縁部の境界は肉厚 O (98・ llO)は内面に

小 01.3（平） になり、屈曲後外上方へ立つ。 煤付着。
133 

皿 I 
143 

bs 

- 76 -



S E02 

且 晨 貫 法量(cm) 形態の特徴 技法の特徴 備 考

013. 7（平） 0小皿b1の形態と同じ。 0小皿と同じ。 0小皿と同じ。

中 0 2.3（平）
144 

皿 I 
147 

bl 

013.0（平） 0小皿b3の形態と同じ。

土 中 0 1. 7（平）
148 

皿 I 
152 

b3 

師
013.3（平） 0小皿 b• の形態と同じ。

中 0 2.2（平）
153 

皿 I 

器
157 

b、

013 1（平） 0小皿b5の形態と同 じ。

中 0 2.4（平）
158 

皿 I 
160 

b5 

S E03 （第23図，図版四十一•四十七）

番
号

器
形

器
種

法量(cm) 形態の特徴 技法の特徴 備 考

015.2（復） 〇底部を欠く。体部は内弯しながら 0口縁部内外面を横ナデ。 0精緻。

椀 I I 03.4（現） 開く。 01本部外面は指押え。口縁部から体 0暗灰色Nツ。

161 
0不明 0口縁端部はわずかに内傾して沈線 部中位まで粗いミガキ (1咄）。

070%（残） （1咄）。 〇内面は密なミガキ(1.5%）。

A;-l 

椀

瓦

A2-1 

014.5 

0 3.8（現）

0不明
162 I 
045%（残）

0底部を欠く。

0内弯しながら口縁部までつづき、

端部が少し外方に開き、内傾して

沈線をもつ(1.5%）。

0口縁部内端、外面を横ナデ。 0微砂粒。

0体部外面は指押えの上に口縁部か 0灰色N尻。

ら体部下位まで粗いミガキ。

0内面は粗いミガキ（内外1.5咄）。

014.2 

椀

A2-2 

0 4.7 

163' 
0 5.0 

033.1 

（径高指数）

080%（残）

0やや丸底から内弯しながら開く体 0口縁部内端、外面を横ナデ。 0 白•黒色微砂粒を

部に少し屈曲して口縁部が立ち上 〇イ本部外面は指押えの上に、口縁部 含む。

がる。（厚さはイ本部＜底部） から体部上位まで粗いミガキ。 0灰白色NY。
0口縁端部は内傾して浅い沈線 (1I oイ本部内面はほぼ密にミガキ (2%10外面に粘土接合痕
咄）。 20条）。 をもつ。

0高台は断面三角形。 0見込みは同心円文(2重）。

0不明 1゜少し丸底。

01.2（現） 0高台は断面三角形。

05.0 

器 I 164 

椀
I 164 I 0底部のみ

0見込みはナデの上に連結輪状の暗 〇精緻。黒色砂粒を

文。 含む。

0高台はナデつけ。 0灰色Nダ。

A
 

0不明

01.1（現）

04.7 
165 I 
0底部のみ

0平底。（厚さは体部＜底部）

0高台は断面三角形。

0見込みはナデの上に同心円文(2.sI o精緻、微砂粒を含
％、 2.5重）。 む。

0高台は幅広くナデつけ。 0灰色NY。
0底部外面はナデ。
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番
号

器
形

器
種

法 量(cm) 形態の特徴 技法の特徴 備 考

014.5（復）

椀 I
0 4.4（現）

166 | o不明
020%（残）

Bい

〇イ本部から口縁部まで内弯しながら 0口縁内端、外面を横ナデ。

立ち上がる。底部にいくほど肉薄 0体部外面を指押えの上に、口縁部

になる。 からイ本部下位まで粗いミガキ。

0口縁端部は丸く納める。 0見込みには斜格子文 (1%）の暗

文。

0精緻、微砂粒を含

む。

0灰色 5Y%。

瓦 I
椀

I 167 

Bい

015.4（復）

0 4.3（現）

0不明

015%（残）

0 9.2 

小 I ()．2 6 

JIIl I 168 
| o50%（残）

I 

0直線的に外方に開く体部から屈曲 0口縁部外面、内面は上位を横ナデ。 0精緻、黒色微砂粒

して口縁部が外反。端部が外方を 下位に少し ミガキ (1.5%）。 を含む。

向く。 0内面は暗文の上に幅の広いミガキ 〇灰色NY。
0口縁端部は肉厚になり、丸く納め (2~ 3%）。 ミガキは銀灰色。

る。 0体部中位～見込みにかけて平行線

(1%）。

0中央部が少し上げ底気味の底部か 0口縁部内端、外面を横ナデ。内面 0精緻、黒色微砂粒

ら、外上方に口縁部が立ち上がる。 に横方向のミガキ。 を含む。

0口縁端部は丸く納める。 0見込みに ジグザグ状平行線 (1-Io灰色NY。
1.5%）の暗文。

a1 

小

器 l 皿 I169 
dl 

小

皿 I170 

d2 

0 8.4 

0 2.5 

045%（残）

0 9.2 

O 2.2 

015%（残）

0丸底から屈曲して口縁部が外上方 〇口縁部内外面～見込みにかけて横 0精緻、白色微砂粒

に立ち上がる。口縁端部はやや厚 ナデ。口縁部内面に粗いミガキ(2 を含む。

くなり、丸く納める。 咄）。 〇灰色NY。
0底部は非常に厚い。 0見込みに斜格子状 (2~5%）の

暗文。

0底部外面はナデ。

0丸底から屈曲して口縁部が外上方 0口縁部内外面～見込み半ばまで横 〇精緻。

に立ち上がる。口縁部が肉薄にな ナデ（右廻り）。 他はナデ。 0灰白色NY。
る。 0内面は口縁部から見込みにかけて 0炭素吸着にムラあ

0口縁端部は丸く納める。 幅の広いミガキ (2~4%）。 り。

0 9.05（平）

小 I171 I 
0 1.35（平）

171 I 030%（残）
皿

b2 I 172 

0 8.6 

小| | 
0 1.25 

皿 173
025%（残）

b, 

土

器

0平底から屈曲して口縁部が外上方

に伸びる。口縁端部はやや外方を

向き薄くなるが丸く納める。

O 7.0 

小| | 0 1. 0 
師 I皿 174

020%（残）

b5 

0平底。底部がやや出張り気味で、

稜を残して口縁部が外反する。

0口縁端部は丸く納める。

5

8

 

7
1
7
 

1

1
 

中

皿

b

012.6（平）

:::> 2. 05（平）

815~30%（残）

0平底から口縁部まで内弯しながら 0口縁部内外面～見込みにかけて横 0精緻、白色微砂粒、

つづく。 ナデ （右廻り）。他はナデ。 角閃石、くさり礫

〇口縁端部は上方へつまみ上げ、丸 0 (174)は底部がひび割れ状。 を含む。

＜納める。 (173)はやや粗。

0 (171)にぶい浅黄橙

色 5YR%。
0 (173)灰白色7.5Y

％。

0 (174)にぶい黄橙色

lOYR%。
O (176 ・ 178)精緻。

O (175 ・ 180 ・ 178)はや

や粗。

0 (179)は粗。

O (175 ・ 178 ・ 179)にぶ

い橙色7.5YR½

％。

O (177 ・ 180)にぶい黄

橙色lOYR%。
0 (176)灰白色2.5Y

肘。

0小皿 (b2）と 同じ。（イ本部が浅いも

のと 、強く内弯してやや深いもの

がある。）

0口縁端部は丸く納めるもの、尖り

気味のものがある。

中

皿 I179 
b3 

014.6Xl5.0 

0 3.0 

035%（残）

0中央部が上げ底気味の底部から内|0底部外面に指押えが残る。

弯しながら口縁部が立ち上がる。

〇口縁端部は丸く納める。
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昌 晨 貫 法 量(cm) 形態の特徴 技法 の 特徴 備 考

012.0 0小皿 (bりとほぼ同じ形態。

土 中
0 1.8 0口縁端部は上方へつまみ上げ、尖

師 皿 180 
020%（残） り気味。

器 b, 

： 

SE04 （第23図）

且 晨 貫 法 量(cm) 形態の特徴 技法の特徴 備 考

013.9（復） 0丸底から内弯しながら伸びる体部 0口縁部内外面を横ナデ。 0精緻、 黒色砂粒を

瓦 椀
0 4.5 に少し屈曲して口縁部が外反す る。 0体部外面を指押えの上に口縁部か 含む。

181 
0 4.6 （厚さは体部；；；；底部） らイ本部上位まで粗い ミガキ(1%）。 0灰色NY。

器
032.7 0口縁端部は内傾して沈線 (1%）。 0内面は粗いミガキ (1咄）。

A3 
（径高指数） 0高台は断面三角形。 0見込みの暗文は不明。

0高台はナデつけ。

S E05（第24~27図，・図版四十二～四十七）

番
号

器
形

器
種

法 量(cm) 形態の特徴 技法 の 特徴 備考

椀 033.5 

（径高指数）

030%（残）

0不明

0 2.2（現）

瓦

015.2 

0 5.1 

182' 
0 6.0 

器

A1 | 
183 1 
0 4.6 

0底部のみ

0平底から体部は内弯 して外上方に o口縁部内端、外面を横ナデ。 0精緻、白・黒色微

立ち上がり口緑部までつづく。（厚 0体部外面の整形は不明。上位～中 砂粒、 くさり礫を

みは体部＞底部） 位に ミガキ (0.5%）。

0口縁端部は内傾して浅い沈線。（幅
0内面はほぼ密に ミガキ(0.5咄）を

極少量含む。

施す。 0灰色Ny。

は1.5%）。 0見込みに連結輻状(1%）の暗文。 0風化気味。

0高台は断面方形でしっかりしている。0高台はナデつけ。

0丸底から内弯する体部。 0体部外面を指押え。 0精緻、白・黒色微

（厚みは体部＜底部） 0体部内面に幅広の ミガキ (2咄）。 砂粒を含む。

0高台は断面台形。 0見込みは十字方向のハケ目の上に 0灰白色Ny。

同心円文 (2%）の暗文。 0見込みに丸く重っ

0高台は底部に幅広 くナデつけ。 た粘土付着。

椀

014.3 

0 4.9 

184' 
0 4.6 

034.3 

（径高指数）

070%（残）

014.4（復）

0 4.15 

185' 
0 4.8 

028.7 

（径高指数）

025%（残）

014.4（復）

0 4.3 

186' 
0 4.7 

A2-2 

030.0 

（径高指数）

025%（残）

014.3（復）

0 4.2（現）

187 I 
0不明

020%（残）

0平底から体部は内弯 して外上方に O口縁部内端、外面を横ナデ。やや 〇精緻。

伸び、口縁部が屈曲して立ち上が 密な ミガキ (1%）。
Of本部外面を指押え。

0灰色NY。

る。（厚みは体部＜底部） o内面をナデの上にやや粗いミ ガキ 底部外面に焼成後

〇口縁端部は内傾して沈線 （幅は 1 (1%、30条）。 「＋」の印を入れる。

咄）。
0見込みは重ね置きで付着 した粘土
の上を同心円文 (2%)の暗文。 0高台の畳付にワラ

0高台は小さ く、断面三角形。 0高台はナデつけ。 状の痕跡。

0形態は(182)に似る。口縁端部は内 o口縁部内外面を横ナデ。 外面を粗 〇精緻、 黒色微砂粒
傾し沈線をもつ。上端面に沈線の い ミガキ (0.5%）。

0体部外面を指押え。
少量と極少量の白

つく ところがある。 0内面は密な ミガキ(1~1.5%、30 色微砂粒を含む。

（厚みは体部＜底部） 条）。 O灰色NY。

（沈線の幅は2%)
0見込みは同心円文(1~1.5%、 1
重） の暗文。 0内面はひどい風化。

0高台は断面三角形。 0高台はナデつけ。

0形態は(182)に似るが、やや偏平。

口縁部は内面で屈曲がみられる。

0高台は断面三角形でつまみ風。

0口縁端部の内外面を横ナデ。
0外面をナデ。口縁部から1本部上位

0精緻、 黒色微砂粒、

まで粗いミガキ (1%）。 くさり礫を少量含

〇イ本部内面はナデの上に、下部は密 む。
に上部は粗くミ ガキ (1~ 2%、 0灰白色NY。
30条）。
0見込みにわずかに暗文 (1%)が

〇口縁部にわずかに

残る 重ね焼き痕。

゜0高台はナデつけ。 0歪みがひどい。

0形態は(182)に似るが、口緑端部は 0口縁部内端、外面を横ナデ。 0精緻。

更に外上方を向く 。口縁部は肉薄 0体部外面は指押えの上を平滑にナ 0灰白色NY。

になる。 デ。口縁部から体部中位まで粗い 0全面風化。

（沈線の幅は0.5%） ミガキ (1%）。

0高台、底部を欠 く。 0内面はほぼ密にミ ガキ(1.5%、45

条）。
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番
号

器
形

器
種

法量(cnt) 形態の特徴 技法の特徴 備 考

014.0（復）

0 4.0（現）

188 
0不明

椀 I188 I ~3·0% （残）

A2-2 

013.8（復）
0 4.5 

゜｛ 
5.0(外側）

189 I '2. 9（内側）
032.6 
（径嵩指数）
020%（残）

013.6（復）

0 4.7 

190' 
0 4.0 

瓦
1 椀

035. 7 

（径高指数）

025%（残）

013.1（復）

0 4.2 

191' 
0 4.3 

032.1 

（径高指数）

030%（残）

0形態は(182)と同じ。全体に肉厚。 0口縁部内外面を横ナデ。 0精緻。

（沈線の幅は2.5咄） 0イ本部外面は指押えの上をナデ、口 0灰色NY。

0高台・底部を欠く 。 縁部からイ本部下位まで粗いミガキ 0外面は炭素の吸着

(0.5%）。 がムラ。

0内面はナデの上にほぼ密なミガキ

(0.5咄、 40条）。

:;琵芸竺芦こ；；：つけ I ／凰讐鰐〗戸竺戸〗::。 I;:：こ；；：：し。1

0口縁端部は浅い沈線をもつ。

（幅は 1%) 

0高台は断面三角形。

0丸底から体部はほぼ直線的に伸び、 0口縁部内外面を横ナデ。 0精緻、黒色微砂粒

口縁部へつづく 。 Oイ本部外面は指押え、口縁部～イ本部 少量と白色微砂粒

（厚さは体部＝底部） 中位を粗いミガキ(1%）。 を極少量含む。

0口縁端部は内傾し沈線。 0内面はナデの上にミガキ(1~1.5 0灰白色NY。

（幅は 1%) %、 21条）。

0高台は紐状で形は一定しない。 0見込みに同心円文(1.5%）の暗文。

0形態は(182)の小型化したもの。 O口縁部内外面を横ナデ。外面に粗 0精緻、白色砂粒を
（厚みは体部＝底部） いミガキ(1%）。 極少駄含む。

〇｛本部外面を指押えの上にナデ。 0灰色NY。
0内面をナデの上に粗いミガキ (1I o炭素の吸着は外面
％、 20条）。 がムラ。
0見込みの暗文は不明。 0体部外面に重ね焼
0高台はナデつけ。 き痕。

A3 1 | 013.0（復） 0底部を欠く。 0口縁部内面、外端部を横ナデ、口 I0精緻
0 4.2（現） 0ほぼ直線的に斜上方に伸びるイ本部 縁部外面にミガキ。 0灰白色Nツ。

192 I 
0不明 から口縁部が更に外反する。 0内面体部下位に粗いミガキ。

010%（残） 0口縁端部は肉薄になり内傾して沈

線。

(1 %) 

011.8（復）

0 3.9 

椀
193' 
0 3.6 

033.1 

（径高指数）

025%（残）

012.2（復）

0 3.6 

器

A4 l 194 | 0 4.4 
029.5 

（径高指数）

035%（残）

012.0（復）

0 3.8（現）

195 I 
C)不明

015%（残）

0 (190)と同じイ本部に、口縁部は屈曲 o口縁部内外面を横ナデ。
して外上方に立ち上がる。 0体部外面を指押え。口縁部から体

（厚さはイ本部＜底部）
部上位まで粗いミガキ（ 1％）。

0口縁端部は内傾し幅の狭い沈線。
0内面ナデの上に、粗いミガキ (1
咄、 18条）

(1. 5%) I o見込みの暗文は不明。
0高台は低くく断面三角形。 0高台はナデつけ。

0形態は(182)の小型で、口縁部が屈 0口縁部内外面を横ナデ。

曲して開く 。口縁端部はわずかの 。イ本部外面は指押えとナデ。口縁部

幅で内傾し、沈線の痕跡がある。 から体部上位まで粗いミガキ

（厚みはイ本部＜底部）
(0.5%）。
0内面はナデの上に、 下部は密に、

0高台は断面三角形。 上部は粗いミガキ (1~ 2咄）。
0高台はナデつけ、内側はナデ。

0やや粗、白色の砂

粒を含む。

0灰色NY。

0精緻、黒色微砂粒、
くさり礫を少量、
白色微砂粒を極少
量含む。
0灰色NY。
0外面体部に重ね焼
き痕。

0やや丸底気味の底部から内弯して 0口縁部内外面を横ナデ。 0精緻

立ち上がり、口縁部までつづく。 0体部外面に指押えとほと んど痕跡 〇灰色NY～灰白色

高台を欠く 。 程度のミガキがみられる。 NY。

0口縁端部は内傾して沈線。 0体部内面に粗いミガキ。

椀

011.0（復）

0 3.2（現）

196 I 
0不明

010%（残）

As I I 011.2（復）
O 3.8（現）

（）不明
197 I 
015%（残）

〇底部を欠く 。 0口縁部内外面を横ナデ。 1 0精緻。

0ほぼ直線的に斜上方に伸びる1本部 〇イ本部外面は指押え。 0灰白色7.5Y%。

から口縁部が角度をかえて立ち上 0体部外面に非常に粗いミガキ。

がる。

0口縁端部は内傾して沈線。

(1, 5%) 

〇底部を欠く。 1 ゜口縁部内外面をt黄ナデ。 0精緻。

0ほぼ直線的にあまりひろがらずに 0体部外面は痕跡程度のミガキ。 0灰色Nグ。

立つ体部からそのまま口緑部につ

づく。

0口縁端部は内傾して浅い沈線 (2

％） をもつ。
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番
号

器
形

器
種

法量(cm) 形態の特徴 技法の特徴 備 考

016.0 

椀，

198 
I o 5.0 
0 4.35 

B3 
027.2 

（径高指数）

020%（残）

0丸底から体部は内弯し、口緑部ま 0 口縁部内外面、 f本部外面の上部を 0やや粗、白色の微

でそのままつづく。口緑端部は丸 中黄ナデ。
Of本部外面を指押え。

砂粒を含む。

＜納める。 Of本部内面はナデの上に、粗いミ ガ 0灰色Nダ。

（厚さはイ本部＜底部） キ (1 ~1.5%）。

0高台は低くく断面三角形～台形。
of本部～見込みに平行線(1咄）のII音
文。
0芯台は しっ かりとナデつけ。

013.8 

0 3.7 

199 I 
0 3.5 

026.8 

（径高指数）

040%（残）

013.4 

0 3.65 

0 3.5 椀，
200 

瓦

027.2 

（径高指数）

055%（残）

013.5 

0 3.35 

0平底から体部は大きく内弯しなが 〇口緑部内端、外面を横ナデ。 0粗、くさり礫少量

ら開き、口縁部は少し外弯する。 Of本部外面を指押え。 と白色の粗砂粒を

端部は丸く納める。 0内面はナデの上に粗いミガキ(0.5
~1.5咄、 4条）。

含む。

（厚さは口縁部＜イ本部＞底部） 。イ本部中位～見込みは平行線(o.s"½n)I 0浅黄橙色lOYR%。
0高台は歪んだ断面三角形。 の暗文。 0炭素吸着は皆無。

0嵩台はナデつけ。

201' 
0 3.8 

024.8 

（径高指数）

055%（残）

B, I 202 

013.4 

0 4.0 

0 3.0 

029.9 

（径高指数）

080%（残）

013.2 

0 3.6 

203 I 
0 3.7 

027.1 

（径高指数）

075%（残）

014.5（復）

0 3.25（現）

204 I 
0不明

025%（残）

器 I椀
Ol2.2X 13.1 

0 2.5(3.3) 

205 I 
0 2.8 

022.8（指数）

060%（残）

0丸底で(199)と同じ。口縁部に近づ 〇口縁部内外面を横ナデ。 0精、黒色微砂粒を

くほど肉厚。端部は丸く納める。 Of本部外面を指押え。 少旦 と白色微砂粒

（厚さは体部＞底部） °イ本部内面はナデの上に粗い ミガキ
(1 ~ 2%、 6条）。

。 を極少量含む。

0高台は低くく断面逆台形。 Of本部～見込みは平行線 (2%）の °灰白色Nダ。
暗文。 0重ね焼き痕。

0嵩台は枯土紐を輪に貼り付け。

0 (199)と同じ形態。（厚さは口縁部＞ 〇口縁部内端、外面を横ナデ。 0粗、白色微砂粒と

体部＞底部） 0イ本部外面は指押え。 粗い砂粒を含む。

0高台はベタ ッとした断面三角形で、 0イ本部内面、見込みはナデ。口縁部 ゜灰白色Nジ。

最後に重なり合う 。中心がずれる。 から見込みにかけて間隔を広くあ
0内外面の半分は炭

素を洗い流した様。
けたミガキ (1.5%）。 0口縁内、｛本部外面

に重ね焼き痕。

0丸底から体部は大きく内弯しなが o口縁部内外面を横ナデ。 0粗、 白色微砂粒、

ら開き、口縁部は少し外弯する。 Of本部か ら底部外面を指押え。 粗い砂粒を含む。

（厚さはイ本部ニ底部） °イ本部内面はエ具による不定方向の くさり礫極少祉含

0口縁端部は丸く納める。
ナデの上にミガキ (3%、3重）。 む。

0体部中位～見込みは平行線 (1- Io灰色NY。
0高台は形状が一定しない。また一 2%）の暗文。 0炭素吸着のない部

周しない。 0高台は粘土紐を阜合に貼り付け。 分あり 。

0形態は(202)と似る。 0口縁部内端、外面を横ナデ。 0粗、白色の粗砂粒

（厚さは体ニ底部）
〇イ本部外面は指押えによる凹凸が著
しい。掌紋か。 を含む。

0高台は1本部のカープにつづき、断 0内面はナデの上に粗いミガキ (2
～ 3 %、 5条）。

0灰色NY。
面はベタッとした三角形。 0イ本部下位～見込みは平行線 (1~ 0見込みに重ね置き

~1.5呪n)の暗文で、 半分の面に片
寄る。 の粘土付着。

0高台はナデつけ。

B5 

013.2 

0 3.1 

206 I 
0 2.5(2. 7) 

023.5（指数）

025%（残）

0 (202)を低くくした形態。口縁部け 〇口縁部内外面を横ナデ。 0粗、 くさり礫、微

薄くな ってから、また厚くなり丸 0体部外面を指押え。 砂粒と 白色微砂粒、

＜納める。 〇イ本部内面はナデの上に幅の広い ミ 粗い砂粒を含む。

0高台、底部を欠く 。 ガキ (2~ 3%）を少し切れ切れに 0浅黄橙色lOYR%。

施す。 炭素吸着が悪 く一

部のみ灰色NY。

0 (204)と同じ形態。 0口縁部内端、外面を横ナデ。(20s)I oやや粗、 白 ・黒色
（厚さは口縁部＞イ本部＞底部） は口緑部内外面を横ナデ。 微砂粒、臼色砂粒

0高台は低くく痕跡程度、 一周しな 01本部外面は指押えの凹凸が著しい。 を含む。

い。 0体部内面の見込みはナデの上に間 0灰色Ny。

隔を広 くあけたミガキ。 0炭素吸着にムラ。

(205)は (2~ 3%、5条）
(206)は (2~ 3咄、やや粗<) o粗、白色微砂粒、
(207)は (2%、4条） 粗い砂粒を含む。

(208)は (2~ 3%、5条） o灰色NY。
0高台は粘土紐を外側はナデつけ、

内側はナデ。

013.0 

0 3.0 

207 I 
0 3.0 

023.1（指数）

045%（残）

0やや粗、 くさり礫

と白色微砂粒、砂

粒を含む。

0灰色NY。
0口縁部は炭素吸着

なし。
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番
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形

器
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法量(cm) 形態の特徴 技法の特徴 備 考

013.0 

0 3.2 

208 | 
O 3.0 

024.6（指数）

055%（残）

0 (205-207)と同じ。 O (205~207)と同じ。 0やや粗、くさり礫

白色微砂粒と粗い

臼色砂粒を含む。

0灰色Nダ。

0炭素吸着にムラ。

椀

012.6 

0 3.2 

209' 
0 3.0 

025.4 

（径高指数）

0完形

B, I I 012.0（復）

瓦

器

0 4.5 

210 I 
0 2.8 

036.9（指数）

045%（残）

O (204)と同じ形態、口縁部にいくに 0口縁部内外面を横ナデ。 0やや粗、黒色微砂

従い肉厚になる。 0イ本部外面は指押えの凹凸が著しい。 粒少量と白色微砂

（厚さは体部＞底部） 〇体部内面の見込みはナデ。口縁部 粒、粗砂粒を含む。1

0高台は体部と一緒になってしまう
から見込みにかけてミガキ (2~ 
3%) を切れ切れに施す。 0灰色NY。

ところあり、 一周しない。断面三 0高台は粘土紐を外側はナデつけ、 0外面に重ね焼き痕。1

角形。 内側はナデ。

0(204)を小型化した形態。口縁部に 0口縁部内外面を横ナデ。 0やや粗、黒色微砂

いくに従い肉厚。 0体部外面は指押えの凹凸力消いしい。 粒少量と粗い白色

（厚さは体部＞底部） 0体部内面はナデの上に粗いミガキ 砂粒を含む。

0高台は丸味をもつ。 (0.5-1咄）を切れ切れに施す。 0灰色NY。

小

皿

C 9.8 

0 1.8 

211 
,0完形

0平底からゆるやかに屈曲して外上 0口縁部内外面を横ナデ（右廻り）。

方に立ち上がる口縁部。 0見込みはナデの上にジグザグ状の

〇口縁端部は丸味をもつ。 密な平行線 (1.5咄）の暗文。

0底部外面は指押え。

0精、白・黒色微砂

粒を極少量含む。

0灰色NY~Y。
0外半分は風化。

0 9.6 

0 1.5 
a2 | 
212 
I 025%（残）

0 (211)と同じ形態だが少し浅い0 10口縁部内外面を横ナデ。 0精緻、黒色微砂粒、

0見込みはナデの上に間隔の粗い平 くさり礫を少量含

行線 (0.3%)の暗文。 む。

0底部外面は指押え。 0灰色Nダ。

小

皿 I213 

b2 

0 9.8（復）

0 1.8 

050%（残）

0平底から屈曲して外上方に立ち上 0口縁部内外面、見込みの上部を横 0精緻、黒色微砂粒、

がる口縁部。口縁端部は更に外方 ナデ。 くさり礫を少量含

を向く 。 0見込みは(212)と同じだが幅の広い む。

0口縁端部は少し尖り気味。 暗文 (1.5咄）。 〇灰色Ny。
0底部外面は指押え。

小

皿 I214 

b3 

小

皿 I215 

0 8.8（復）

0 1.4 

030%（残）

0 7.8 

0 1.35 

060%（残）

a4 

0口縁部内外面、見込みの上部を横 〇精緻、黒色微砂粒、

ナデ。 くさり礫を少量含

0見込みはナデの上に間隔の粗いジ む。

グザグ状平行線 (1~1.5%）の暗 0灰白色7.5Y%。

文。

〇底部外面は指押え。

0:：;：二：：：底部から外上 I：ごご；；今；月。 。口:::!:‘
0口縁端部は丸く終わる。 0底部外面は口縁部近くまで指押え。 む。

0灰色NY～灰白色
（風化部分）。

O (213)と同じ形態だが少し浅い。

020.0（復）

0 3.4（現）

216 
0口縁部10%

羽 I216 I （残）

0わずかに内傾する体部から口縁部|0口縁部、鍔部の内外面を横ナデ。
がほぼま っす ぐに立つ。

0口縁端部は内側に少し肥厚し、上

端部は面をもつ。

0鍔は幅が狭く断面方形。

0粗、粗い砂粒を多

く含む。

0灰色NY。
0鍔部下面以下は煤

けている。

019.6（復） 〇体部から口縁部まで、内方に少し 0口縁部外面～鍔部の下まで横ナデ。 0粗、黒色微砂粒、

0 3.4（現） 内弯しながら立つ。 0口縁部内外面を強い指ナデ、指押 白色砂粒を含む。

釜 I217 I O口縁部10% 0口縁端部は内傾し、面をもつ。 ぇ。 0灰色N夕。

（残） 〇鍔は幅が厚 く短かい。 0体部内面は板状工具によるナデ。 0やや軟質。
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種器 1 形器 番号 法量(cm)

0不明

瓦 I羽 I
010.5（現）

218 
0 2.1 

器 I釜
（脚柱径）

031.0（復）

0 4.3（現）

羽

219 0不明
0口縁部10%

（残）

釜
031.0（復）

I 0 8.6（現）
B 220 I O不明

0口縁部15%

（残）

032.6（復）

羽 025.8（現）

土 1 釜 221 0不明
C 0口縁～体部

80%（残）

0 8.3（平）

小 I 0 1.5（平）

皿
宇 0※

b, 231 

0 8.05（平）

小
I O 1.3（平）

師 I皿 宇
b3 
239 

0 8.3（平）

小
, 0 1 4（平）

皿
2t0 

b, 245 

0 8.2（復）

小 I
, 0 2 0 

器 1 皿 246

b5 

011.8（平）

中 247 IO 2.2（平）

皿

bI 
248 

012.8（平）

中 249 , 0 21（平）

皿・
b, 250 

S E05 

形態の特徴 技法の特徴 備考

〇イ本部はゆる＜内弯して底部につづ 0体部内面は横方向のハケ目(?)。 0粗、白色の粗い砂

き、脚部は断面円形の棒状。 0脚部はナデ。 粒を含む。

0灰白色7.5YY。

0体部内面は摩滅。

0内傾するイ本部から外折する口縁部。 0口縁部内外面、イ本部外面を横ナデ。0粗、角閃石、白色

0口縁端部は内方に巻き込み、丸く 〇イ本部内面を横方向へ、ヘラによる 微砂粒と臼色の粗

納める。 ナデ。 い砂粒、極少量の

くさり礫を含む。

0灰白色(7.5YR%）。

0内傾するイ本部から外折する口縁部。 0口縁部内外面～鍔部の下まで横ナ o粗、角閃石、白色
0口縁端部は上方にわずか肥厚する。 デ。 の微砂粒、砂粒を

0鍔は水平につき端部は丸味をもつ。〇イ本部内面の上部は斜方向のハケ目、 多く含む。
0にぶい橙色7.5YR

下部は指押え。 ％。
0鍔部下面、内面外
折部に煤付着。

0楕円形の体部に内傾する口縁部が 0口縁部外面～鍔の下まで横ナデ。 0粗、角閃石、白色

つづく。 0口縁部内面はヘラによるナデ。 の微砂粒砂粒を多

0口縁端部は外方に肥厚し、丸く納 0体部外面は叩き目の上をヘラ削り。 く含む。

める。 0体部内面は板状工具によるナデ。 0赤橙褐色～乳褐色。l

〇鍔はわずかに上方を向き端部は丸い。 0体部に穿孔をもつ。 0体部内面の下部は

0底部を欠＜。 剥離。

0平底から口縁部までなだらかに内 0口縁部内外面から見込みにかけて 0精緻なものとやや

弯しながらつづく。 横ナデ。（右廻りでナデを抜くもの 粗い胎土のものが

0口縁端部は丸く納めるかつまみ上 が多い。 ある。角閃石、く

げる。 0見込みの中央部はナデ。 さり礫を中心に、

0中央部が上げ底気味の底部から、

なだらかに内弯しながら口縁部に

つづく。

〇口縁端部は (b,)と同じ。

0平底から屈曲して口縁部が外上方

へ伸びる。

0口縁端部は丸く納めるもの、やや

尖り気味のもの、つまみあげるも

のがある。

0やや丸底気味で、出張り気味の底

部から、口縁部が屈曲し外上方に

外反する。

0口縁端部は内方に肥厚する。

0丸底気味の底部から屈曲して、ロ

縁部が外上方へ伸びる。

0口縁端部は丸く納める。

0小皿 (b2)形態と同じ。
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0底部外面はナデ、指押えなど。 白色微砂粒を含む

ものがみられる。

0にぶい黄橙色

lOYR%、i曳黄橙免
7.5YR％のものが

多い。

0※ 

0222、230、237、24]→

244はほぼ完形。

0223、228、229、23l~

233、240、245、250は

半分以上。

0その他は20-45%

（残）。



S E05 

番
号

器
形

器
種

法量(cm) 形態の特徴 技法の特徴 備 考

中

皿 I251 
b3 

010.6（復） LO小皿 （bり形態と同じ。
0 1. 75 

0小皿と同じ。 0小皿と同じ。

土

中 252 
師 I皿・
b, 253 

器

011.4 

0 1.85 

0小皿（b,)形態と同じ。

0平底。小皿 (b,)形態と同t。

中

皿 I254 

bs 

010.2 

0 1.5 

024.0（復）

甕 I 0 8.2（現）

255 
0不明

A I 
0口頸部15%

（残）

027.0（復）

0 8.4（現）

256' 
0不明

0口頸部15%

（残）

0なだらかに内傾して伸びる体部か 0口縁部内外面、頸部外面を横ナデ。0粗、白色砂粒と極

ら、ゆるやかに屈曲して、やや外 〇イ本部外面は平行叩き目。 少量のくさり礫を

反気味に上方へ短く立ち上がる頸 〇イ本部内面に同心円文の叩きの上か 含む。

部。 ら頸部内面にかけて横ナデ。横ナ 0橙色2.5YR%。

0口縁部は外反し、端部は外傾し、 デによる稜線を残す。

面をつ くる。

0内傾する体部に大きく外弯しなが

ら頸部から口縁部につづく。

0口縁部の先端は段をもち肉薄にな

り、外端面をつ くる。

〇イ本部下半～底部を欠 く。

〇口縁部～頸部内外面を横ナデ。 0やや粗、角閃石、

0体部外面は上部を斜め方向の叩き、 くさり礫、 白色の

下部を横方向の叩き目。
微砂粒に、角閃石

〇イ本部内面はナデ、粘土の継ぎ目が
は粗い砂粒も含む。＇
0黒色 （外面～口縁

残る。 内面）。その他は黒
褐色7.5YR%。

須

恵

器

甕，
257 

025.0（復） 〇短かく立つ頸部から水平近く外反 0口縁部内外面と頸部内面をロクロ 0粗、 角閃石と白色

0 5.5（現） する口縁部。 ナデ。 の微砂粒、粗い砂

0不明 0口縁端部は上方に肥厚。 外端面を 0口縁部の下部は叩き目の上から口 粒を含む。

〇口頸部10% もつ。 クロナデ。 0紫灰色 5P%。

（残） 0体部～底部を欠 く。 0頸部の下に沈線を二条もつ。

023.6（復）

0 6.2（現）

258 I 
0不明

0口頸部15%

（残）

0肩部が強く張り 出すイ本部から口縁 0口縁～頸部の内外面 （頸部外面は 0やや粗、 白色砂粒

部が外反する。 平行叩き目の上）を横ナデ。 を含む。

0口縁先端部は段状を呈し、肉薄。 0体部外面は叩き目の上をナデ。 0灰色Nダ。

0体部内面は指押えとロクロナデ。

B 
I 259 

026.0（復）

0 7.5（現）

0不明

0口頸部10%

（残）

0肩部で丸く張り出す体部から口縁 0口縁部 （頸部）の内外面をロ クロ 0粗、白 ・黒色の微

部が外反する。 ナデ。 砂粒～粗い砂粒を

0口縁端部を欠くが（ ）と 同じ形態 0体部外面は叩き目 （交差し て斜格 含む。

になると考えられる。 子状）。 〇灰白色Ny。
0体部内面をナデ。

-----, 
026.6（復） 0内傾する体部から短かく外反する 0口縁部外面の下部に叩き目を施し 0粗、白・黒色の微

0 5.8（現） 口縁部。 た上に、内外面を横ナデ。 砂粒～粗い砂粒を

260 I 
0不明 0口縁先端部は段状を呈し肉薄。 0体部外面は叩き目 （交差して斜格 含む。

0口頸部12.5% 子状）。 〇灰色NY~NY。

（残） 0イ本部内面はナデ。

035.2（復） 〇直線的に外上方に開 く体部。

捏
0 3.3（現） I 0口縁端部は断面三角形。

鉢 261
0不明

A 
C)小片

0外面口緑部～体部にかけてロクロ 0粗、白色砂、微砂

ナデ。 粒、黒色砂粒を含

0内面はナデ。 む。

0暗青灰色 5PB½' 
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S E05 

且 眉 胃 法量(cm) 形態の特徴 技法の特徴 備 考

035.4（復） 0直線的に外上方に開く体部。 0内外面をロクロナデ。 0粗、白色砂、微砂

0 3.3（現） 0口縁外端部は丸味をもつ。 粒を含む。

262 
0不明 0青灰色 5PB%。

須 捏 0小片

恵 鉢
028.6（復） 0直線的に外上方に開く体部。 0内外面をロクロナデ。 0やや粗、黒色微砂

0 4.8（現） 0口縁部は断面三角形を呈し、 端部 0体部内面［ょロクロナデの上にナデ。 粒、くさり礫を極
器 A 0不明 は尖り気味。 少量白色微砂粒～

263 
0口縁部10% 粗砂粒を含む。

（残） 0紫灰白 5RP%。

010. 7（復） 0短かく立つ頸部から口緑部が外反 0全面をロクロナデ。 0精良。

i 
0 3.15（現） し、端部は外下方に屈曲する。 0内外面に施釉。白釉の厚みは 0.5 0素地、灰白色lOYR

264 
0不明 0体底部を欠く。 %）。 肘。

0口縁部20% 0釉、灰白色7.5Y%。

（残）

輸
015.2（復） 〇イ本部はほぼ直線的に外上方に開き、 0全面をロクロナデ。 0精良。

0 2.8（現） 口縁端部は屈曲後、水平近くに伸 0内外面に施釉。 0素地、白灰色。

265 
0不明 びる。 0内面はやや荒く、外面は細かく、 0釉、白灰色。

白 0小片 0底部を欠く。 貫入。

入

磁
016. 7（復） 0体部から口縁部までなだらかに内 0内面をカンナ削り。 0精良、黒色微砂粒

磁 0 3.4（現） 弯しながらつづく。 0外面をロクロナデ。 少量を含む。

碗 0不明 0口縁部は外側に折り返し小さい玉 0素地、灰白色7.5Y
266 
010%（残） 縁をもつ。 ％。

器
0釉、灰白色lOY封。

016.5（復） 0体部から口縁部まで内弯しながら 0全面をロクロナデ。 0精良、黒色微砂粒

青
0 3.7（現） 口縁部へつづく。 0体部外面はロクロナデによる凹凸 を含む。

0不明 0口縁端部は丸く納める。 の上に櫛目文。 0素地、灰白色7.5Y
磁 267 

0小片 0底部を欠く。 0内面に片彫りによる文様。 ％。
碗

0釉、灰白色lOY封

～％。

0不明 0内傾する体部から強く内弯しなが 0口縁部内外面を横ナデ。 0粗

016. 7（現） ら口縁部へつづく。 0体部外面をナデ、自然灰釉。 0暗褐色7.5YR％が

268 
0不明 0口縁端部は段状を呈し、肉薄にな 0体部内面を指押えとナデ。 主な色。

0小片 る。

陶 常

0不明 0平底からほぼ直線的にイ本部が開く 。0内面を指押えとナデ。 0粗、粗い砂粒を含

010.0（現） 0外面は部分的に灰釉。 む。

滑
'.) 15.0 0にぶい褐色 7.5Y 

269 
0底部のみ ％。

器 焼 051.4 0平底から腰部までなだらかにひろ 0口縁部内外面を横ナデ。 0粗

078.2 がり、肩部は内傾する。 0内面頸部はナデ。 0灰色NY。

270 
017.0 0頸部は屈曲し、下位は内傾、上位 0肩部はていねいに指押え。 I 
077.8（腹径） はほぼ直立する。口縁部は水平近 〇腰部から底部までナデ仕上げ。 黒褐色％

060%（残） くに外反する。 0外面全面に自然釉。

0口縁端部は上・下に肥厚する。 0肩部から底部まで押印文。

： 
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SE 06·7 （第28図，図版四十七•四十八）

旦I晨I胃I法量(cm) 形態の特徴 技法の特徴

013.6 

0 4.2 

271 
0 5.0 

椀 I | o30.9 
070%（残）

瓦

器

A, 

012.80 

0 4.3 

272' 
0 2.5 

033.6 

（径高指数）

0完形

0丸底からほぼまっすぐひろがる体 0口縁部内外面を横ナデ。

部に口縁部が屈折して立ち上がる。 Of本部外面を指押えの上に、口縁部
からf本部上位までミガキ (1%）。

（厚 さは体部＞底部） of本部内面はナデの上に粗いミガキ

0口縁端部は内傾して沈線（幅 1%）。 （0.5~1.5咄、 17条）

0高台は断面三角形～逆台形、底部
0見込みはナデの上に同心円文(1.5 
呪n、 3重）の暗文。

と同じぐら いの出っぱり。 0高台はナデつけ。

0 (271)と同じ。 0口縁部内端、外面を横ナデ、外面
はその上に粗いミガキ (1%）。
of本部外面は底部まで指押え。
Of本部内面はナデの上にやや粗いミ
ガキ (1-1.5%、25条）
0見込みはナデの上に同心円文(0.5
~ 3%）の暗文。
0高台はナデつけ。

備考

0精緻、黒色微砂粒

を極少量含む。

0灰白色Ny。

ヘラミガキは灰色

Nク。

0精緻、白色微砂粒

を少量含む。

0暗灰色NY。
0炭素吸着にムラあ

り。

小

皿 I273 

a3 

0 8.1 

0 1.45 

080%（残）

0平底から口縁部が屈曲して外上方 0口縁部内外面～見込みにかけて横 0精緻、黒色微砂粒

へ伸びる。（厚さは体部＜底部） ナデ。 を極少量含む。

0口縁端部は丸く納める。 0見込みはナデの上に ジグザグ状の 0灰色Nク。

平行線 (1~1.5%）。

0底部外面は指押え。

小

皿 I274 

Cl 

7.8 

0 1.35 

045%（残）

0丸味をもつやや不安定な底部から、 0口縁部内外面を横ナデ。

口縁部が外反する。（厚さはイ本部< 0見込みはナデの上に ジグザグ状の

底部） 平行線 (0.5%)の暗文。

0口縁端部は丸く納める。 0底部外面は指押え。

0精緻、黒色微砂粒

を少量含む。

0灰白色NY。
0内面は炭素吸着に

ムラ。

5
 
7
 
2
 

青

磁

碗

輪

入

磁

器

0不明

0 4.0（現）

0 4.2 

0厚い平底から内弯しながら立ち上 0高台まで施釉。

がるイ本部。 0底部外面、畳付部はヘラ削り。

0高台は断面方形。幅は不均ー。 0体部にヘラによる蓮弁文。

0精良。

0素地、 灰白色Nダ。

釉、オリープ色。

0 7.9（平）

小 I276 I 
0 1.35（平）

276 I 030%（残）
皿

bl 
| 277 

土 1
0 8.2（平）

0 1.15（平）

小 278 C)65%（残）
皿・
b, I 279 

0丸底気味の底部から屈曲して口縁 0口縁部内外面～見込み半ばにかけ 0精緻、角閃石、白

部が外上方へ伸びる。 て横ナデ（右廻り） 色微砂粒、 くさり

0口縁端部はつまみ上げ風。 0見込みはナデ。 礫を含む。

0外面底部は指押えかナデ。 O (278~280)浅黄橙色

7.5YR%~％。

0 (276)灰白色7.5YR

封。

0 (277)浅黄色 2.5Y 

％。

0 (281)灰白色 2.5Y 

％。

0中央部が少し上げ底気味の底部か

らなだらかに内弯しながら口縁部

につづく。

0口縁端部は丸く納める。

師

器

0 8.6 

0 1.0 

皿
小 I280 I 045%（残）
b, 

0平底から屈曲して口縁部が外上方

へ伸びる。底部が肉厚。

0口縁端部は丸く納める。

012.6 

0 1.8 

中 I281 I 015%（残）
皿

bl 

0小皿 (b,) と同じ形態。

8
2
.
8
3
 

2

2

 

捏

鉢

須

恵

器

0計測不能

0小片

0直線的に開くイ本部から口縁部にっ 0口縁部内外面～イ本部外面は横ナデ。0やや粗、白 ・黒色

づく。 0体部は斜めにナデ。 の砂粒を含む。

0口縁端部は下方に少し肥厚する 0口縁外端面に自然釉。 0明青灰色 5PB%。

(282)。 0口縁端面は暗青灰

0口縁端部は断面三角形(283)。 色 5PB%。
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且 晨 貫 法量(cm) 形態の特徴 技法の特徴 備 考

015.0（復） 0底部を欠く。 0口縁部を横ナデ。 0精良、白色微砂粒。

瓦 椀
0 3.0（現） O (271)と同じ形態でやや大きい。 0体部内外面を粗いミガキ。 0灰色NY。

284 
0不明

器 A,-, 

0 4.6（現） 0底部を欠く 。 O (285)口縁～体部の内外面を横ナデ。 0精良、微砂粒。

土 羽
285 0 2.2（現） 0肩部に水平方向の鍔が付き口縁部 O (286)口縁～鍔部下まで横ナデ。体 0灰白色2.5Y%。
0不明 は内方に向く 。 部外面を削り、内面をヘラ状工具

師
037.6（復） 0口縁端部はやや肥厚する。 でナデ。 0粗、白色砂粒。

器 釜
286 0 9.0（現） 0橙色 5YR%。
0不明

S K22（第29・ 30図，図版四十九～五十四・六十九の 1)

番
号

器
形

器
種

法量(cm) 形態の特徴 技法 の 特徴 備 考

015.9（復）

0 3.3（現）
0不明

287 I 
025%（残）

0底部を欠く 。体部は内弯しながら 0口縁部内外面を横ナデ。 0精緻。

立ち上がり少し屈曲後、口縁部が 0体部外面を指押え、掌紋が残る。 0灰色NY。

外反する。 0中位にやや密なミガキ (1%）。

0内面はナデの上にやや粗い ミガキ

(1. 5%、28条）。

椀
015.0（復）

0 3.6（現）

288 I 
0不明

020%（残）

〇底部を欠く。体部は(287）と同じ形 10口縁部内外面を横ナデ。 1 0精緻。

態。（沈線の幅は 1咄） 0体部外面を指押え。口縁部から体 o灰色Nジ。
部中位まで粗いミガキ (1咄）。

0内面はナデの上にやや粗いミガキ。

(1%、15+a条）

瓦

器

A2-2 

014.5（復）

0 4.2（現）
0不明

289 I 
015%（残）

0底部を欠く、体部は(287)と同じ形 0口縁部内外面を横ナデ。

態。（沈線の幅は 1咄） 0イ本部外面を指押え。口縁部から体

0口縁部はやや肉薄になる。 部中位まで粗いミガキ (1%）。

〇イ本部内面ナデの上にほぼ密なミガ

キ (0.5-1%）。

0精緻、黒色微砂粒、

くさり礫を含む。

0灰色Ny。

014.2（復）

O 3.9（現）

290 I 
0不明

030%（残）

0底部を欠く。体部から口縁部まで 0口縁部内外面を横ナデ。 ・0精緻、白色微砂粒、

内弯しながらそのままつづく 。 〇イ本部外面は指押え、口縁部から体 くさり礫を含む。

0口縁端部は内傾し沈線をもつ (2 部中位までやや密なミガキ(0.5%）。 0灰色NY。

咄）。 〇内面はナデの上にほぼ密なミガキ 0外面に重ね焼き痕。

(0.5-1.5咄、 30条）。

椀

014.5 

0 4.8 

291' 
0 4.85 

033.1 

（径高指数）

0完形

014.5 

0 4.5 

292' 
0 4.7 

031.0 

（径高指数）

070%（残）

0やや丸底の底部からイ本部は内弯し 〇口縁部内外面を横ナデ。 0精緻、くさり礫を

ながら立ち上り、少し屈曲後口緑
0体部外面は指押え、掌紋がみられ、

部が外反。 キ (1%）。
口縁部からイ本部上位まで粗いミガ 少し含む。

（厚さは体部＜底部） 0体部内面は縦方向にナデの上にや
0灰白色2.5Y%。

0口縁端部は内傾し沈線（幅は 1%）。 や粗いミガキ (1%、21粂）。 O炭素吸着なし。

0高台は断面三角形。
0見込みに一定方向のナデの上に、

0底部は高台よりとび出る。
同心円文 (1-1.5%、 3重）。
0高台はナデつけ。

0丸底から体部はゆるやかに内弯し、 0口縁部内外面を横ナデ。外面に粗 o精緻、白・黒色微
口縁部までそのままつづく

いミガキ (1%）。
o Ioイ本部外面はナデ。 砂粒、くさり礫を

（厚ざは体部＝底部） 01本部内面はナデの上にミガキ (1 含む。
％、 18条）。 〇炭素吸着の見込み

0口縁部は上端面をつくり沈線をつ 0見込みはナデの上に同心円文(0.5 のみ暗灰色NY。

ける。（ところによっては 2重にな
呪）。
0高台はナデつけ。

0その他は灰白色

る。） 0底部はナデによる凹凸が残る。 2.5Y%。

A, I I 014.4 

0 4.6 

293 I 
0 5.4 

033.2 

（径高指数）

095%（残）

O (291)と同じ形態。

（厚さは体部＜底部）

（沈線の幅は 1"¼n) 
0高台は低い断面三角形。

0口縁部内端、外面を横ナデ。 0精緻。
〇イ本部外面は指押え、口縁部から粗 ゜灰白色10YR%。
いミガキ (1%）。 0炭素吸行が外面は

0内面はナデの上に粗いミガキ(0.5 
黒斑状になる。

~ 1 %、 20条）。
,v Io外面体部中位に叩
き目。

0見込みに同心円文 (1%、4.5重）。 Oイ本部外面はザラッ
0高台はナデつけ。 としている。
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番
号

器
形

器
種

法最(cm)

014.3 

O 4.6 

294 I 
0 5.3 

032.2（指数）

0完形

形態の特徴

0 (291)と同じ形態。

（厚さはイ本部＜底部）

（沈線の幅は1.5咄）

技法の特徴 備

0口縁部内端、外面を横ナデ。外面 10精緻。

に粗いミガキ (1咄）。 〇灰黒色。

0体部外面を指押え（右廻り）、掌紋

が残る。

0内面は粗いミガキ(1.5咄、 19条）。

考

014. 7 

O 4.5 

295' 
0 5.0 

030.6 

（径高指数）

045%（残）

014.3（復）

椀

瓦

器

A3 

0 4.35 

296' 
0 5.5 

0 (291)と同じ形態。

（（厚さは口縁部く体部＜底部）

（沈線の幅は 1"¼n) 

030.4 

（径高指数）

040%（残）

0口緑部内端、外面を横ナデ。外面 0やや粗、黒色砂粒、

に粗いミガキ。 くさり礫を含む。

〇イ本部外面に指押え、掌紋。 0灰色NY。
〇イ本部内面はナデの上に粗いミガキ 〇炭素吸着にムラが

(1%、20条）。 ある。

0高台はナデつけ。

014.3 

0 4.35 

297' 
0 5.25 

030.4 

（径高指数）

080%（残）

0 (291)と同じ形態。平底。

（厚さは体部三底部）

（沈線の幅は 1~1.5%） 

0平底で(291)と同じ形態。

（厚さは口縁部<f本部＜底部）
（沈線の幅は 1~1.5%） 

0 口縁部内端、外面を横ナデ。
〇イ本部外面は指押えの上にナデ、ロ

0精緻、白色微砂粒、

縁部外面からイ本部中位まで粗いミ くさり礫を含む。

ガキ (1%）。 0灰白色2.5Y%。
0内面はやや粗いミガキ (2%、20I o炭素吸着にムラあ
条）。
0見込みは同心円文(1.5%、2.5重）

り。

の暗文。 〇イ本部外面はザラっ

0高台はナデつけ。 としている。

0 口緑部内外面を横ナデ。外面を細 〇精緻。
かくミガキ。
〇イ本部外面を指押え。 0灰色Nク。
Of本部内面はやや粗いミガキ(0.5%、0外面に重ね焼き痕
24粂）。
0見込みは同心円文 (0.5-1%）の
暗文。
0高台はナデつけ。
0底部はナデによる凹凸が残る。

014. 7（復） 〇底部を欠く。イ本部は(291)と同じ形 0口縁部内外面を横ナデ。 0精緻、くさり礫を

0 4.3（現） 態。 0体部外面をナデの上に、口縁部か 少量含む。

298 I 
0不明 （沈線の幅は 2%） ら体部下位まで粗いミガキ (o.sI o灰色NY。
035%（残） ％）。 0外面に火ぶくれを

014.35（復）

0 2.6（現）

299 I 
0不明

020%（残）

0体部の下部～底部を欠く。

0体部から口縁部まで少し内弯しな

がら外上方に伸びる。

0口縁部は内傾し、沈線をもつ(1.5 

咄）。

0内面は粗いミガキ(0.5~1咄、 18

+a条）。
0口縁部内外面～内面体部上位まで

横ナデ。

0体部外面を指押え、口縁部から体

部上位にかけ粗いミガキ(1%）。

0体部内面はナデの上に粗いミガキ

(1 ~1.5%）。

もつ。

0精緻、黒色微砂粒

を含む。

0灰白色lOYR%。

0炭素の吸着がない。

013.8 

0 4.5 

300' 
0 4.2 

032.6 

（径高指数）

060%（残）

0やや丸底で形態は(291)と同じ。口 0口縁部内外面を横ナデ。外面を粗 〇精緻、白・黒色微

縁部にいくに従い肉厚。
いミガキ (1%）。
01本部外面は指押え。 砂粒を含む。

（厚さは本部＞底部） 0内面はナデの上にやや粗いミガキ
(1'%,24粂）。

0灰色NY。

（沈線の幅は1.5咄） o見込みはナデの上に同心円文 (2 0体部外面はザラッ
0高台は断面三角形。 ～ 3％）の暗文。

0高台は雑なナデつけ。 としている。

0底部はナデによる凹凸が残る。

013.8 

0 4.6 

301' 
0 5.1 

033.3 

（径高指数）

080%（残）

・o (291)の形態と同じ。
（厚さは体部午底部）

（沈線の幅は 1%)

0底部は高台と同じ高さ。

0口縁部内外面を横ナデ、外面をや
や密なミガキ。
Of本部外面は指押え、掌紋が残る。
0内面はナデの上にやや粗いミガキ
(1 -1.5%、23条）。

0見込みはナデの上に同心円文 (1
~2.5咄n)の暗文。
0高台はナデつけ。

0精緻、白 • 黒色微

砂粒を含む。

0灰色NY～灰白色

NY。
0炭索吸着が一部分

は不充分。

014.0（復） 0体部下半～底部が欠損。 0口縁部内外面を横ナデ。 1 0精緻。

0 2.5（現） 0体部から口縁部まで外上方にまっ 0外面体部は指押え。口緑部下位か 0灰色NY。
0不明 すぐ開く。 らイ本部上位まで細かくミガキ。(0.5

椀 I 302 I ;1・0%（残） 0口縁端部に沈線（ 2%）。 咄）。

0内面は細い幅のミガキ(0.5%）。

014.0（復） 01本部下半～底部が欠損。 0内外面共風化のため技法は不明。 1 0精緻。

0 3.1（現） 0体部から口縁部まで外上方にまっ 0外面にミガキが残る。 0灰白色NY。

A: I 303 I ~不明 すぐ開く。

010%（残） 0口縁端部に沈線 (1%）。
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番
号

器
形

器
種

法量(cm) 形態の特徴 技法の特徴 備 考

0不明 1゜平底。（厚さは体部＞底部）

0 1.1（現） 0高台は断面三角形。

304 
0 4.3 

椀 I304 I;底部のみ

〇イ本部下位はナデの上に密なミガキ 〇精緻、白 ・黒色微

(1咄）。 砂粒を含む。

0見込みは同心円文(1.5咄）の前文。 0黒褐色lOYR%。

0不明 〇丸底。（厚さはイ本部＜底部） 0底部～体部下位外面に指押え。 0精緻、黒色微砂粒

0 0.9（現） 0高台は断面三角形。高台は底部と 0見込みは同心円文 (1~3咄）の を含む。

A I 305 I O ~ ・.: 同じ高さ。 暗文。 0灰色Nダ。
0底部のみ 0高台はナデつけ。

015 （復）

0 4.7 

306' 
0 4.2 

瓦

器

椀
I 307 

Bs 
I 309 

031.4 

（径高指数）

0完形

014.9 

0 4.6 

0 4.0 

030.8 

（径高指数）

090%（残）

014.8（復）

0 4.4 

308' 
0 4.65 

029.7 

（径高指数）

020%（残）

015.8 

0 4.5 

0 4.25 

028.5 

（径高指数）

080%（残）

015.4 

0 4.3 

310' 
0 4.3 

028.0 

（径高指数）

080%（残）

0丸底気味の底部から体部は内弯し 0口縁部内外面からイ本部内面下半部 0粗、粗い砂粒を含

ながら伸び、口縁部までつづく にかけて横ナデ。
0 I o体部外面は指押え。 む。

（厚さは体部＝底部） o内面は見込みへの暗文に交差して 0灰黒色。
0口縁端部は丸く納める。 幅の広いミガキ (2~3%、12条）。 O内外面の半分ぐら

0高台は中心がずれ片寄った位置に
〇イ本部上面から見込みへ平行線 (1
~1.5%)の暗文。 いに重ね焼き痕。

断面台形を呈す。 0 高台は幅広くナデつけ。 0外面に叩き目か？

0形態は(306)に似るが、 口縁部が少 0口縁部内端、外面を横ナデ。 0精緻、白色微砂粒

し屈曲する。（厚さは体部＜底部） 0イ本部外面を指押え。 を含む。

0口縁端部はやや肉厚になり、丸く 0内面はナデの上に粗いミガキ (1Io炭素吸着は内外面
納める。 ～ 2％、 10条）。 の中央部のみ。

0高台は断面逆台形。 0見込みは平行線 (1%）の暗文。 0灰白色7.5Y%。

0高台はナデつけ。

O (307)と同じ形態。

（厚さは口縁部＜イ本部＞底部）

0高台は偏平な台形。

O (306)と同じ形態であるが肉厚。

（厚さは口縁部＜イ本部＞底部）

0高台は断面台形。

0口縁内外面を横ナデ。 0精緻、白・黒色微

0体部外面を指押え。 砂粒、くさり礫を
01本部内面はナデ、見込みへの暗文
と交差するミガキ(2%、6粂）。

含む。

0体部上位～見込みに平行線(1.5%）0灰色Ny。
の暗文。
疇台はナデつけ。

言翌言委乞瓢塁；）：1：瓢：ロ
~4%）の暗文。

。。：言五こ:B)力やミロ／口
小

皿 I311 

O 9.0 

0 1.6 

0完形

〇少し上げ底気味の底部から口縁部 0口縁部内外面を横ナデ。内面は横 0やや粗。

が少し屈曲して口縁部が外上方に 方向にミガキ。

立つ。

I 0にぶい橙色 7.5
YR¾ 

0口縁端部は外傾する。 0炭素吸着がない。
a1 

小

皿 I312 

b3 

0 7.2（復）

0 1.4（現）

020%（残）

0やや丸底から屈曲して口縁部が外 0口縁部内外面～見込みにかけて横 〇精緻、白 • 黒色微

上方へ立ち上がる。 ナデ。 砂粒を含む。

0口縁端部はわずかに外方を向く。 0見込みはナデの上に平行線 (1-Io灰色NY。
1.5%）の暗文。

0底部外面はナデ。

0 8.5 

小 l | 0 1. 7（現）
313 
055%（残）

椀

0 (3助を小型化した形態。高台はつ 0口縁部内外面を横ナデ。 0やや粗、白 ・黒色

かない。（厚さは口縁部＞体部＞底 0体部～底部外面を指押え。 砂粒を含む。

部） 0内面はナデの上に全面にわたって 0炭素吸着は底部の

0口縁端部は丸く納める。 幅の広いミガキ (1~3%）。 み、灰白色lOYRJ,{

他は浅黄橙色 7.5

YR%。
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番
号

器
形

器
種

法量(cm) 形態の特徴 技法の特徴 備 考

瓦 I小

器 I椀

0 8.4（復）

0 2.0（現）

314 I 
015%（残）

0丸底から、口縁部が少し屈曲して 0口縁部内外面を横ナデ、内面に横 0やや粗、白色砂粒、

外方にひら く。（厚さは体部三底部） 方向のミガキが少し残る。 白•黒色微砂粒を

0口縁端部は丸く納め る。 0底部外面を指押え。 含む。

0見込みは切れ切れの暗文(2咄）。 〇灰白色lOYR%。

0 8.5（平）

0 1.4（平）
小 315 
皿 I
lo※ 

b2 
318 

0平底から口縁部まで内弯しながら 0口縁部内外面～見込み半ばまで横

つづく。 ナデ。（右廻りにナデを抜く ）

0口縁端部は丸く納める。 0外面底部はナデ、指押え。

小 319 
皿 I

b3 
325 

小 326 
土 I皿・
b、 327 

0 8.2（平）

0 1.4（平）

0 8.2（平）

0 1. 7（平）

0上げ底から内弯しながら口縁部ま

でつづく。底部中央は肉薄になる。

0底部と口縁部との境に稜をもつも

のもある。(317・ 323) 

0口縁端部は丸く納めるもの、尖り

気味のものがある。

0平底から口縁部が屈曲し、外上方

へ伸ぴる。

〇口縁端部はつまみあげ風。

小

皿 I328 

b5 

0 8.9 

0 1.9 

0丸底気味から、口縁部が外反する。

0口縁端部は丸く納める。

0精緻、白色微砂粒、

角閃石、 くさり礫

を含む。

O (320 ・ 323 ・ 324)はや

や粗。

O (329 • 332)は精緻。

0 (330 • 333 ・ 334)はや
や精。

O (331)は粗。

0灰白色lOYR%。

浅黄橙色7.5YR¾

のものが多い。

0※ 

o (316 ・ 318 ・ 319 ・ 322 • 
323 • 327 • 328 ・ 331) 
はほぼ完形。

0 (317 ・ 334)は半分以

上残。

0その他は20~45%

（残）。

中 329 
師 I皿 I
bI 
331 

012.0（平）

0 2.4（平）

0丸底気味の底部から口縁部が上方

に立つ。

0口縁端部はやや尖り気味。

中

皿 I332 
b2 

015.0（復）

0 2.4 

0平底から口縁部までなだらかにつ

づく。

0口縁端部はやや尖り気味。

中

015.7（復） I 0小皿の(b3)形態と同じ。
o 2.2 Io口縁端部はやや尖り気味。

器 I皿 I333 

b3 

中

皿 I334 
b, 

014.0 

0 2.0 

0小皿の(b,)形態と同じ。

0口縁端部は丸く納める。

029.2（復）

羽
0 8.0（現）

釜 335
0不明

C 
0口縁部20%

（残）

0体部から口縁部にかけて強く内弯 0口縁部内外面～鍔部周辺部まで横 〇粗、白・黒色砂粒、

し、口縁部は短く外折する。端部 ナデ。 くさり礫を含む。

は丸い。 0体部内面は横方向にハケ目。 0橙色2.5YR%。

0鍔は水平につき、端部は内傾する。 鍔部以下の体部はヘラ削り。 0鍔部の下面～体部

に煤付着。
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且 信 胃 法量(cm) 形態の特徴 技法の特徴 備 考

0不明 0少し尖底気味の底部からイ本部にか 0体部外面は平行叩き目を斜格子状 0精、白色微砂粒を

須
034.5（現） けてラグピーボール状の形態をな に施す。 含む。

恵 甕 336 
030.3（復径） す。 0体部内面は同心円文の叩き目の上 0黄灰色2.5Y%。

器
0体部40%（残） にエ具による粗いナデ。

S K37（第31図，図版六十）

I 且 晨 胃 法量(cm) 形態の特徴 技法の特徴 備 考

0 7.9（平） 0少し丸底気味のものからなだらか 0口縁部内外面から見込みにかけて 0精緻なものが多いc

小
0 1.3（平） に内弯しながらつづく。 横ナデ。 (339)は粗。

甲 0※ 見込みの中央部はナデ。 0浅黄橙色lOYR½
皿

0外底面は指押え、ナデ。 ～％。
b2 339 

0※ 
土 0 (339)は完形。

0 7.8（平） 0平底から口緑部が屈曲し外上方に その他は20~40%

小
0 1.05（平） 立つ。 （残）。

340 0口縁端部は丸く納める。(b2も同 じ）
師 皿

b, 341 

器 010.3（復） 0丸底からなだらかに内弯しながら 0口縁部内外面を横ナデ。 0粗、白色微砂粒、

0 2.3 口縁部までつづく。 0内面はナデ、外面は指押え。 砂粒を含む。

杯 342 
0 25%（残） 0口縁端部は丸く納める。 0見込みの暗文は風化の為不明。 0灰色NY。

S K40（第31図，図版六十）

且 晨 貫 法量(cm) 形態の特徴 技法の特徴 備 考

0 9.9（復） 0「ハ」の字形の脚部に、底部からほ 0口縁部内外面を横ナデ。 0精緻、黒色微砂粒、

土

i 
0 3.7 ぼ斜めに開く口縁部。 0見込みはナデ。 くさり礫を含む。

師 343 
06.0（脚径） 0口縁端部は丸く納める。 0外面は指押え。 0灰白色2.5Y%。

器
〇イ本部25%（残） 0脚端部は外上方を向き、幅は不均 0脚部はナデ。

0脚部100％（残）
゜

S K46（第31図）

且 晨 胃 法量(cm) 形態の特徴 技法の特徴 備 考

0 9.8（復） 0内弯するイ本部に口縁部が内方へ立 0口縁部内外面を横ナデ。 0精緻、白・黒色徴

土 小
0 3.7 つ。 0体部内外面はナデで平滑。 砂粒を含む。

師
0 6. 7 0口縁端部は尖り気味。 0高台は幅広 くナデつけ。 0橙色 5YR%。

344 
025%（残） 0高台は断面三角形で外方に張り 出

器 椀
す。
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S K67（第31図，図版六十）

且 晨 貫 法量(cm) 形態の特徴 技法の特徴 備 考

013.0 0少し丸底気味の底部から、内弯し 0口縁部内外面～見込みにかけて横 0 やや粗、白•黒

土 中
0 2.7 ながら口縁部へつづく 。 ナデ。 砂粒、微砂粒、

師 皿 345 
045%（残） 0口縁部は少し外方を向き、端部は 0見込みの中央部はナデ。 さり礫を含む。

器 b1 
内傾する。 0外底面は指押え。 0橙色 SYR%。

「色

各柱穴

S B11（第31図，図版五十九）

昌 眉 胃 法量(cm) 形態の特徴 技法の特徴 備 考

015.6 0外面は丸底で厚みのある底部から、 0内面全面、口縁部外面をロクロナ 0精緻。

磁 青
O 6.2 外上方に少し内弯しながら立ち、 ァー・。 0素地、黄灰色 5

磁 346 
0 5.8 口縁部につづく。 0外面体部～高台までロクロ削り 。 ％、釉、オリ ー

器 碗
070%（残） 0口縁端部は丸く納める。 0内面～体部外面の中位まで施釉。 黄7.5Y%。

0高台は内側が接地する断面逆台形。 見込みの周辺部は釉をかきとる。 0貫入がみら れる

Y
プ

S B189（第31図，図版五十九）

昌 眉 貫 法量(cm) 形態の特徴 技法の特徴 備 考

011.2 0丸底から口縁部まで内弯しながら 0口縁部内外面を横ナデ。 0粗、白色砂粒を

瓦 椀
0 2.6 そのままつづく 。 〇イ本部外面を指押え。 む。

347 
0完形 0口縁端部は丸く納める。 〇イ本部内面は一定方向のナデの上に 0灰色NY。

器 B6 
見込みから渦巻状(2-2.5%)の 0炭素吸着にムラ

暗文。 ある。

S B207（第31図，図版六十）

且 晨 胃 法量(cm) 形態の特徴 技法の特徴 備 考

0 7.9 0平底から屈曲して口縁部が外反す 0口縁部内外面を横ナデ～見込みに 0精緻、角閃石、

土 小
0 1.5 る。ナデで底部の器厚が非常に薄 かけて横ナデ。（左廻り） 色微砂粒、くさ

師 皿 348 
0完形 くなるところがある。 0見込みはナデ。 礫を少量含む。

器
0口縁端部は尖り気味。 0底部外面は板状工具によるナデか。

゜b, 

S B327（第31図，図版六十）

且 晨 貫 法量(cm) 形態の特徴 技法の特徴 備 考

015.0 0少し丸底気味の底部に内弯する体 0内外面共風化のため技法は不鮮明。0精緻、 白・黒色

椀
0 4.8 部から口縁部が外上方を向く。 0口縁部内外面を横ナデ。 砂粒、くさり礫

0 4.4 （厚さは口縁部く体部＞底部） 0体部外面は指押え。 含む。
349 0体部内面はやや密なミガキ（ 1"½n 

瓦 032.0 0口縁端部はほんのわずか内傾し、 ？条）。 0灰色Nダ。
A, 

（径高指数） 沈線 (1%） をよっ。 0見込みの暗文は不明。

040%（残） 0高台は断面逆台形。つぶれ気味。 0高台はナデつけ。

014.0 0底部を欠く 。 0内外面共風化のため技法は不鮮明。 0精緻、白・黒色

椀
0 4.0（現） 0内弯する体部からそのまま口縁部 0口縁部内外面を横ナデ。 砂粒、 くさり碓I

器 0不明 までつづく 。 0体部外面は指押え。 含む。
350 
025%（残） 0口縁部は少し内傾して沈線をもつ。 0内面はかなり粗い。 0灰色NY。

A3 

微

を

微

を
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S B332 （第31図，図版六十）

且 信 貫 法量(cm) 形態の特徴 技法の特徴 備 考

0 8.8 0平底から屈曲して口縁部が外上方 0口縁部内外面～見込みにかけて横 0精緻、角閃石、 く

土 小
0 1.3 へ伸びる。 ナデ。 さり礫の微砂粒少

師 皿 351 
060%（残） 0口縁端部は少し尖り気味。 0見込み部はナデ。 量含む。

器 b、 0底部外面。 0灰黄褐色lOYR%。

S B387（第31図，図版五十九）

且 晨 胃 法量(cm) 形態の特徴 技法の特徴 備 考

0 7.9 0丸底から内弯しながら体部が立ち 0口縁部内外面～体部内面まで横ナ 0やや粗、白色砂粒、

瓦 小
0 2.6 上がり口縁端部は丸く納める。 デ。イ本部に渦巻状のミガキ (1~ 白・黒色微砂粒を

椀 352 
0 3.5 0高台は断面台形。底部の方が接地 2%）。 含む。

070%（残） する。 〇イ本部外面を指押え。 0灰白色2.5Y%。
器 B 

0見込みはナデ。 0炭索の吸着がないc

0高台はナデつけ。

S B468（第31図）

且 喜 貫 法量(cm) 形態の特徴 技法の特徴 備 考

021.9 0内傾する体部から「く」の字形にロ 〇口縁部内外面を横ナデ。 0やや粗、白色砂粒、

土
0 7.2 縁部が外反する。 〇イ本部外面に叩き目。 角閃石含む。

師 甕 353 
0不明 0口縁端部は丸く納める。 0体部内面は指押えとナデ。 0にぶい橙色7.5YR

器
％。

S B496（第31図）

且 晨 貫 法量(cm) 形態の特徴 技法の特徴 備 考

O 9.3 0やや丸底の底部から少し内弯しな 0口縁部内外面～見込みにかけて横 0やや粗、白 ・黒色

土
0 3.5 がら立ち、口縁部は少し尖り気味 ナデ。 砂粒を含む。

師 杯 354 
040%（残） になる。 0見込みは仕上げナデ。 0灰白色NY。

器
0底部外面は回転ヘラ削り 。

落ち込み状遺構 2 （第32図，図版五十五～五十八）

昌 信 胃 法・量(cm) 形態の特徴 技法の特徴 備 考

014.25 0平底からゆる＜内弯して、体部か 0口縁部内端、外面を横ナデ。 0粗、微砂粒から粗

0 5.9 ら口縁部まで直線的に開く 。（厚さ 0体部外面はヘラ削りの上に、口縁 い角閃石、白色砂
音〖か ら 粗いミガキ 。 末立、 くさり礫を含

355 
0 6.9 は体部＞底部） 0内面は上位を横方向に短か くハケ む。

黒 041.4 0口縁端部は丸い。 目、下位は不定方向のハケ目の上 0内面～外面口縁部
に横方向か斜方向にミガキ。 は黒色。

（径高指数） 0高台は高 く外にふんばり出す。 0見込みはハケ目の上に縦方向のミ 0他の部分は橙色75 
色 0完形 ガキ。 YR%。
椀

0計測不能 0ほぼ直線的に広がる体部。 0口縁部内外面～体部内面にかけて 0緻密、白色微砂粒
土

0小片 0口縁部は少し外反して立ち、端部 横ナデ。 を含む。

器 の沈線は深く、ていねいに施す。 0体部内外面を密にミ ガキ(1.3咄）。 0黒色Nグ。
356 

部分的に端部の厚みがちがう 。
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落ち込み

番
号

器
形

器
種

法量(cm) 形態の特徴 技法の特徴 備 考

椀

A2-1 

014.3 

0 4.4 

357' 
0 5.0 

030.8 

（径高指数）

030%（残）

014.9（復）

0 4.35 

椀
358' 
O 3.85 

029.2 

（径高指数）

020%（残）

014.8（復）

0 5.0 

A2-2 I 
359 
Io 6.o 

0平底から直線的に広がる体部に口 0口縁部内外面～イ本部内面上位にか 0精緻。

縁部が少し屈曲して立つ。（厚さは けて横ナデ。
0体部外面を指押え。口縁部から体

0灰色NY。

体部＜底部） 部中位にかけて粗いミガキ。 0重ね焼き痕がみら

〇口縁端部は内傾して沈線(1.2%）。 0内面はやや粗いミガキ (1%、24条）。 れる。

0高台は低くく断面三角形。一周し
0見込みにはナデの上に連結給状(1
叫n) の暗文。

ない。 0高台はナデつけ。

O (357)と同じ。

瓦

器

椀

033.8 

（径高指数）

020%（残）

0 口縁部内外面を横ナデ。外面を粗 0精緻、黒色微砂粒
いミガキ (0.5'%,)。
of本部外面～底部。

を含む。

of本部内面はやや粗いミガキ (1.5%、0灰色NY。
22条）。
0見込みに幅の広い同心円文（3'%,)
の暗文。
0高台はナデつけ。

0平底から体部は内弯して広がり、 0口縁内外面を横ナデ。

口縁部までつづく。 0体部外面を指押え、中位まで粗い

0口縁部は内傾して浅い沈線(0.5%）。 ミガキ。

0高台は断面三角形。 0体部内面はほぼ密にミガキ(0.5%、

35条）。

0高台はナデつけ。

0丸底からゆる＜内弯して開 く体部。10口縁部内外面を横ナデ。
0口縁部は肉厚になり、端部は丸く 0体部外面は粗ナデ。

0精緻、黒色微砂粒

を含む。

0灰色NY。

015.4 

0 2.55 

360 
016.6 

B., 
| o30%（残）

納める。

0粗、白色砂粒、微

砂粒、角閃石を含

0体部内面はナデの上に粗いミガキ。1 む。

0灰白色Nダ。

小

皿

a2 

0 9.25 

0 1.9 

361' 
050%（残）

0平底から屈曲して口縁部が外上方 0口縁部内外面を横ナデ。 0精緻。

に立ち上がる。 0見込みはナデの上に平行線(0.5~ 0灰色NY。

〇口縁端部は丸味をもつ。 2%）の暗文。

0底部外面は粗ナデ。

362 

0 9.5 

0 1.95 

0平底から屈曲して口縁部が外上方 0内外面風化のため技法は不明。

を向き立ち上がる。 0見込みの暗文は不明。

(?) I o口縁端部は外方を向き少し尖り気 0底部外面は指押え。
味。

0精緻、臼色微砂粒

を含む。

0灰色NY。

小

皿

0 9.6（復）

0 1.95 

363 I 
050%（残）

0中央部が少し上り底気味の底部か 0口縁部内外面～見込みにかけて横 0精緻。

ら屈曲して口縁部が外反する。 ナデ。 0灰白色NY。

0口縁端部は更に外側を向き、端部 0見込みはナデの上にジグザグ状の 0口縁部の一部は炭

は丸く納める。 平行線 (1.5咄）の暗文。 素吸着がない。

0底部外面は粗ナデ。

010.2（復）

0 1. 7 

b2 | 364 | o30%（残）

O (361)の形態をやや大きくしたもの。|0口縁部内外面～見込みの周縁にか 0精緻、白色微砂粒

けて横ナデ。 を含む。

0見込みの暗文は風化のため不明。 0灰色NY。

（ジグザグ状？）

0底部外面はナデ。

365 

0--

02.5X2.0 

（脚径）

0断面多角形の脚部。 0風化の為不鮮明であるがケズリに 0やや粗、白色砂粒

よる面とりをしている。 を含む。

0暗灰色NY。

羽

0ー 1 0断面多角形の脚部。

0 8.3（現） 0先端部が少し外方を向く。

釜 I366 | o1.8X 2 
（脚径）

0縦方向のヘラ削りの上をナデ。 10やや粗、白色砂粒、

角閃石を含む。

0暗灰色NY。

内側は炭素吸着な

し。
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落ち込み

番
号

器
形

器
種

法量(cm) 形態の特徴 技法の特徴 備 考

皿 I367 

021.8 

0 3.0 

017.2 

0平底から屈曲して口縁部が斜上方 0口縁部内外面を指押え。

へ伸ぴる。 0見込みは摩滅しており、成形は不

0口縁端部は内側に少し肥厚し、丸 鮮明。ヘラ削りと中心部に向けて

＜納める。 のハケ状のものがみられる。

0外底面はヘラ削りが残るが平滑。

0やや粗、白色微砂

粒、砂粒、くさり

礫を含む。

0橙色 5YR%。

杯 I368 

013.8 

0 3.3 

0 7.6 

0平底から内弯しながらそのまま口

縁部につづく。

0口縁端部に浅い沈線をつけ、丸く

納める。

0精緻、白色微砂粒、

砂粒、角閃石を含

028.8（復）

0 7.2（現）

甑 I369 I 0不明
025%（残）

0橙色 5YR%。

土

0外傾するイ本部からそのまま口縁部

までつづく。

0口縁端部は内傾する。

0口縁部内外面から見込みにかけて

横ナデ。

0内面体部から見込みにかけて放射 Iむ。
状の暗文。

0外面体部中位にヘラ削り。

0外底面には指押え。

0口縁部内外面を横ナデ。

師

器

021.1（復）

0 6.4（現）

370 
0口縁部30%

羽 I370 I （残）

釜

小

0体部外面は縦方向のハケ目。かな

り摩滅している。

〇イ本部内面は指押え、ナデの上にヘ

ラ削り。

0内傾する体部から「＜ 」の字状に外 0口縁部内外面～鍔部まで横ナデ。

折する口縁部。 0体部は風化のため不明。

0口縁端部は上方に少し肥厚し丸く

納める。

0鍔は短かく断面三角形を呈す。

0やや粗、白色砂粒、

角閃石、くさり礫

を含む。

〇浅黄橙色7.5YR¾c

0口縁内面は二次焼

成のためか黒色。

0やや粗、白色砂粒

を含む。

0淡橙色 5YR%。

032. 7（復）

0 6.4（現）

B I 371 I 015%（残）

8

4

 

．． 

9

1

 

0

0

 
皿 I372' 0※ 

0体部はほぼまっすぐ立ち、肩部は内

傾して、口縁部が水平近く外反する。

0口縁端部は内側に巻き込み、貼り

付け状にする。

0鍔は短かくやや下方を向き、斜傾

した外端面をもつ。

0平底、口縁部を外反させ端部は水

平に拡張してから内上方に肥厚。

0端部は丸く納める。

0口縁部内外面～体部外面は横ナデ。 0やや粗、白色砂粒、

〇イ本部内面はナデ。 角閃石などを含む，

0鍔をナデつけ。 0灰白色lOYR%。

0口縁部内外面から見込みにかけて 0やや粗。

横ナデ。 0淡黄色2.5Y%。

0底部外面はナデ。

小

皿 I373 
bI 

0 9.0（復）

0 2.0 

025%（残）

0丸底から屈曲した口縁部が短かく 0口縁部内外面から見込みにかけて

外弯する。 横ナデ。

0端部は丸く納める。 0見込みの中央部はナデ。

0底部外面は指押え、ナデ。

小 374 
皿 I
b2 383 

08.15（平）

0 1.5（平）

0平底（やや丸底）から口縁部までな

だらかに内弯しながらつづく。

0口縁端部は丸く納める。

小 384 
皿・

b3 385 

O 8.0（平）

0 1.15（平）

0中央部が上げ底気味の底部から、

なだらかに内弯しながら口縁部に

つづく。

0口縁端部は肉薄になる。

0精緻なものと粗い

胎土のものがあるc

角閃石とくさり礫

の微砂粒を中心に

白色微砂粒と白色

砂粒を含むものが

ある。

〇浅黄橙色lOYR½

のものが多い。

0※ 

0374 ・ 375 ・ 378-382 ・ 

384 • 386 • 387 ・ 390は
ほぼ完形。

0377 ・ 385 ・ 389は半分

以上。
0その他は20-45%

（残）。

6

7

 

8
.
8
 

3

3

 

小

皿

b

0 8.2（平）

0 1.25（平）

0平底から口縁部が屈曲し外上方に

立つ。

0口縁端部は丸く納める。
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落ち込み

番
号

器
形

器
種

法量(cm) 技法の特徴 備 考

小

皿 I388 
土，
b5 

7

3

 

．
．
 

7

1

 

0

0

 

形態の特徴

0平底、底部がやや出張り気味で、

屈曲後、口縁部が外上方へ立つ。

0口縁端部は丸く納める。

師

器 I小 I389 
皿

0 7.95（平）

0 1.55（平）

0平底から屈曲して口縁部が外弯し

て立ち上がる。

〇口縁端部は丸く納める。

390 

杯

蓋

須

391 

014.5 

0 5.1 

029.0（復）

0 6.9（現）

恵 I I 392 
0不明

捏 I392 I ;小片

器
鉢

B
 

0やや丸味のある天井部の中央につ 0天井部は回転ヘラ削り 。 0やや粗、白 ・黒色

まみがつく 。 0つまみはナデ。 の砂粒を含む。

0口縁部は外上方を向き端部は尖り 〇口縁部外面～内面にかけて横ナデ。0灰色Nダ～NY。

気味。 （灰かぶり部）

0口縁部と天井部の境には凹みをつ

くる。

0直線的に開 くイ本部から、そのまま I0内外面をロクロナデ。
口縁部へつづく。 of本部内面は更に斜めにナデ。
0口縁部の下端部は肥厚。

0やや粗、白 ・黒色

の微砂粒、砂粒を

含む。

0明青灰色5PB%。

027.0（復）

0 4.4（現）

393 I 
0不明

010%（残）

017.8（復）

0 4.15（現）

394 I 
0不明

0少片

0斜め上方に開く体部からそのまま LO内外面をロクロナデ。
口縁部へつづく 。

0口縁部の下端部が肥厚する。

0内弯しながら外上方に立ち上がる 0口縁部内外面をロクロナデ。

体部から口縁部につづく。 0体部外面をロクロ削り。

0口縁部は玉縁状を呈す。 0体部上位まで施釉。

0底部を欠く。

0 やや粗、白 • 黒色

の微砂粒、砂粒を

含む。

0灰色NY。
口縁部外面は灰色

Nダ。

0精良。

0素地、灰白色7.5Y

尻。釉、灰白色7.5

Y%。

白

輸 I
磁

入 I碗

磁

017.6（復） 0精良。

0 3.2（現） 〇素地、灰白色N%。

395 I 
0不明 釉、灰白色10Y%。

0少片

0 9.8 

三
0 2.0 

自

器 I
磁 397

0 4.0 

皿
040%（残）

0不明 0平底からイ本部はほぼ直線的に立ち 0内面、体部外面の中位までロクロ o精良、黒色微砂粒
0 3.3（現） 上がる。 ナデ。 を含む。

396 I 
o 6.4 I o高台は低く ＜、 断面短形。 0体部下4立と底部はロクロ削り 。 0索地、浅黄橙色10

YR%。
0底部のみ（残） 0高台は削り出し。内側を斜めに外 釉、灰白色2.5Y%。

側をまっすぐ削る。 0見込みに目砂。

／吾空色吾至戸岳竺竺三ニデ::：。I:：翌竺芸；二ご戸::::07ロナ ：：：：：：［／Y：0 
0不明

0 2.35（現）

'

部
5
底

0

0

 

8
 ，
 

3
 

青

磁

碗

0厚い平底から 、見込みと体部の間 0見込みはロクロナデ。

に凹みをつくってから立ち上がる 01本部か ら底部外面をロクロ削り 。

イ本部。 0高台は削り出し。

0高台は低い。 0底部外面の中ほどまで施釉（畳付

部はかきとる）。

0精良、黒色微砂粒

を含む。

0素地、灰白色NY。

釉、緑灰色7.5GY

尻。

〇（元 14C)。
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落ち込み

且 晨 胃 法量(cm) 形態の特徴 技法の特徴 備 考

0不明 0平底からやや内弯しながら大きく 0体部内外面～見込みにかけてロク 0精良、黒色砂粒を

I 
； 青 0 3.1（現） 開く体部。 ロナデ。 含む。

磁 399 
0 5.0 0見込みと体部との境に段をもつ。 0底部外面をロクロ削り。 0素地、白灰色。

碗
0底部のみ 0高台は低く く、断面は逆台形。 0嵩台は削り出し。 釉、灰白色2.5GY

％。

0全面に貫入。

S D03（第33図，図版六十一の 2)

且 晨 胃 法量(cm) 形態 の 特徴 技法 の 特徴 備 考

016. 7（復） 0体部から肩部にかけて内傾し、ロ 〇口縁部内外面～鍔部まで横ナデ。 0やや粗、白色微砂

土 羽
0 6.9（現） 縁部が外折する。 0体部内面はナデて平滑に仕上げ。 粒、砂粒を含む。

師 釜 400 
0不明 0口縁部は上方に少し肥厚し、尖り 0浅黄橙色7.5YR¾ ,

器 B 
0口縁部10% 気味。 0断面は黒色。

（残） 0鍔は短かく、断面三角形を呈す。

S Dl6（第33図，図版六十一の 1)

且 旦 胃 法量(cm) 形態の特徴 技法の特徴 備 考

0不明 0わずかに内弯気味のイ本部から内傾 0内外面をロクロナデ。 0微砂粒を含む。

： 器i 
015.0（現） する。肩部につづく。 0素地、灰白色 5Y

401 
018.5 0肩部に耳がつく 。 ％。

（腹径） 0釉、明オリー プ灰

0体部25%（残） 2.5GY%。

S D40 （第33図，図版六十一の 2)

且 信 貫 法量(cm) 形態の特徴 技法の特徴 備 考

015.3（復） 0内弯する体部から内面に「く」の字 〇口縁部内外面を横ナデ。 0精緻、白色微砂粒、

土
0 9.6（現） 形に外反する口縁部。 0体部外面はハケ目 (9条／cm)。 角閃石を含む。

師 甕 402 
0不明 0口縁端部は丸く納める。 0体部内面をナデ。 0褐色7.5YR%。

025%（残） 〇イ本部外面は二次焼
器

成をうけ風化。

014.35（復） 0底部を欠く 。 〇口緑部内端、外面～体部の上位ま 0精緻、黒色微砂粒

瓦 椀
0 4.7（現） 〇イ本部から口縁部まで内弯しながら で横ナデ。 を含む。

0不明 立ち上がる。全体にやや厚手。 0体部外面の中位から下は指押え。 0灰色NY。
403 
030%（残） 〇口縁端部は幅の狭い沈線の痕跡が 口縁部から｛本部下位まで粗いミガ

器 Al 
みられる。（沈線の幅は0.5%) キ (1~1.5%）。

0内面は密にミガキ(0.5%、50条）。

I S D52（第33図，図版六十・六十一の 2)

且 信 胃 法量(cm) 形態の特徴 技法の特徴 備 考

010.3（復） 0丸底からなだらかに内弯しながら 〇口縁部内外面を横ナデ。 0やや粗、白色微砂

瓦 椀
0 2.9（現） 口縁部までつづく 。 0体部外面はナデ。 粒～砂粒、角閃石

040%（残） 〇口縁端部は丸く納める。 0内面はナデの上に渦巻状のミガキ とくさり礫の微砂
404 

(1 ~ 2%、4重）。 粒を含む。
器 B, 

0暗灰色NY。
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S D52 

旦 旦 貫 法量(cm) 形態の特徴 技法の特徴 備 考

015 1（復） 0内弯する体部から口繰部が少し内 0口縁部内外面～鍔部まで横ナデ。 0粗、白 黒色微砂

瓦 羽
O 9.3（現） 傾して立つ。 Of本部外面はナデ。 粒、白色の粗砂粒、

405 
0不明 0口縁端部は丸味をもつ。 0体部内面は横方向に粗いハケ目。 くさり礫を含む。

器 釜
030%（残） 0短かい鍔をや上向きにつける。 0灰色NY。

〇イ本部に脚部をつけた痕跡がある。

030.1（復） 0体部から口縁部まで直線的に開く。 0口縁部内外面～体部外面をロクロ 0 やや祖、 ( J • 黒色

0 6.9（現） 0口縁端部は内上方に丸く肥厚し、 ナデ。 の微砂粒と (l色の
須 捏 砂粒を含む。

恵 針 406 
0不明 内傾する外端面をもつ。 0体部内面はナデ。 0灰色．、乃ジ。

010%（残） 0外面口縁端部は焦
器 B 緑色の自然釉。

0口縁端部に重ね焼
きの粘土付著。

0 8.3 0丸底から口縁部が斜めに外上方に 0口縁部内外面を横ナデ。 0やや粗、(404)と同じ。

小
0 1. 7 大きく開く 。 0見込みは指押えとナデ。 0浅黄橙色7 .5YR¾c

皿 407 
0完形 0口縁端部はやや肉薄になり尖り気 0外面は指押え。

土 味。
C 

師
011.8（復） 0中央部が上げ底になる底部は出張 〇口縁部内外面を横ナデ。 0精、微砂粒含む。

中
0 2.3 り気味で、屈曲後口縁部が外上方 0底部内外面はナデか。 0浅黄橙色7.5YR¾

器 015%（残） に開く 。 ～％。
皿 408 

0口縁端部はつまみ上げ、丸く納め
bs 

る。

S D56（第33図，図版六十）

は 信 貫 法量(cm) 形態の特徴 技法の特徴 備 考

014.0 0やや丸底から内弯しながら開く体 〇口緑部内端、外面を横ナデ。外面 0精徴。

0 4.9 部に、少し屈曲して口縁部が立ち
を粗いミガキ (1%）。 0灰色NY。

椀 of本部外面を指押え。

409 
0 5.2 上がる。（厚さは体部＜底部） Of本部内面はやや祖いミガキ(0.5~ 0内外面に重ね焼き

瓦 035.0 〇口縁端部は内傾して沈線 （幅は 1 1 5%）。 痕。
A2-2 

075%（残） 咄）。
0見込みはナデの上に同心円文(0.5
~ 1 %、 4重）。

0高台は断面逆台形。 0高台は雑にナデつけ。

010. 7 0丸底からそのまま内弯しながら口 0口縁部内外面を横ナデ。 0精、粗い白色砂粒、

椀
0 2.8 縁部につづく 。器厚はほぼ均ー。 〇イ本部外面を指押え。 黒色微砂粒を含むc

器 0完形 0口縁端部は丸く納める。 0内面は不鮮明だが渦巻状 (2~ 3 0灰色NY。
410 

%）の暗文。 0炭素吸着にム ラあ
B. 

り。

S D57（第33図）

昌 虐 胃 法量(cm) 形態の特徴 技法の特徴 備 考

015.0（復） 0内弯しながら立ち上がる体部に少 0口縁部内外面を横ナデ。 0やや粗、白色砂粒、

椀
0 4.15（現） し屈曲して口縁部が開く 。 0体部外面を指押え、上位に粗いミ 微砂粒を含む。

0不明 0口縁部は丸く納める。 ガキ (1-3%)。 0灰色NY。
411 
015%（残）

0内面をナデの上にやや密なミガキ
瓦
B2-1 (1 ~ 2%、13条）。

0見込みはナデの上に斜格子状 (1
~2咄）の暗文。

019.8（復） 0ほぼ直線的に体部から口縁部へと 0内外面共風化の為、技法は不明。 0精緻、白色微砂粒

椀
0 4.8（現） 開く 。 を含む。

器 0不明 0口縁端部は丸く納める。 0にぶい黄橙色lOY
412 

B 
025%（残） R%。
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S D58（第34図，図版六十）

番
号

器
形

器
種

法量(cm) 形態の特徴 技法の特徴 備 考

椀

A6 

瓦

器

413, 
038.5 

（径高指数）

025%（残）

010.5（復）

0 2. 75 

, 040%（残）

椀 ＇
414 

B, 
415 

I 

捏

鉢

須

恵

器

0 9.35 

0 3.6 

0 2.9 

011.0 

0 2.65 

゜
032.6（復）

0 9.4（現）

0不明
416 I 
020%（残）

0 8.05（平）

0 1.4（平）
小
417 Io※ 

皿 ＼

b, 420 

0丸底から内弯しながら体部が高く 0口縁部内外面を横ナデ。 0やや粗、白色微砂

外上方に伸びる。 0体部内面～見込みまで一定方向の 粒～砂粒、黒色微

0口縁端部は内傾して浅い沈線(0.5 ナデの上に渦巻状 (1~1.5咄）の 砂粒を含む。

咄）。 暗文。
0灰白色NY。
0体部内面は炭素吸

0高台は低い断面三角形で、底部よ 0高台はナデつけ。 着が少なく、灰白

り出ない。 色 5Y%。

0丸底からゆる ＜内弯しながら立ち 〇口縁部内外面～体部内面を横ナデ。 0やや粗、白色微砂

上がる体部から、口縁部までその 0体部外面を指押え。 粒、粗い砂粒を含

ままつづく 。口縁部が少し肉薄に 0面はナデの上に渦巻状(1.5~2咄、 む。

なる。 3重）の暗文。 0灰白色NY。

0口縁端部は丸く納める。 0内面には炭素の吸

着がない。

0丸底からゆる＜内弯しながら立ち 〇口縁部内外面を横ナデ。 0やや粗、 白・黒色

上がるイ本部から、口縁部が少し屈 0体部外面を指押え。 微砂粒を含む。

曲して開 く。器厚はやや厚く均ー。 0内面はナデの上に渦巻状 (1-2Io暗灰色NY。
〇口縁端部は丸く納める。 咄、 4重）の暗文を切れ切れに施 〇炭素吸着は口縁部

す。 のみ、その他は灰

臼色7.5Y%。
0体部は少し内弯し ながら斜め上方 0内外面をロクロナデ。内面はその 0やや粗、白色微砂

に伸び口縁部につづく 。 上に斜方向のナデ。 粒～砂粒を含む。

0口縁端部は上下に肥厚し、外端面 0口縁外端面は自然釉。 0灰白色Nダ。

をもつ。 〇口縁外端面は灰オ

リーブ7.5Y%~

黒色。

o (417 ・ 418 ・ 423 ・ 426-
428)は精。

O (419-422 ・ 425)はや

や精。

O (424 ・ 429)は粗。

0浅黄橙色lOYR¾

淡黄色2.5Y％の

（はだ色系）ものが

0平底から口縁部までなだらかに内 0口縁部内外面から見込み半ばまで

弯しながらつづく。 横ナデ（右廻りでナデを抜く）。

〇口縁端部は丸くなるが尖り気味。 0見込みの中央部はナデ。

0底部外面は指押えとナデ。

1

4

 

2
1
2
 

4

4

 

小

皿

い

土

0 7.7（平）

0 1.5（平）

0平底から屈曲して口繰部が外上方

へ伸びる。

〇口縁端部は丸く納めるものとつま

み上げ風のものがある。

師I;I炉
C 
429 

O 8.05（平）

0 1.5（平）

0平底あるいは少 し丸底から口縁部

が、外弯気味に大きくひらく 。

〇口縁端部は丸く納める。

中

器 I
皿 I430 
b, 

0 9.8（復）

0 1.4 

0小皿(b,)形態と同 じ。

〇口縁端部は少しつまみあげる。

多い。

O (429)は灰白色2.5

Y%。
0※ 

0418~420 ・ 426はほぼ

完形。

0417 ・ 421~423 ・ 425 ・ 

427は半分以上。

0その他は20~45%

（残）。

0粗、白色砂粒、 く

さり礫、角閃石、

微砂粒を含む。

〇浅黄橙色7.5YR%。

0 ※ 

020~45%（残）。

中

皿 I431 

011.6（復）

O 2.1 

0小皿(C)形態と同じ。

〇口縁部は肉厚で、端部は丸く納め

る。

2
 
3
 
4
 

青

磁

碗

輸
入
磁
器

015.8（復）

0 2.6（現）

0不明

〇イ本部～口縁部まで斜上方に直線的 LO体部外面に鏑蓮弁の文様をつける。LO精緻。
に伸びる。

〇口縁端部は丸く納める。
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S D63（第34図．図版六十）

昌 晨 貫 法量(cm) 形態の特徴 技法の特徴 備 考

0 7.9 0丸底から口縁部までなだらかに内 0口縁部内外面から、見込みの半ば 0精緻、微砂粒を含

小
0 1.3 弯しながらつづく 。底部は肉厚。 まで横ナデ。 む。

0完形 0口縁部は丸く納める。 0見込みの中央部はナデ。 0浅黄橙色lOYR%。
皿 433 

0底部外面はナデ、指押え。土
b1 

師
0 7.9 0平底から屈曲して、口縁部が短か 0精緻、白色微砂粒

小
O 0.9 く外士．方へ伸びる。 を含む。

器 0完形 〇口縁端部は丸く納める。 0灰色Nダ。
皿 434 

b, 

包含層（第35~37図，図版六十三～六十七）

番
号

器
形

器
種

法量(cm) 形態の特徴 技法の特徴 備 考

0 8.3 

小 0 4.9 
型
丸 435

|。ほぼ完形

底
→ 
空

014. 7 

0 3.9 

, 030%（残）
杯 I436 

0丸底に内弯しながらひろがる体部 0口縁部内外面を横ナデ。

から屈曲して口縁部は外反する。 0体部内外面は指押えとナデ。

0口縁端部は丸く終わる。 0底部外面はナデ。

0少し丸気味の底部から、体部は斜 〇口縁部を横ナデ。

上方に立ち上がり、口縁部につづ 〇イ本部は風化のため整形不明。

く。

0口縁端部は尖り気味で内外面に沈

線をもつ。

土

021.55（復）

0 4.3（現）

師 I杯 I438 
I 025%（残）

器

皿 I437 

018.6 

0 3.3 

070%（残）

0平底から内弯 しながら立ち上がる 〇口縁部内外面を横ナデ。

体部に口縁部が外反する。 〇イ本部外面の上部は横ナデの上を指

0口縁端部は丸く納める。 押え。下部は横方向にヘラ削 り。

〇イ本部内面はミガキの上に暗文。

0底部内外面を不定方向のナデ。

0やや粗、白色砂粒、

角閃石、くさり礫

を少量含む。

0橙色2.5YR%。
OXXVF15a 6層出

土（以下同じ）。

0粗、白色砂粒、角

閃石、く さり礫を

含む。

0にぶい橙色7.5Y

％～褐灰色7.5Y所。

OXXVF15a 6層。

0やや粗、白色砂粒、

白・黒色微砂粒、

くさり礫を含む。

0橙色2.5YR%。
OXXVF5 a 6層。

016.2 

丸
012.6 

底 439
015.4（腹径）

壺
070%（残）

034.8（復）

011.3（現）

0不明
口 440

鉢
| | o30%（残）

片

0平底から少し内弯 しながら外上方 0口緑部内外面と内面体部を横ナデ。0精、白色微砂粒、

に立つ体部に口縁部が少し外反し 〇イ本部外面は横方向への細い幅のミ 角閃石、 くさり礫

てひらく 。 ガキの上に、斜めのミガキ。 の微砂粒を含む。

0口縁端部は内上方に肥厚し内傾す 〇底部外面をヘラ削り " Io橙色5YR%～浅黄

る面をもつ。 0体部内面に暗文、見込みに螺旋状 色2.5YR%。

の暗文。 OXXVF14a 6層。

0丸底に大き く内弯しながら立ち上 0口縁部内外面を横ナデ。 0やや粗、白色砂粒、

がる体部から「く」の字状に口縁部 0体部外面は縦方向の細かいハケ目。 角閃石、 くさり礫

が外反する。 0内面は指ナデが残る。 の砂粒を含む。

0口縁端部は面をもつ。 0浅黄橙色 5YR%。

0二次焼成をうける。

旦戸］こ□□□／言
砂粒含む。

0浅黄橙色lOYR%。

OXXVF14a 6層

026.7（復） 0内傾する体部から口縁部が外折す 〇口縁部内外、鍔部まで横ナデ。

羽 1 0 9.7（現） る。内部に稜をもつ。 0体部内外面をナデ。

釜 441
0口縁部10% 〇口縁端部は上方に少し肥厚。 0体部内面は指押え痕。

B 
（残） 0鍔はほぼ水平につき端部は丸味を

もつ。
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包含層

番
号

器
形

器
種

法量(cm) 形態の特徴 技法の特徴 備 考

土小

師皿 I442 
器 a

5

4

 

•• 9
1

 

0

0

 

0平底から内弯しながら口縁部まで 0口縁部内外面から内底面周縁部を 0やや粗、白色砂粒、

ひろがる。 横ナデ。 角閃石、くさり礫

0口縁部は更に外方を向き、端部は 0外底面に指押え痕がみられる。 微砂粒を含む。

丸く納める。 0内面に化粧土。 0浅黄橙色7.5YR¾

～橙色。

OXXVF15a 6層。

緑

0不明

0 1.9（現）

碗 443
0 6.4 

釉＇
| | o底部のみ

0平底からゆる＜内弯してイ本部が立 0体部外面をロクロ削り。 0精。

上る。 0体部内面・底部と高台内外面を口 0素地、明青灰色

0高台は内側が内傾し、端部が段状 クロナデ。 5B%。

になる。 0体部下位にヘラによる刻線をもつ。 0釉、 暗緑色。

OXXVE14 t 6層。

小

0精、 角閃石、 くさ

り礫微砂粒を少量

含む。

0灰白色10YR%～

褐色5YR%。
OXXVlE 4 t 5層。

鉢 I445 I亘呈三（（二）） ：：：；；：：：：：；；：：：：卜 1旦歪臣岳如：；；］犬工具しよるナデ。1：芸：：：：：：竺

皿 I444 

土

師

0 9.3 

0 1.6 

O (442)に似る。 O (442)と同じ。

器

020.7（復）

0 1.3（復）

蓋 I446' 
025%（残）

羽

釜

A
 

い橙色。

。三匹庄：：四。1：三言□三；、I/旦已
状の暗文の一部がみられる。 色7.5YR%。

023.0（復） 0体部から外開きに立ち上がる口縁 0口縁部外面から鍔部まで横ナデ。

0 6.7（現） 部。 〇口縁部内面はハケ目。

447 I 
0不明 0口縁端部は尖り気味で上端面と外 〇鍔部内面は横方向のヘラ成形。

0口縁部10% 端面をつくる。

（残） 〇鍔は水平につく 。（途中で折損）

OXXVF19 t 5層。

0粗、白•黒色微砂

粒、砂粒を含む。

0にぶい黄褐色lOY

R%。
OXXVF 1 t 5層。

019.1 

0 6.4（現）

448 I 
0不明

0口縁部

〇イ本部からほぼまっすぐに立ち上が 0口縁部外面から鍔部まで横ナデ。

る口縁部。 0内面を横方向にハケ目、下部は指

0口縁端部は丸味をもつ。 押え。

0鍔は水平につき、端部を丸く納め

る。

0やや粗、白 ・黒色
微砂粒、黒色砂粒
を含む。
0にぶい橙色7.5YR
％。
0鍔部以下に煤付着。
OXXVF20a 5層。

029 （復）

013.0（現）

甕 I449 I 
0不明

035%（残）

0ほぼまっすぐ立つイ本部から口縁部 0口縁部内外面を横ナデ。 0粗、白・黒色砂粒、

が外上方に開く 。 〇口縁部内面下位は横方向のハケ目。 くさり礫を含む。

0口縁端部は上方に少し肥厚し、端 of本部外面は縦方向のハケ目。 0浅黄橙色7.5YR¾ c

面をつ くる。 0体部内面は横方向ヘナデ。 OXXVlE 3 t 5層。

ふ

い I450 

ご

04.9X4. 7（径） 〇断面円形ですそひろがりになる。

0 2 （孔径） 0途中で折れる。

0 6.6（現） 0中心に貫孔。

0不明

0 5.8（現）
須

：鉢 1451:；；部60%
（残）

0粗、白色砂粒、く

さり礫、角閃石を

含む。

0灰白色7.5Y%～

橙色7.5YR%。

OXXF20b斜面。

〇厚い円板状の底部から外上方へ直＼゜イ本部外面、底部側面をナデと叩き。0精、白 ・黒色微砂

線的に伸びる体部。 0体部下位から底部にかけて横ナデ。 粒を含む。

〇イ本部内面をナデ。 0灰白色NY。
0内底面は剥離。 0軟質。

0外底面はナデか。 OXXVE15 t 7層。

0外面を指押え。

0孔はナデ状。

0先端部は火をうけ赤銅色。
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包含層

番
号

器
形

器
種

杯 I452 

法量(cm)

013.8（復）

O 3.6 

010.8 

形態の特徴 技法の特徴 備 考

0平底から屈曲後、体部は少し外方 〇底部内面から体部口縁部内外面を 0精、黒色の微砂粒

を向き立上がる。 横ナデ。 を含む。

0口縁端部は丸味をもつ。 0底部外面をヘラ削り 。 0灰白色7.5Y尻～

0底部内面に仕上げナデ。 灰色7.5Y%。

OXXVF14a 6層。

長

頸 I453 

壺

0 8.7 

011.5（現）

0不明

0口頸部のみ

0まっすぐ立つ頸部から大きく外弯 0口縁部～頸部にかけて横ナデ。

しながら口縁部につづく。 0頸部外面の下位は削り 。

0口縁部はやや肉薄になり、端部は 0口縁部内面に粘土の巻き上げ痕。

丸く納める。

0精、白・黒色微砂

粒を含む。
0灰白色Nダ。
0口縁部内面、頸部
外面下位に灰かぶ

り。
OXXVF14a 6層。

011.9（復） 0平らな底から斜上方にひろがる体 〇口縁部内外面、体部内面、外面は 0やや粒、白色砂粒

0 4.2（現） 部に受部は短か く外方に伸びる。 受部の下まで横ナデ。 を少量含む。

454 I 
010.s I oたち上がりは少し内傾する。 0底部外面をヘラ削り。 0灰色NY~Y。
010%（残） 0口縁端部は内傾する面をもつ。 OXXVF19a 5層，＇

須

器

杯
011.0 

0 4.9（現）

455' 
040%（残）

0平らな底から内弯してひら く体部 0口縁部内外面、体部内面、外面は 0やや粗、白色砂粒、

に、受部は外上方へ伸びる。 受部の下まで横ナデ。 ＜さり礫と黒色の

0たち上がりは内傾し、端部は面を 0底部外面をヘラ削り 。
微砂粒を少量含む。
0灰白色Nツ～ 2.5

もつ。 0内底面はロクロナデの上に、不定 Y%。

方向のナデと仕上げナデ。 0底外面にヘラ記号。
OXXVF20a 5層。

恵 蓋

018.4（復）

0 2.1（現）

456' 
010%（残）

0平らな天井部からゆるやかなカー 0天井部、口縁部外面をヘラ削り。

ブを描き口縁部がひらく 。 0天井部、口縁部内面、口縁端部は

0口縁内部は丸く、内面のかえりも ナデ。

丸味をもつ。

0粗、白色粗砂粒を

多く含む。

0灰白色Nダ。

0自然釉が緑色。

OXXVE20 t 5層，

0 8.6（復）

0 1. 7 

457 I 
010%（残）

0中心が落ち くぼんだ天井部から口 0天井部外面をヘラ削り 。内面を不 0やや粗、 白色砂粒

縁端部が短かく屈曲し、先端部は 定方向のナデ。 を少 し含む。

鈍い稜をもつ。 0口縁部内外面は横ナデ。 0灰色NY。
0天井部に宝珠つまみ。 0外面に灰かぶり。

OXXVE14 t 5層，

O 9.8（復） 0平底から屈曲後、体部は少し外方 〇底部内面から、体部、口縁部内外 〇粗、白色砂粒を含

O 3.6 を向き立ち上がる。 面を横ナデ。 む。

458 I 
o7.o Io口縁端部は丸味をもつ。 〇底部外面をヘラ削り 。 0青灰色 5BY。
020%（残） OXXVlEla5層，

016.8（復）

O 4.3 

459 I 
010.3 

015%（残）

0平底から体部はゆる ＜屈曲して外 〇口縁部～体部外面を横ナデ。

上方へひらく 。 0内底面は横ナデの上を不定方向の

〇口縁端部は丸く納める。 ナデ。

0高台は断面方形。 0外底面は不定方向のナデ。

0高台はナデ。

0精、白色微砂粒を

含む。

0灰色Nダ～灰白色

NY。
"DXXV1E2 t 5層 ，

杯
014 2（復） lo平底から体部は斜上方に少しひろ I0口縁部から内底面まて横ナデ。 1 ゜ やや粗、白• 黒色
O 3.9 がり屈曲後、外傾しながら口縁部 0外底面は不定方向のナデ。 微砂粒を含む。

460 I 
010.3 につづく 。 10面台はナデ。

015%（残） 0口縁端部は丸く納め る。

0高台は断面が菱形で外方へふんば

る。

0灰白色Nダ～lOY

％。

OXXVlEl a 5層。

015.1（復） 0厚い平底から屈曲後、口縁部が外 0口縁部内外面を横ナデ。 0粗、白色砂粒、く

0 4.3 上方に開く 。 0内底面はナデ。 さり礫、白・ 黒色

461 I 
011.0 I o口縁端部は薄くなる。 0外底面をヘラ削り 。 微砂粒を含む。

045%（残） 0高台は断面が菱形で外方へふんば 0高台は貼り付け後ナデ、外底面に 0灰色NY。
る。 貼り付ける際の爪痕。 OXXVE15 t 5層

-102 -



包含層

番
号

器
形

器
種

法量(cm) 形態の特徴 技法の特徴 備 考

012.4 

0 8.7 

462 I 
0 5.4 

080%（残）

0やや丸底の底部から体部が屈曲後、〇口縁部～体部内外面を横ナデ。

わずかに外弯しながら立ち上り、 0内底部は不定方向のナデ。

口縁部へつづく。 0外底面は風化のため不明。

0口縁端部は丸く納める。 0高台はナデ。

0やや粗、白・黒色
の砂、微砂粒を含

む。
0灰色7.5Y%～%。
底部外面は灰白色
lOY%。
0 なま焼けで軟質。

OXXVlEl t 5層。

013. 7 

0 3.9 

杯 I463 I 
0 9.4 

010%（残）

0平底から屈曲後、体部が外上方に |0(459)と同じ。

大きくひらく。

0口縁端部は丸味をもつ。

0高台は断面方形。

0精、白・黒色微砂

粒を含む。

0灰白色Nツ。

o XXVE14-16 t断
面。

018.9（復）

0 4'.8 

464 I 
013.4 

020%（残）

須

器

0平底から体部は内弯しながら立ち 0 (459)と同じ。

上がり、口縁部が外上方にひらく。 0外底部はヘラ削り （？）。

0口縁端部は更に外方を向き、先端

が尖り気味。

0高台は外側へふんばり出る。

〇やや粗、白・黒色

砂、微砂粒、 くさ

り礫を含む。

0灰色NY～ダ。

OXXVE14 t 5層。

恵 I壺

034.5（復） 0外傾して立ち上がり、口縁部は水 0口縁部内外面～頸部内面を横ナデ。 0やや粗、白色砂粒

0 8.8（現） 平近く屈曲する。 0頸部にカキ目。 を含む。

0不明 0口縁端部は上・下に肥厚。 0灰色NY。
465 I 
010%（残） 〇頸部に 2条の凸帯、波状文、凹線 OXXVF19 t 5層。

をもつ。

013.s I o斜上方にひらく口縁部。 |0内外面を横ナデ。

0 5.3（現） 0端部は更に外方を向き面をもつ。

466' 
0口縁部のみ

0精。

0灰色Nグ、 断面は

灰白色lOYRY。

OXXVF15a 5層。

0不明

O 7.0（現）

467 I 
0 8.7 

0底部40%

（残）

0平底から屈曲後、体部は斜上方に 0体部内外面～高台裏面まで横ナデ。 0やや粗、白色砂粒、

立ち上がる。 0底部外面、高台内側はナデ。 くさり礫を少し含

0高台は外向にふんばり、内側が接 0高台は貼り付け。 む。

地する。 0灰色7.5YY。

OXXVF15a 5層。

0不明

014.2（現）

468 I 
0不明

040%（残）

017.4（復）

0 6.3（現）

469 I 
0不明

0口縁部25%

（残）

0体部から強く屈曲後、頸部は少し

外弯しながら広がる口縁部につづ

く。

0体部中位に 2本の沈線。

0内傾する体部から「く」の字形にロ

縁部が外反。

0口縁端部は先端を尖り気味。

0頸部外面は横ナデの上に不定方面

のナデ、右上がりのしぼり目が残

る。内面は粘土の巻き上げ痕、し

ぼり目が残る。

〇イ本部外面の上位と内面を横ナデ、

外面の下位をヘラ削り 。

0口縁部内外面を横ナデ。

0体部外面はかき目の上に格子状の

叩き目。

0やや粗、白色砂微
砂粒を少し含む。
0灰色Nダ～灰白色
Nグ。
0口頸部、体部下位
内外面に灰かぶり c
OXXVlE t 5層。

0精緻、白・黒色微

砂粒を含む。

0灰白色NY。

0体部内面はナデと ヘラによる成形。IOXXVlFl t 5層。

甕
019.2（復）

0 7.8（現）

470 I 
0不明

0口縁部20%

（残）

0内傾する体部からなだらかに外反 0口縁部内外面を横ナデ。

する口縁部。 0体部外面を平行叩き。

0口縁端部は凹線文をもつ。 0体部内面を横方向のナデの上に山

形のナデ。

0やや粗、白色砂微

砂粒、黒色微砂粒

を少し含む。

0灰白色NY。

OXXVF17a 5層。

014.6（復） 〇厚い平底から屈曲後、口縁部が外 0口縁部内外面を横ナデ。

0 4.0 上方にひらく。 0内底部はナデ。

杯 I471 I 
010.s I o口縁端部は薄くなる。 0外底面をヘラ削り。

050%（残） 0高台は断面が菱形で外方へふんば 0高台は貼り付け後ナデ。

る。

0やや粗、白 ・黒色

微砂粒、くさり礫

を少量含む。

0灰色NY。
OXXVEZO t 3層。
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包含層

番
号

器
形

器
種

法鼠(cm) 形態の特徴 技法の特徴 備 考

034.5（復）

0 5.9（現）

甕 I472 I 0不明
0口頸～肩部

15%（残）

須

恵

器

013.0（復）

0 3.8 

蓋 I473 
I 030%（残）

0内傾する体部から、短く立つ頸部 0口縁部内外面、頸部内面を横ナデ。 0粗、白色砂、微砂

に口縁部が外反する。 0頸部外面は叩きの上を横ナデ。 粒、 黒色微砂粒を

〇口縁部は内端に沈線をもつ。 0体部外面は叩き。 含む。

0体部内面は不定方向のナデ。 0灰白色NY、断面
は灰白色7.5Y%。

0表土。

0わずかに丸味をもつ天井部から稜 0口縁部内外面、イ本部内面、外面は oやや粗、白色砂粒

を残して、口緑部がわずかに外方 受部の下まで横ナデ。 • と黒色微砂粒を含

を向く 。 0底部外面をヘラ削り 。 む。

0口縁端部はやや凹面をなす。
0（外）灰白色Nジ～
ジ、（内）暗青灰色
5 B%。
OXXF19b斜面。

014.7（復）

0 4.3 

杯 I474 I 
010.4 

040%（残）

030.0 

011.8（現）

鉢 I475 1 010%（残）

015.4 

椀，

476 
Io 5.2 
O 5.2 

AI 
033.8 

（径高指数）

0完形

0やや丸底気味の底部から少し内弯 0全面共風化のため技法は不明。

しながら体部が立ち上がり、口縁 0体部外面に指押えが残る。

部が外反。（厚 さは体部三底部） 0内面はほぼ密に ミガキ。

0口縁端部は内傾し、沈線 （幅は 2

0平底からイ本部は斜上方に少しひろ 0口縁部から内底面まで横ナデ。 0やや粗、 白色砂粒

がり、屈曲後わずかに内弯しなが 0外底面はヘラ削り 。 を少しと、微砂粒

ら口縁部へつづく。 0高台はナデ。 を含む。

〇口縁部は丸く納める。
0灰白色～灰色N%。
0外面に灰かぶり。

0高台は外側が接地し、内側へ少し OXXVE14s -t断

内傾しつき出る。 面。

〇少し内弯しながら外上方に伸びる 〇口縁部～体部中位の内外面を横ナ oやや粗、白色砂、
体部から、口縁部が内側を向いて デ。 微砂粒を含む。

立つ。 0体部外面下位は削り 。 0灰臼色7.5Y%。

〇口縁端部は丸く納める。 0体部内面は不定方向の強いナデ。
0体部外面下位に灰
かぶり。
OXXVFllc石溜攪
乱。

0精緻、白 ・黒色函

砂粒を含む。

0灰白色Nダ。風化

のため色は薄い。

OXXV11F4a断面。咄）。

0高台は断面逆台形。

瓦

器

椀

012.0（復）

0 3.1 

477 | 025.8 
B, I 

（径高指数）

070%（残）

0丸底から内弯しながら口縁部まで 0口縁部上端と外面を横ナデ。 0粗、臼色微砂粒、

つづく 。 0体部外面を指押え。 粗砂粒を含む。

〇口緑端部は丸く納める。 0体部内面はナデの上に渦巻状 (2Io灰色NY～銀灰色。
~3咄、 4重）の暗文。 0床土。

035.8（復）

0 4.3（現）

鉢 I478 I 
0不明

0小片

0直線的に開く 1本部から口縁部につ 〇口縁部内外面を横ナデ。 0精緻、白色微砂粒

づく 。 〇イ本部外面はかき目の上をヘラ成形。 を含む。

〇口縁外端面はやや丸味をもつ。 0体部内面はナデ、おもし目をもつ。0灰色NY。
OXXVFllc石溜攪

乱。

，
 

7
 
4
 

羽
釜
の
脚

024.2（現）

026X25（径）

0断面円形の柱状をなし、先端部に 0本体との接合面に横ハケ目が残る。0精緻。

いくに従い肉薄になり、外方を向 0全面に強いナデ。 0灰色NY。
く。 OXXVFllc石溜攪

乱。

中

010.0 

0 1.65 

土
＇皿

480 

0平底からなだらかに内弯しながら 0口縁部内外面を横ナデ。

口緑部がひらく 。 0イ本部内面をナデ。

〇口緑端部は丸く納め る。

0やや粗、白色砂粒

を極小量、角閃石、

くさり礫を含む。

0灰白色lOYR%。

OXXVF18a 3層，

師

器 l 小

皿 I481 

b2 

2

5

 

．． 

8

1

 

0

0

 

0平底からゆる ＜内弯し ながら口縁 0口縁部内外面を横ナデ。

部へつづく 。 0底部内外面ナデ。

0口縁端部は丸く納める。

0精緻、各微砂粒 を

含む。

〇浅黄橙色lOYR%。

OXXVF17 a斜面出

土。
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包含層

番
号

器
形

器
種

法量(cm) 形態の特徴 技法の特徴 備 考

0 8.0 

小 I o 1.4 

皿 482
| o完形

b2 

0平底から内弯しながら口縁部がひ O (481)と同じであるが、全体に丁寧 〇精。 (481)と同じ。

らく 。 な仕上げ。器表面は平滑。 0にぶい黄橙色lOY

0口縁端部はやや尖り気味。 R%。

0底部は凹凸あり。 OXXVF17 a -b斜

面。

土

器

小

師 I皿

08.15X8.8 

0 1.5 

483' 
0完形

0上げ底から大きく内弯して口縁部 |0(481)と同じ。

がひらく。

〇口縁端はつまみあげる。

0精。 (481)と同じ。

0浅黄橙色lOYR%。

OXXVF17 a斜面出

土。

484 

0 8.3 

0 1.6 

0小さな底からなだらかに口縁部が 0口縁部～外面底部半ばを横ナデ。

ひらく。 0内面は風化の為不明。

〇口縁端部は丸く納める。 0底面はうず巻状のナデ。

0精。 (481)と同じ。

0橙色7.5YR%。
0表土。

013. 7（復）

O 3.0 

杯 I485 
I 030%（残）

0不明

緑 I I 2゚.0（現）

椀 486
0 9.2（底径）

0底部10%（残）
釉

0わずかに上げ底気味の底部から口 0内面全面から口縁部にかけてロク 0やや粗、白色砂粒、

縁部が斜上方に伸びる。 ロナデ。 角閃石、くさり礫

〇口縁端部は丸く納める。 0底部は糸切り。 を含む。

0にぶい橙色7.5YR

％。

OXXV13a4層。

0精、白・黒色微砂

粒少量含む。

0灰色NY。
OXXV1E7 t 2層。

0段状の高台。 0内面はナデ。

0外面はヘラ削り高台。

0内面～底裏面をナデ。

0畳付部以外は施釉。

0不明 0平底。 0内面くイ本部外面をロクロナデ。

0 4.0（現） 〇イ本部は内弯して立ち上がり、口縁 0底部外面はロクロ削り。

碗 I487 I 
0 5.0 部につづく。 0高台は削り出し。

0底部50%（残） 0高台は断面方形。 0高台の中位まで施釉。

0全面に貫入。

0精良、黒色微砂粒

を含む。
0素地、浅黄色2.5Y
％。
0釉、明オリープ灰

色 5GY%。
OXXV1F5a 5層。

輪

入

磁

器

白

0不明

0 1.6（現）

磁 488
0 3.8 

皿
I 488 I;底部のみ

〇口縁部を欠くが(490)と同じ形にな 0内面と体部外面をロ クロナデ。

ると考えられる。器壁はやや薄く 0底部はヘラ削り。

なる。 Of本部～見込みに施釉。

0平底。

〇イ本部内面に段をもつ。

0精良。

0素地、白色。

0釉、灰白色lOY1/i C 
OXXVF16a 4層。

青

白

皿

011.2（復）

0 2.1 

磁 489
0 4.0 

皿
1 | o25%（残）

010.6（復）

0 2.0（現）

磁 I490 I 
0不明

0小片

0底部は上げ底。 0内面と口縁部外面はロクロナデ。 0精良、黒・白・赤

0体部は底部より鋭く屈曲して、直 0体部～底部外面はロクロ削り。 色微砂粒含む。
線的に外上方に伸び、更に屈曲し
て口縁部となる。

0見込みにはヘラによる片彫りと櫛 〇素地、灰白色NY。

〇口縁部はやや外方を向くが直線的 によるジグザグ文。 0釉、オリープ、灰

に立ち上がり、端部は丸く納める。 0底部には施釉しない。 色2.5GY%。
0見込みと体部内面の鏡に段をもつ。

0ほぼ直線的に開くイ本部から口縁部 0口縁部内外面をロ クロナデ。

につづく 。 1可本部は施釉。

0口縁部は丸く納める。

0底部は平底と考えられる。

0体部内面に段をもつ。

OXXVEZO t 3層。

0精良。

0素地、白色。

0釉、灰白色lOY%。

OXXVE14 t 2層。

白

0不明

0 3.0（現）

磁 I491 I 0 6.4 0体底部
碗

0中心部に向ってやや深くなる底部 〇イ本部内外面～底部をロ クロ削り。

から内弯して立ち上がるイ本部。 0高台は削り出し。内側を斜めに外

0高台は高く幅広で外側が接地。 側をまっすぐ削る。

〇イ本部～見込みまで施釉。

0精良、黒色微砂粒

を含む。

0素地、 灰白色7.5

YYi。
0釉、明緑灰色。

OXXVF17b断面。
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包含層

g 晨 貫 法量(cm) 形態の特徴 技法の特徴 備 考

010. 7（復） 0 (489)と同 じ。 O (489)と同じ。 0精良。

： 器

青
0 2.35 0素地、灰白色。

屈t 492 
0 3.9 0釉、淡緑灰色。

皿
020%（残） OXXVFll,C石溜攪

乱。

033 6（復） 0直線的に開くイ本部から口縁部が外 0口縁部内外面を横ナデ。 0精、粗い白色砂粒

0 7.5（現） 折する。 0体部内面はヘラによるおろし目。 を含む。

493 
0不明 0口縁部は上方に長く拡張し、凹線 0体部外面はヘラ削り。 0暗紫灰色5RP%。

備 0口縁部10% を2条施す。 OXXVFlOd攪乱。

（残）
前

陶 摺 033.6（復） 0口縁部のみ残存。(493)と同じ体部 0口縁部内外面を横ナデ。 0やや粗、白 ・黒色

O 3.5（現） か。 0体部内面におろ し目。 砂粒を含む。

鉢 0不明 0口縁部は上方に長く肥厚し、 凹線 0極暗赤褐色lOR½
494 
0口縁部10% を2条施す。下端部にも尖り気味 ～％、赤色1OR%c

（残） に肥厚。 OXXVF12d攪乱。

磁
0不明 〇わずかに外弯する頸部から、口縁 0口縁部～頸部内外面を横ナデ。 0精良、白 ・黒色の

常
011.9（現） 部が短か く外反する。 0内面の下位は指押えも残る。 微砂粒を含む。

滑 495 
0不明 〇口縁部は上下に肥厚。 0暗赤褐色lOR ½~

甕
0小片 暗赤灰色lOR%。

OXXVFlOd攪乱。
器

0不明 0厚みのある平底から内弯して立ち 0体部内面、 外面をロクロナデ。 0精良、微砂粒を多

O 3.3（現） 上がる体部。 0底部はロクロ削 り。 く含む。
唐

0高台は低 くく断面台形。
0素地、灰臼色lOY

津 496 
0 4.3 R封。

0底部のみ 0釉、暗黄緑色（外）
碗 淡黄色2.5Y%（内）

OXXVE19-20 t断
面。

B 地区

包含層 （第37図）

且 晨 貫 法量(cm) 形態の特徴 技法の特徴 備 考

017.45 〇わずかに内弯しながら立つ体部か 0内外面をロクロナデ。 0精良、微砂粒を含

； 青 0 4.4（現） ら口縁部が短かく外折する。 む。

磁 497 
0不明 0口縁端部は丸く納める。 0素地、灰白色Nダc

0釉、緑灰色。
碗

0 (15世紀雑器）

C 地区

S K47（第38図，図版六十八・六十九の 2)

且 晨 胃 法量(cm) 形態の特徴 技法の特徴 備 考

014. 75 0平底から内弯して立ち上がる体部 0全面風化のため技法は不鮮明。 0精緻。

瓦 椀
0 5.9 から少し屈曲後、わずかに外弯す 0体部内面にかすかに ミガキ (1%) 0灰色NY。

498 
0 4.9 る口縁部。（厚さはイ本部＝底部） が残る。

器
040.0 0口縁端部は内傾して沈線 （幅は 2

AI 
（径高指数） ％）。

080%（残） 0高台は厚 く断面は逆台形。
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S K47 

番
号

器
形

器
種

法量(cm) 形態の特徴 技法の特徴 備 考

015.05 

0 5. 75 

499 
0 5.05 

椀 I |o38.3 
（径高指数）

070%（残）

015.0 

0 5.6 
A1|  

500 
Io 5.2 
037.3 

（径高指数）

0完形

0丸底で体部からの形態は(498)と同 o風化のため技法は不鮮明。 0精緻。

じ。（厚さはイ本部；；；；底部） 0口縁部内外面を横ナデ。 0灰色NY。
0口縁端部の沈線は浅い（幅は 1%）。 0体部外面は口縁部から粗いミガキ

0高台は断面逆台形。
(1. 5"lfu)。

0外面に重ね焼き痕。1

0内面は密にミガキ(1%、40粂）。
0見込みは同心円文(1咄）の暗文。
0高台はナデつけ。

0丸底で形態は(498)と同じ。器壁は 0口縁部内外面を横ナデ。 0精緻。

厚く、特に底部は肉厚。 0体部外面は指押えが残る。 0灰色NY。
0口縁端部はわずかに内傾し、沈線 0体部内面はハケ目が部分的に残る。

（幅は 1%）。 その上にミガキ (1咄）。

0高台は断面逆台形。 0見込みの暗文は風化のため不明。

0高台はナデつけ。

015.1（復）

0 5.3 

501' 
0 5.0 

瓦

器

椀

A2 

035.1 

（径高指数）

020%（残）

015.3（復）

0 3.5（現）

502 I 
0不明

025%（残）

0丸底から体部は内弯してそのまま o風化のため技法は不鮮明。 0精緻、白・黒色微

口縁部につづく 。（厚さはイ本部＜底 0口縁部内外面は横ナデ。外面にミ 砂粒を含む。

部） ガキ。 o暗灰色NY。
0口縁体部は内傾して浅い沈線。 る (1.5%）。

〇イ本部外面は下位に少しミガキが残

0高台は断面三角形。 0内面はほぼ密にミガキ。(0.5%）。
0見込みの暗文は不明。

0形態は(501)に似る。 0風化のため技法は不鮮明。

0口縁端部は尖り気味で、浅い沈線 0体部外面は指押えの上に、口縁部

（幅は1.5%）。 から上位まで粗いミガキ(1%）。

0内面はほぼ密なミガキ(1%）。

0精緻、 黒色微砂粒

を含む。

0灰白色Nダ。

014.75（復）

0 4.1（現）

503 I 
0不明

020%（残）

0底部を欠く 。形態は(501)と同じ。

口縁端部が尖り気味。

（沈線の幅は 1咄）。

0風化のため技法は不鮮明。

0体部外面に指押えが残る。

0内面は密なミガキ(1咄、？条）。

0精緻、黒色微砂粒

を含む。

0灰色Ny。

015.5 

0 5.3 

504 I 
0 5.7 

034.2 

（径高指数）

070%（残）

015.0 

0 4.5（現）

505 I 
0不明

030%（残）

0平底で形態は(498)と同じ。（厚さは 0口縁部内外面を横ナデ。 0精緻、黒色微砂粒

体部＜底部）（沈線の幅は1.5咄） 〇体部外面は指押えの上に間隔の広 を含む。

0高台は先端部が外方を向く 。 いミガキ (1%）。 0灰色Ny。
0内面は、上・下部をやや密に、中

位は粗いミガキ (1%、20粂）。

。。写号争：：：言：：：し：：：：：I亘臣吾圭盃菩呈歪：言手亡::;:1 :：:ONy。
015.0（復）

O 4.8 

506' 
0 6.5 

032.0 

（径高指数）
020%（残）

0丸底。形態は(501)と同じ。（厚さは 0風化のため技法は不鮮明。 0精緻、黒色微砂粒

体部＞底部） 0口緑部内外面を横ナデ。 を含む。

（沈線の幅は 1%) Io体部外面に指押えがかすかに残る。0灰色NY。
0高台は断面三角形。 0イ本部内面は ミガキ (1咄）。

0見込みの暗文は不明。

015.0 

0 4.5 

507' 
0 4.6 

030.0 

（径高指数）

020%（残）

014.4（復）

0 4.2（現）

0不明
508 I 
025%（残）

0平底。形態は(501)に似る。

（厚さは体部＞底部）

（沈線の幅は0.5咄）

0高台は断面三角形。

0風化のため技法は不明。 0精緻。

0灰色Ny。

0形態は(501)に似る。 0風化のため技法は不鮮明。

0口縁部は肉厚になり、端部に浅い 〇イ本部外面は指押え、粗い ミガキ。

沈線 (1%）。 0内面は細いミガキ。

0精緻、黒色微砂粒

を含む。

0灰色NY。
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S K47 

番
号

器
形

器
種

法量(cm) 形態の特徴 技法の特徴 備 考

013.1 

椀，

509 
Io 4.9 
O 4.65 

A2 
035.5 

（径高指数）

020%（残）

015.0 

B1 

椀 1 | 05.1 
510 
0 4.6 

034.0 

（径高指数）

060%（残）

瓦

器

014.9（復）

0 4.6（現）

椀 I511 I 
0不明

010%（残）

016.3（復）

0 3.8（高）

B2 | | 0不明
512 
020%（残）

0やや丸底気味の底部から、体部は 0口縁部内外面を横ナデ。 0精緻。

ほぼ直線的に外上方に伸び、口縁 0体部外面を指押え、継ぎ目が残る。0暗灰色NY。
部が少し屈曲して外反する。 0体部内面は密にミガキ(0.5%、30

0口縁上端部は外傾する面をもち、 条）。

内面に細い沈線 (0.5%）。 0高台はナデつけ。

0高台は逆台形。

0平底から丸く内弯するイ本部が伸び、 0口縁部内外面を横ナデ。特に外面 10精緻。

口縁部は少し屈曲後、内弯する。 は強くナデ、粗いミガキ(0.5%）。 0灰色NY。
（厚さは1本部こ底部） 0イ本部外面は指押え。

0口緑端部は丸く納める。 〇イ本部内面は風化しているが、 ミガ

0高台は逆台形。（摩滅気味） キは密のようである。

0見込みの暗文は風化のため不明。

0内弯する体部から口縁部が少し屈 0口縁部内外面を横ナデ。 0精緻。

曲後、外反する。 0体部外面は指押え。 0灰色NY。
0口縁端部は丸く納める。 0体部内面はかすかに暗文が残る程

度 (1~1.5咄）。

0見込みに平行線文 (1~1.5%）の

暗文。

誓：［； ：、：：；閃；こ:;1 孟:：~;；?。ナデ。
0体部内面はナデ。

0口縁端部は少し尖り気味。

0精緻。

0オリープ黒色 5Y

％。

椀

0不明 0平底から大き く内弯しながらひら 0内外面、摩滅のため整形は不明。 0精緻。

0 3.2（現） ＜イ本部。 1 |。灰白色Nダ。

513 I 
o 5.0 Io高台は断面三角形。
0底部40%（残）

0不明

0 2.3（現）

514 I 
0 5.45 

0底部のみ

0丸底。 0風化のため、技法は不鮮明。 1 0精緻

0底部の中心よりややずれたところ 0内面は幅の広いミ ガキ (2咄）。 〇灰色NY。
に焼成後穿孔。 0見込みは一定方向のナデが残る。

0高台は断面逆台形。

小

皿

010.0 

O 1.8 

515 
I 040%（残）

0中央部が少し上り底気味の底部か 〇口縁部内外面の横ナデの上に粗い 0精緻。

ら屈曲して外上方に立ち上がるロ ミガキ。 0灰白色7.5Y%~

縁部。 0見込みは間隔の広い平行線 (1%) 暗灰色NY。
0口縁端部は少 し尖り気味。 の暗文。

0底部は指押えと指ナデ。

0 9.8 O (515)と同じ形態。

0 1. 7 

b1 I 516 I 060%（残）

0全体に風化している。

0口縁内外面を横ナデ。

0見込みはナデ。暗文は不明。

0外面底部は指押え。

0精緻。

0暗灰色NY。

030.0（復）， 
0 4.6（高）

517 
0不明

土 I 羽 I 517 I ~ 口縁部のみ

師 I釜

器 IB 

＇ 0内傾する体部から外折する口縁部。 0口縁部内外面から肩部外面にかけ 0やや粗、白 ・黒色

0口縁端部は内方に巻き込み風にし、 て横ナデ。 の砂粒を含む。

内端部が肥厚。 0体部内面は板状工具によるナデ。 0外面に少し煤が残

0口縁部と体部の内面の境界に鋭い

稜をもつ。

る。

029.0（復）

O 8.0（高）

518' 
0不明

0口縁部20%

（残）

＇ 0内傾する体部から外折する口縁部。0口縁部内外面、鍔部は横ナデ。 0粗、白・黒色の砂

0口縁端部は内上方に拡張し、丸味 0体部内面は摩滅気味であるが、指 粒を含む。

をもつ。 ナデが残る。 0灰白色7.5YR%。

0鍔はほぼ水平につき、端部は丸い。 0鍔部下面に煤が残

る。

-108 -



S K47 

番
号

器
形

器
種

法量(cm) 形態の特徴 技法の消化 備 考

0 9.55（平）

0 1. 7（平）
小
I 519 I 0※ 

皿

b1 1 520 

小
521 

皿 I
b, 524 

0 9.0（平）

0 1.5（平）

0平底から口縁部までなだらかに内

弯しながらつづく。

0丸底気味の底部から屈曲して口縁 0口縁部外面～見込みにかけて横ナ O (519~522 ・ 525 ・ 527 ・ 

部が外上方へ伸びる。 1 デ。 530. 532)は精緻。

0見込みはナデ。 O (523 ・ 524 ・ 526~528 ・ 

0底部外面はナデ、指押えなど。 531) はやや粗。

0浅黄橙色7 . 5YR¾

が多い。

0※ 

0 (520)はほぼ完形。

O (530)は半分以上残c

0その他は15~45%

残。

小 525 
土 1 皿 I

b3 527 

0 8.9（平）

0 1.3（平）

0中央部が上げ底気味の底部から内

弯しながら口縁部につづく。

小 528 
皿 I
b、 530 

0 9.2（平）

0 1.5（平）

0平底から屈曲して口縁部が外上方

へ伸びる。

0口縁端部は丸く納めるもの、やや

尖り気味のものがある。（他の皿も

同じ）

小

師 1 皿 I531 

0 8.5（復）

0 1.3 

0平底。底部がやや出張り気味で、

屈曲後、口縁部が外上方へ伸びる。

0口縁端部は肉厚で丸く納める。

bs 

小

皿 I532 

0 9.0（復） I 0丸底気味の底部から口縁部が外反。
o 2.0 Io口緑端部はやや尖り気味。

中

012.8（復） 10小皿(b,)形態と同 じ。

0 2.1 

器 I皿 I533 

b2 

中
I 534 

皿

b3 I 535 

015.6（平）

0 2.7（平）

0小皿(b,)形態と同 じ。

中

皿 I536 
b、

015.2（復） 1 0 小皿 (b• ) 形態と同 じ。
0 2.4 

陶 I常

046. 7（復）

0 9.2（高）

明

片
不

小
0

0

 

7
 
3
 
5
 

滑

甕
磁

器

0内傾する肩部から外弯して外上方 〇口縁部内外面～体部外面までロ ク 0粗、白色砂粒を含

に開く口縁部。 ロナデ。 む。

0口縁端部は外傾する面をもつ。 0内面は指ナデ。 0褐色2.5Y%～灰

白色NY。
0肩部外面に灰釉。
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（昭和55年撮影）



図
版

A
地
区
遺
構

1. A地区遺構全景（航空写真）

2. A地区遺構全景



ニ立’ュエ石星亡；；，し”r鯵

1. A地区全景（東から）
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三

A
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区
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前
の
状
況

2.人力掘削風景
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区
遺
構

1. S K22• 落ち込み状遺構 1 検出状況

2. S E05・落ち込み状遺構2
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1.建物1・ 2全景（南から）

2.建物1・ 2全景（西から）
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1.柱穴群1(北から）

2.柱穴群 l （北から）
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1.柱穴群1・ SD 52（北から）

2.柱穴群1 （東から）
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2.柱穴群2 （北から）
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S B199~208 、 359 、 360 （東から）

2. S B347全景
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1. S EOl 全景

： 

2. S EOl内土器出土状況
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1. S E02 入早王忠

2. S E03 入早王界
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1. S E04 全景

2. S E05 全景
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構

1. S E05内土器出土状況

2. S E05内断面
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1. S E06 全景
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2. S E06内遺物出土状況
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構

1. S E07 人早王界

2. S E07礫検出状況
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1. S K22上層 礫・土器検出状況
． 

2. S K22下層 礫・土器検出状況
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1. S K22下層 礫・土器検出状況
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2. S K22 完掘状況
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1. S D58 土器出土状況

I 
2. S D58 土器出土状況
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1.落ち込み状遺構2内土器出土状況

2.落ち込み状遺構2内土器出土状況
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1.包含層内土器出土状況
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2.包含層内土器出土状況
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1.古墳～奈良時代 溝・土坑（東から）

2.古墳～奈良時代 溝•土坑（北から）
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1. S D70 ・ 71内製塩土器出土状況

I 

2. S D70 ・ 71内製塩土器出土状況
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1.羽釜棺 1 検出状況

2.羽釜棺 1 検出状況 （北から）
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1.羽釜棺2 検出状況

2.羽釜棺 2 検出状況 （北から）
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2.羽釜棺 2 墓壊
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1.発掘前の状況

2.掘削完了後の状況



図
版
二
十
八

B
地
区
遺
構



図
版
二
十
九

． 

1.発掘前の状況

2.遺構全景
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1. S K47 

2. S K47 土器出土状況
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17 

16 
10 

1. S EOl 瓦器椀、羽釜、土師器皿

， 

14 

21 
30 

2. S EOl 瓦器椀、土師器皿、捏鉢
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33 36 

S £02 瓦器椀
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S E02 瓦器椀
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S E02 瓦器椀
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S E02 瓦器椀・小皿
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S E02 瓦器椀・小皿、須恵器甕、土師器中皿
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S E02 土師器小皿
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S E02 土師器小皿
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S E02 土師器小皿
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52 
55 

54_ 61 

1. S E02 瓦器椀

77 

78 

74 
76 

2. S E02 瓦器羽釜三足、須恵君捏鉢、輸入磁器
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163' 273/ 

163 273 

S E03 瓦器椀(163)・小皿(168・ 169) S E 06瓦器小皿(273)
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S E05 瓦器椀
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202 209 

S E05 瓦器椀
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S E05 瓦器椀、瓦器小皿
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S E05 瓦器椀、土師器中皿・羽釜、陶器
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物 266 

265 

267 

264 

1. SE 05 輸入磁器

258 

255 

2. S E05 須恵器甕・捏鉢
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224 
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228 

S E03 
S E06 
土師器小皿(172)・ SE 05 
土師器小皿(276、278、280)

土師器小皿(223、 224、 226 、 228、 230~233 、 238、 241 、 243 、 244)
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S E06 瓦器椀
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S K22 瓦器椀
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S K22 瓦器椀
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S K22 瓦器椀
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S K22 瓦器椀
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S K22 瓦器椀

I 
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330 

S K22 瓦器椀

300 

小皿、土師器小皿、中皿、須恵器甕

336 
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378 

358 382 

384 

359 

386 

360 

落ち込み状遺構2 黒色土器椀、瓦器椀、小皿、土師器小皿
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, 397I 

巨

1.落ち込み状遺構2 ’’ 輸入磁器

399' 

392 366 

2.落ち込み状遺構 2 瓦器三足、土師器甑・羽釜、須恵器捏鉢
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版
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S K30 

S E05 

1.落ち込み状遺構2 輸入磁器

I: 

2.落ち込み状遺構2 輸入磁器、国産陶器、緑釉陶器
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1.落ち込み状遺構2 輸入磁器（内面）

ヽ

2.落ち込み状遺構2 輸入磁器 （外面）
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347/ 

347 

S B11輸入磁器(346) S B189瓦器椀(347) S B387瓦器椀(352) S D56瓦器椀(409)
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343 

•• 

S K67土師器小皿(345) S K37土師器小皿(340・ ~39) S K40土師器台付小皿(343) SB 207土師器小皿(348)
SB327瓦器椀(349) SB332土師器小皿(351) SD52瓦器椀(404) 土師器小皿(407) SD 56瓦器椀(410)
S D58土師器小皿(417・ 421 ・ 429) S D 63土師器小皿(434・ 433) 



1.輸入磁器 SD 16 (401) SD3（へ） SD52（ハ・ニ・チ）
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S D58（イ）
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S D63（ロ・ト・リ）

2. SD 3土師器羽釜(400) S D40土師器甕(402)
S D52瓦器羽釜(405・イ） 須恵器捏鉢(406)
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1.輸入磁器 S EOl（へ）
S E22（二）
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S E02（イ・リ・ワ・カ）
S B64（オ）（外面）
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S K47（ロ・ハ・ホ・ト）
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ヌ I
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2.輸入磁器（内面）
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包含層 土師器杯・丸底壺・鉢・須恵器杯・壺．蓋
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包含層 土師器小皿、瓦器椀、須恵器杯、輸入磁器
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1.包含層
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陶器

2.包含層 須恵器甕、鉢

I' 
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1.包含層 輸入磁器（外面）
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2.包含層 輸入磁器（内面）
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2.包含層 国産陶器・緑釉陶器
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S K47 瓦器椀、小皿、土師器小皿
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1. S K22 瓦器椀、土師器羽釜

2. S K47 土師器羽釜、陶器
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1.包含層 紡錘車(2) 銭貨(102)
双孔円板(1:

4
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遭『
S E05銭貨 (101)
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2.砥石 S E02(3) S K22(4) 落ち込み状遺構(5) 包含層 (1、2、6、7)
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羽釜棺 1 土師器鉢（ 1)・羽釜（ 2)、羽釜棺 2 土師器皿(3)・羽釜(4)
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